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１．自然環境 
（１）気 象 

 鹿児島地方気象台溝辺観測所で観測された平成7年から平成17年までの年平均気温をみ

ると、14℃～18℃と温和な気候で南部の海岸沿いでは一部無霜地帯もあります。年間降水

量は 2,100mm～3,200mm です。 

 平成７年～平成 17年の月別平均をみると、降水量は梅雨時期の 6月が 451mmと最も多く、

次いで 7 月が 280ｍｍ、9 月が 276mm となっています。降水量が比較的少ない月は 12 月、1

月で 100mm 以下となっています。 

 

図１―１ 平均気温・降水量（溝辺観測所：平成 7 年～平成 17 年） 
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資料：気象庁電子閲覧室 

 

図１－２ 平均気温・降水量の月別平均（溝辺観測所：平成 7 年～平成 17 年） 
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資料：気象庁電子閲覧室 
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また、桜島からの降灰量は、表１－１のとおりであり、平成 11 年以降減少傾向にあり

ます。 

 

表１－１ 降灰量の推移 

年次 福山 隼人 国分 溝辺 霧島 合計 

H8年 329 102 104 29 34 598 

H9年 0 16 31 10 12 69 

H10年 23 76 60 27 17 203 

H11年 676 413 156 231 28 1,504 

H12年 439 240 99 108 18 904 

H13年 9 61 42 29 20 161 

H14年 3 29 21 19 13 85 

H15年 0 8 12 12 14 46 

H16年 1 13 12 12 12 50 

H17年 0 3 12 12 12 39 

資料：鹿児島県ホームページ（http://kagoshima.bosai.info/） 

 

（２）地形・地質 

１）地 形 

 本市の地形は、火山地として韓国岳を最高峰とする大小 23 個の火山が連なった複合火山

である霧島連山を市北東部に、国見岳・烏帽子岳・長尾山等の山地を北西部に有し、市の

中域には火山噴出物であるシラス層の丘陵台地が幅広く拡がっています。 

 また、市南西部の鹿児島湾に面する地域には、国見岳南麓から流れる天降川により形成

された三角洲性低地が広がり市街地を形成しています。 

主な水系としては、国見岳南麓より南東へ流れ市中央を南下する天降川や、霧島連山よ

り南下し、天降川と合流する霧島川などを含む天降川水系、市の南東部を流れる検校川水

系などがあります。 

また、天降川やその支流では丸尾滝、犬飼滝、新川渓谷などの滝や渓谷が見られます。 

 本市中心部の地形は図１－３に示すとおりであり、海岸沿いは三角州性低地、霧島山付

近は中～大起伏火山地、海岸と山地に挟まれた台地はシラス・溶結凝灰岩分布地域となっ

ています。 

  

２）地 質 

 本市の地質は、北東部の霧島連山周辺では火山灰・ローム及び安山岩質岩石が占め、北

西部の山地には安山岩質岩石が多く分布しています。また、韓国岳や新燃岳などの山頂付

近には、流紋岩質岩石が分布しています。 

市の中域を占める台地部分には火山性岩石であるシラスが分布し、天降川河口周辺の低

地では礫・砂・粘土が多く分布しています。その他、市南東部には頁岩、砂岩等が部分的

に存在しています。（図１－４参照） 
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図１－３ 地形図 

 

資料：土地分類図（国土庁） 
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図１－４ 地質図 

 

資料：土地分類図（国土庁） 
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（３）水 象 

 主要水系としては、錦江湾に流出する天降川、網掛川、検校川、また、志布志湾に流出

する菱田川があります。 

水系図を図１－５に示します。 

 

表１－２ 流路延長 

河川種別 河川名 
流路延長 

（km） 

流域面積 

(ｋ㎡) 

天降川 41 404 

網掛川 22 73 

検校川 14 59 

二級河川 

菱田川 55 394 

資料：平成 16 年 鹿児島県統計年鑑（鹿児島県） 
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図１－５ 水系図 

 

資料：加治木土木事務所管内図 
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（４）動植物 

１）植生分布 

霧島市の地形は、鹿児島湾に面する平野部(国分平野)、霧島山系を構成する火山・山地

地形、これらの中間帯に位置する台地地形(シラス台地)となっています。 

環境省生物多様性センター(2006)によると、霧島市の植生は、こうした地形を反映し、

平野部の市街地周辺は水田雑草群落が広がっています。 

また、中間帯のシラス台地は、スギ・ヒノキ・サワラ植林が広く分布しているほか、畑

地雑草群落や茶畑といった耕作地、ヤブツバキクラス域自然植生であるアラカシ群落やミ

ミズバイ－スダジイ群集、スダジイ群落、ヤブツバキクラス域代償植生であるコナラ群落

などがモザイク状に分布しています。標高 700m 以上の火山・山地地形部は、ヤブツバキク

ラス域自然植生のうちモミ・ツガ・アカマツといった針葉樹からなるモミ－シキミ群集、

ツガ－ハイノキ群集、アカマツ群落などが見られます。 

さらに、標高 1,300m を超える高海抜地域になると、ブナクラス域自然植生であるシラ

キ－ブナ群集やミズナラ－リョウブ群集のほか、霧島山系を代表し市花でもあるミヤマキ

リシマが優占するミヤマキリシマ－マイズルソウ群落、自然低木群落といった低木植生が

分布しています(図１－６参照)。 

 

 

 

 7



図１－６ 既存文献による植生図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
資料：環境省生物多様性センターホームページ( http://www.biodic.go.jp/ ) [生物多様性情報システム].
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２）動植物 

霧島市は、鹿児島湾と霧島山系に挟まれており、天降川により形成された地形、海浜、

火山噴出物からなる地域など多様な自然環境を有しており、生息・生育する動植物は、多

様な種により構成されています。 

なお、霧島市に生息・生育する動植物種は、鹿児島県 RDB(鹿児島県(2003))、関係旧市

町郷土誌(鹿児島県隼人町(昭和 60 年)、霧島町郷土誌編集委員会(平成 4 年)、国分市郷土

誌編纂委員会(平成 9 年)、福山町郷土誌編集委員会(平成 53 年)、牧園町郷土誌編纂委員会

(平成 3 年)、溝辺町郷土誌編集委員会(昭和 48 年)、横川町郷土誌編纂委員会(平成 3 年))、

鹿児島県のすぐれた自然(鹿児島県保健環境部環境管理課(1989))、鹿児島の天然記念物デ

ータブック((財)鹿児島県環境技術協会(平成 10 年))を基に整理しました。 

 

ａ．動 物 

既存文献によると霧島市には、哺乳類 9 目 14 科 16 種、鳥類 17 目 54 科 204 種、両生類

2 目 4 科 5 種、爬虫類 2 目 7 科 11 種、魚類 8 目 18 科 28 種、昆虫類 11 目 74 科 266 種、昆

虫以外のその他無脊椎動物 5 綱 19 目 69 科 161 種の合計 68 目 240 科 691 種の生息記録があ

ります(表１－３参照)。 

 

表１－３ 既存文献で霧島市に生息記録のあった動物種数一覧 

 
分類群 目数 科数 種数

哺乳類 9目 14科 16種

鳥類 17目 54科 204種

両生類 2目 4科 5種

爬虫類 2目 7科 11種

魚類 8目 18科 28種

昆虫類 11目 74科 266種

その他無脊椎動物
（5綱）

19目 69科 161種

合計 68目 240科 691種
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ｂ．植 物 

既存文献によると霧島市には、シダ植物 20 科 91 種、種子植物 146 科 1,152 種(裸子植

物 7 科 30 種、被子植物 139 科 1,122 種)の合計 166 科 1,243 種の植物の生育記録がありま

す(表１－４参照)。 

 

表１－４ 既存文献で霧島市に生育記録のあった植物種数一覧 

 分　類　群 科数 種数

シダ植物 20科 91種

種子植物 裸子植物 7科 30種

被子植物 双子葉植物 116科 830種

単子葉植物 23科 292種

合　　計 166科 1243種
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３）重要な動植物 

重要な動植物の選定については、文化財保護法(文化庁(1950))、絶滅のおそれのある野

生動植物の種の保存に関する法律(環境庁(1992))、鹿児島県条例(鹿児島県(2003))、環境

省(庁)RDB(環境庁(2000)、環境省(2003，2005，2006))、鹿児島県 RDB(鹿児島県(2003))に

記載のある種を対象としました。また、霧島山系は、霧島屋久国立公園の指定を受けてい

ることから、植物については、これらのほかに国立・国定公園特別地域内指定植物(環境庁

自然保護局(昭和 60 年))についても選定の対象としました。 

 

ａ．動 物 

霧島市に生息記録がある重要な動物としては、哺乳類は国指定天然記念物のヤマネをは

じめとする 7 目 12 科 14 種、鳥類は国指定天然記念物の薩摩鶏と地頭鶏の 2 件を含む 10

目 22 科 43 種と 2 件、両生類はイモリやニホンヒキガエルなど 2 目 4 科 5 種、爬虫類はイ

シガメ、シマヘビなど 2 目 6 科 10 種、魚類はメダカやチクゼンハゼなど 4 目 7 科 12 種、

昆虫類はスジゲンゴロウ、オオウラギンヒョウモンなど 6 目 32 科 145 種、昆虫類を除くそ

の他の無脊椎動物はマルタニシ、トンガリササノハガイ、ハクセンシオマネキなど 3 綱 12

目 52 科 135 種の合計 43 目 135 科 364 種と 2 件が上げられました(表１－５～１１参照)。

なお、鹿児島県 RDB(鹿児島県(2003))によると、県内では種又は亜種として哺乳類 46 種、

鳥類 78 種、両生類 25 種、爬虫類 38 種、魚類 132 種、昆虫類 1,249 種、昆虫類を除くその

他の無脊椎動物(クモ類予備的リスト含む)576 種の合計 2,144 種が絶滅のおそれのある野

生動物として選定されています。 

各生息記録地のうち、韓国岳や高千穂峰、大浪池などを含む霧島山系には昆虫類、霧島

神宮や鹿児島神宮といった社叢には陸産貝類、国分・隼人干潟や天降川河口など海岸沿い

には鳥類や水産貝類が多く記録されています。 

生息記録があった種のうち、記録場所が特定できるものは、図１－７に示すとおりです。 
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表１－５ 生息記録のある重要な哺乳類一覧 

  
目名 科名 種名 文化財保護法 種の保存法 環境省RDB 県RDB

ﾓｸﾞﾗ目 ﾄｶﾞﾘﾈｽﾞﾐ科 ｶﾜﾈｽﾞﾐ
絶滅危惧Ⅰ類

（ﾆﾎﾝｶﾜﾈｽﾞﾐ表記）

ｺｳﾓﾘ目 ﾋﾅｺｳﾓﾘ科 ﾆﾎﾝｺﾃﾝｸﾞｺｳﾓﾘ 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧Ⅱ類

ｻﾙ目 ｵﾅｶﾞｻﾞﾙ科 ﾆﾎﾝｻﾞﾙ
分布特性上重要
（ﾎﾝﾄﾞｻﾞﾙ表記）

ｳｻｷﾞ目 ｳｻｷﾞ科 ﾉｳｻｷﾞ
分布特性上重要

（亜種ｷｭｳｼｭｳﾉｳｻｷﾞ）

ﾈｽﾞﾐ目 ﾘｽ科 ﾑｻｻﾋﾞ 分布特性上重要

ﾔﾏﾈ科 ﾔﾏﾈ
国指定

天然記念物
準絶滅危惧 絶滅危惧Ⅰ類

ﾈｽﾞﾐ科 ｶﾔﾈｽﾞﾐ 絶滅危惧Ⅱ類

ﾈｺ目 ｲﾇ科 ﾀﾇｷ
分布特性上重要
（亜種ﾎﾝﾄﾞﾀﾇｷ）

ｷﾂﾈ
絶滅危惧Ⅱ類

（ﾎﾝﾄﾞｷﾞﾂﾈ表記）

ｲﾀﾁ科 ｲﾀﾁ
分布特性上重要
（亜種ﾎﾝﾄﾞｲﾀﾁ）

ｱﾅｸﾞﾏ 分布特性上重要

ｳｼ目 ｲﾉｼｼ科 ｲﾉｼｼ
分布特性上重要
（亜種ﾆﾎﾝｲﾉｼ）

ｼｶ科 ﾆﾎﾝｼﾞｶ
消滅危惧Ⅱ類

（大隅半島：亜種ﾆﾎﾝｼﾞｶ
<ｷｭｳｼｭｳｼﾞｶ表記>）

ｳｼ科 ﾆﾎﾝｶﾓｼｶ
国指定

特別天然記念物
情報不足

 

注)文化財保護法：｢文化財保護法 法律第 214 号｣(文化庁 1950) 

  種の保存法：｢絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律 法律第 75 号｣(環境庁 1992) 

  環境省 RDB：｢改訂 日本の絶滅のおそれのある野生生物 レッドデータブック 哺乳類｣(環境省 2002) 

  県 RDB：｢鹿児島県の絶滅のおそれのある野生動植物 動物編 –鹿児島県ﾚｯﾄﾞﾃﾞｰﾀﾌﾞｯｸ-｣(鹿児島県 2003) 
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表１－６ 生息記録のある重要な鳥類一覧 (1/2) 

  目名 科名 種名（名称） 文化財保護法 種の保存法 環境省RDB 県RDB

地頭鶏
国指定

天然記念物

薩摩鶏
国指定

天然記念物

ｺｳﾉﾄﾘ目 ｻｷﾞ科 ｻﾝｶﾉｺﾞｲ
絶滅危惧ⅠＢ類
（亜種ｻﾝｶﾉｺﾞｲ）

絶滅危惧Ⅰ類

ﾖｼｺﾞｲ 絶滅危惧Ⅰ類

ｵｵﾖｼｺﾞｲ 絶滅危惧ⅠＢ類 情報不足

ﾐｿﾞｺﾞｲ 準絶滅危惧 絶滅危惧Ⅰ類

ﾁｭｳｻｷﾞ
準絶滅危惧

（亜種ﾁｭｳｻｷﾞ）
準絶滅危惧

（亜種ﾁｭｳｻｷﾞ）

ﾄｷ科 ﾍﾗｻｷﾞ
情報不足

（亜種ﾍﾗｻｷﾞ）
準絶滅危惧

（亜種ﾍﾗｻｷﾞ）

ｸﾛﾄｷ 情報不足 情報不足

ｶﾓ目 ｶﾓ科 ｺｸｶﾞﾝ
国指定

天然記念物
絶滅危惧Ⅱ類
（亜種ｺｸｶﾞﾝ）

絶滅危惧Ⅱ類
（亜種ｺｸｶﾞﾝ）

ﾂｸｼｶﾞﾓ 絶滅危惧ⅠＢ類 絶滅危惧Ⅰ類

ﾀｶ目 ﾀｶ科 ﾐｻｺﾞ
準絶滅危惧
（亜種ﾐｻｺﾞ）

準絶滅危惧

ﾂﾐ
絶滅危惧Ⅱ類

（亜種ﾘｭｳｷｭｳﾂﾐ）
情報不足

（亜種ﾂﾐ、ﾘｭｳｷｭｳﾂﾐ）

ﾊｲﾀｶ
準絶滅危惧
（亜種ﾊｲﾀｶ）

準絶滅危惧

ｸﾏﾀｶ
国内希少野生動植物種

（亜種ｸﾏﾀｶ）
絶滅危惧ⅠＢ類

（亜種ｸﾏﾀｶ）
絶滅危惧Ⅰ類
（亜種ｸﾏﾀｶ）

ﾁｭｳﾋ
絶滅危惧Ⅱ類
（亜種ﾁｭｳﾋ）

絶滅危惧Ⅱ類
（亜種ﾁｭｳﾋ）

ﾊﾔﾌﾞｻ科 ﾊﾔﾌﾞｻ

国内希少野生動植物種
（亜種ﾊﾔﾌﾞｻ、ｼﾏﾊﾔﾌﾞｻ）、

国際希少野生動植物種
（亜種ｼﾍﾞﾘｱﾊﾔﾌﾞｻ、ｵｵﾊﾔﾌﾞｻ）

絶滅危惧ⅠＢ類
（亜種ｼﾏﾊﾔﾌﾞｻ）、

絶滅危惧Ⅱ類
（亜種ﾊﾔﾌﾞｻ）、

情報不足
（亜種ｵｵﾊﾔﾌﾞｻ）

絶滅危惧Ⅱ類
（亜種ﾊﾔﾌﾞｻ）

ｷｼﾞ目 ｷｼﾞ科 ｳｽﾞﾗ 情報不足 情報不足

ﾔﾏﾄﾞﾘ
準絶滅危惧

（亜種ｺｼｼﾞﾛﾔﾏﾄﾞﾘ）
準絶滅危惧

（亜種ｺｼｼﾞﾛﾔﾏﾄﾞﾘ）

ｺｼｼﾞﾛﾔﾏﾄﾞﾘ 準絶滅危惧 準絶滅危惧

ﾂﾙ目 ﾂﾙ科 ﾅﾍﾞﾂﾞﾙ 国際希少野生動植物種 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧Ⅱ類

ﾏﾅﾂﾞﾙ 国際希少野生動植物種 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧Ⅱ類

ｿﾃﾞｸﾞﾛﾂﾞﾙ 国際希少野生動植物種 準絶滅危惧

ﾁﾄﾞﾘ目 ﾁﾄﾞﾘ科 ｲｶﾙﾁﾄﾞﾘ
絶滅危惧Ⅱ類

（亜種ｲｶﾙﾁﾄﾞﾘ）

ｼｷﾞ科 ﾍﾗｼｷﾞ 絶滅危惧ⅠＢ類 絶滅危惧Ⅰ類

ｱｶｱｼｼｷﾞ
絶滅危惧Ⅱ類

（亜種ｱｶｱｼｼｷﾞ）
絶滅危惧Ⅱ類

（亜種ｱｶｱｼｼｷﾞ）

ﾎｳﾛｸｼｷﾞ 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧Ⅱ類

ｵｵｼﾞｼｷﾞ 準絶滅危惧 絶滅危惧Ⅱ類

ｾｲﾀｶｼｷﾞ科 ｾｲﾀｶｼｷﾞ
絶滅危惧ⅠＢ類
（亜種ｾｲﾀｶｼｷﾞ）

絶滅危惧Ⅱ類
（亜種ｾｲﾀｶｼｷﾞ）

ﾂﾊﾞﾒﾁﾄﾞﾘ科 ﾂﾊﾞﾒﾁﾄﾞﾘ 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧Ⅱ類

ｶﾓﾒ科 ｳﾐﾈｺ 分布特性上重要

ｽﾞｸﾞﾛｶﾓﾒ 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧Ⅱ類

ｱｼﾞｻｼ 情報不足

ｺｱｼﾞｻｼ 国際希少野生動植物種
絶滅危惧Ⅱ類
（亜種ｺｱｼﾞｻｼ）

絶滅危惧Ⅰ類
（亜種ｺｱｼﾞｻｼ）

ﾊﾄ目 ﾊﾄ科 ｱｵﾊﾞﾄ
分布特性上重要

（亜種ｱｵﾊﾞﾄ）
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表１－６ 生息記録のある重要な鳥類一覧 (2/2) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目名 科名 種名（名称） 文化財保護法 種の保存法 環境省RDB 県RDB

ﾌｸﾛｳ目 ﾌｸﾛｳ科 ｺﾉﾊｽﾞｸ 情報不足

ｵｵｺﾉﾊｽﾞｸ
情報不足

（亜種ｵｵｺﾉﾊｽﾞｸ）

ﾌﾞｯﾎﾟｳｿｳ目 ﾌﾞｯﾎﾟｳｿｳ科 ﾌﾞｯﾎﾟｳｿｳ
絶滅危惧Ⅱ類

（亜種ﾌﾞｯﾎﾟｳｿｳ）
絶滅危惧Ⅰ類

（亜種ﾌﾞｯﾎﾟｳｿｳ）

ｽｽﾞﾒ目 ﾔｲﾛﾁｮｳ科 ﾔｲﾛﾁｮｳ
国内希少野生動植物種

（亜種ﾔｲﾛﾁｮｳ）
絶滅危惧ⅠＢ類
（亜種ﾔｲﾛﾁｮｳ）

絶滅危惧Ⅰ類
（亜種ﾔｲﾛﾁｮｳ）

ﾂﾊﾞﾒ科 ﾂﾊﾞﾒ
分布特性上重要

（亜種ﾂﾊﾞﾒ）

ｾｷﾚｲ科 ｾｸﾞﾛｾｷﾚｲ 分布特性上重要

ｻﾝｼｮｳｸｲ科 ｻﾝｼｮｳｸｲ
絶滅危惧Ⅱ類

（亜種ｻﾝｼｮｳｸｲ）
情報不足

（亜種ｻﾝｼｮｳｸｲ）

ﾓｽﾞ科 ｱｶﾓｽﾞ
準絶滅危惧

（亜種ｱｶﾓｽﾞ）
分布特性上重要
（亜種ｼﾏｱｶﾓｽﾞ）

ﾋﾀｷ科 ｷﾋﾞﾀｷ
準絶滅危惧

（亜種ｷﾋﾞﾀｷ、ﾘｭｳｷｭｳｷﾋﾞﾀｷ）

ﾎｵｼﾞﾛ科 ﾉｼﾞｺ 準絶滅危惧

 

 

注)文化財保護法：｢文化財保護法 法律第 214 号｣(文化庁 1950) 

  種の保存法：｢絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律 法律第 75 号｣(環境庁 1992) 

  環境省 RDB：｢改訂 日本の絶滅のおそれのある野生生物 レッドデータブック 鳥類｣(環境省 2002) 

  県 RDB：｢鹿児島県の絶滅のおそれのある野生動植物 動物編 –鹿児島県ﾚｯﾄﾞﾃﾞｰﾀﾌﾞｯｸ-｣(鹿児島県 2003)

 

 

表１－７ 生息記録のある重要な両生類一覧 

目名 科名 種名 文化財保護法 種の保存法 環境省RDB 県RDB

ｻﾝｼｮｳｳｵ目 ｲﾓﾘ科 ｲﾓﾘ
準絶滅危惧

（ｱｶﾊﾗｲﾓﾘ表記）

ｶｴﾙ目 ﾋｷｶﾞｴﾙ科 ﾆﾎﾝﾋｷｶﾞｴﾙ

準絶滅危惧
（亜種ﾆﾎﾝﾋｷｶﾞｴﾙ

<屋久島および
甑島列島

個体群を除く>）

ｱﾏｶﾞｴﾙ科 ｱﾏｶﾞｴﾙ
分布特性上重要

（ﾆﾎﾝｱﾏｶﾞｴﾙ表記）

ｱｶｶﾞｴﾙ科 ﾄﾉｻﾏｶﾞｴﾙ 準絶滅危惧

ﾂﾁｶﾞｴﾙ 分布特性上重要  
注)文化財保護法：｢文化財保護法 法律第 214 号｣(文化庁 1950) 

  種の保存法：｢絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律 法律第 75 号｣(環境庁 1992) 

  環境庁 RDB：｢改訂 日本の絶滅のおそれのある野生生物 レッドデータブック 両生類・爬虫類｣(環境庁 2000) 

  県 RDB：｢鹿児島県の絶滅のおそれのある野生動植物 動物編 –鹿児島県ﾚｯﾄﾞﾃﾞｰﾀﾌﾞｯｸ-｣(鹿児島県 2003)
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表１－８ 生息記録のある重要な爬虫類一覧 

目名 科名 種名 文化財保護法 種の保存法 環境省RDB 県RDB

ｶﾒ目 ｲｼｶﾞﾒ科 ｲｼｶﾞﾒ
分布特性上重要
（ﾆﾎﾝｲｼｶﾞﾒ表記）

ｽｯﾎﾟﾝ科 ｽｯﾎﾟﾝ 情報不足 分布特性上重要

ﾄｶｹﾞ目 ｶﾅﾍﾋﾞ科 ｶﾅﾍﾋﾞ
分布特性上重要
（ﾆﾎﾝｶﾅﾍﾋﾞ表記）

ﾍﾋﾞ科 ｼﾏﾍﾋﾞ 分布特性上重要

ｼﾞﾑｸﾞﾘ 分布特性上重要

ｱｵﾀﾞｲｼｮｳ 分布特性上重要

ﾔﾏｶｶﾞｼ 分布特性上重要

ｺﾌﾞﾗ科 ﾋﾛｵｳﾐﾍﾋﾞ 準絶滅危惧

ｴﾗﾌﾞｳﾐﾍﾋﾞ 準絶滅危惧

ｸｻﾘﾍﾋﾞ科 ﾏﾑｼ
分布特性上重要
（ﾆﾎﾝﾏﾑｼ表記）  

 

 

 

注)文化財保護法：｢文化財保護法 法律第 214 号｣(文化庁 1950) 

  種の保存法：｢絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律 法律第 75 号｣(環境庁 1992) 

  環境庁 RDB：｢改訂 日本の絶滅のおそれのある野生生物 レッドデータブック 両生類・爬虫類｣(環境庁 2000) 

  県 RDB：｢鹿児島県の絶滅のおそれのある野生動植物 動物編 –鹿児島県ﾚｯﾄﾞﾃﾞｰﾀﾌﾞｯｸ-｣(鹿児島県 2003)

 

 

表１－９ 生息記録のある重要な魚類一覧 

目名 科名 種名 文化財保護法 種の保存法 環境省RDB 県RDB

ｺｲ目 ｺｲ科 ﾀｶﾊﾔ 分布特性上重要

ｵｲｶﾜ 分布特性上重要

ｶﾜﾑﾂ 分布特性上重要

ｶﾏﾂｶ 分布特性上重要

ﾄﾞｼﾞｮｳ科 ﾄﾞｼﾞｮｳ 準絶滅危惧

ﾅﾏｽﾞ目 ﾅﾏｽﾞ科 ﾅﾏｽﾞ 分布特性上重要

ｷﾞｷﾞ科 ｱﾘｱｹｷﾞﾊﾞﾁ 準絶滅危惧 準絶滅危惧

ﾒﾀﾞｶ目 ﾒﾀﾞｶ科 ﾒﾀﾞｶ 絶滅危惧Ⅱ類
準絶滅危惧

（薩摩型，大隈型）

ｽｽﾞｷ目 ｶﾜｱﾅｺﾞ科 ｶﾜｱﾅｺﾞ 分布特性上重要

ﾊｾﾞ科 ﾁﾁﾌﾞ 分布特性上重要

ﾁｸｾﾞﾝﾊｾﾞ 絶滅危惧ⅠＢ類 絶滅危惧Ⅱ類

ﾁﾜﾗｽﾎﾞ 準絶滅危惧  
注)文化財保護法：｢文化財保護法 法律第 214 号｣(文化庁 1950) 

  種の保存法：｢絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律 法律第 75 号｣(環境庁 1992) 

  環境省 RDB：｢改訂 日本の絶滅のおそれのある野生生物 レッドデータブック 汽水・淡水魚類｣(環境省 2003) 

  県 RDB：｢鹿児島県の絶滅のおそれのある野生動植物 動物編 –鹿児島県ﾚｯﾄﾞﾃﾞｰﾀﾌﾞｯｸ-｣(鹿児島県 2003)
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表１－１０ 生息記録のある重要な昆虫類一覧 (1/4) 

 
目名 科名 種名 文化財保護法 種の保存法 環境庁RDB 県RDB

ﾄﾝﾎﾞ目 ｲﾄﾄﾝﾎﾞ科 ﾎｿﾐｲﾄﾄﾝﾎﾞ 分布特性上重要

ｸﾛｲﾄﾄﾝﾎﾞ 分布特性上重要

ｾｽｼﾞｲﾄﾄﾝﾎﾞ 分布特性上重要

ﾍﾞﾆｲﾄﾄﾝﾎﾞ 絶滅危惧Ⅱ類
絶滅危惧Ⅱ類

分布特性上重要

ﾓｰﾄﾝｲﾄﾄﾝﾎﾞ
絶滅危惧Ⅱ類

分布特性上重要

ﾓﾉｻｼﾄﾝﾎﾞ科ﾓﾉｻｼﾄﾝﾎﾞ 分布特性上重要

ｱｵｲﾄﾄﾝﾎﾞ科 ﾎｿﾐｵﾂﾈﾝﾄﾝﾎﾞ 分布特性上重要

ｱｵｲﾄﾄﾝﾎﾞ
絶滅危惧Ⅰ類

分布特性上重要

ｵｵｱｵｲﾄﾄﾝﾎﾞ 分布特性上重要

ｶﾜﾄﾝﾎﾞ科 ﾊｸﾞﾛﾄﾝﾎﾞ 分布特性上重要

ﾐﾔﾏｶﾜﾄﾝﾎﾞ 分布特性上重要

ｱｵﾊﾀﾞﾄﾝﾎﾞ
絶滅危惧Ⅱ類

分布特性上重要

ｵｵｶﾜﾄﾝﾎﾞ
絶滅危惧Ⅱ類

分布特性上重要

ﾆｼｶﾜﾄﾝﾎﾞ 分布特性上重要

ﾑｶｼﾄﾝﾎﾞ科 ﾑｶｼﾄﾝﾎﾞ
準絶滅危惧

分布特性上重要

ﾑｶｼﾔﾝﾏ科 ﾑｶｼﾔﾝﾏ
準絶滅危惧

分布特性上重要

ｻﾅｴﾄﾝﾎﾞ科 ﾐﾔﾏｻﾅｴ 分布特性上重要

ﾔﾏｻﾅｴ 分布特性上重要

ｸﾛｻﾅｴ 分布特性上重要

ﾋﾒｸﾛｻﾅｴ 分布特性上重要

ｱｵｻﾅｴ 分布特性上重要

ｵﾅｶﾞｻﾅｴ 分布特性上重要

ｺｵﾆﾔﾝﾏ 分布特性上重要

ｵｼﾞﾛｻﾅｴ 分布特性上重要

ﾀﾍﾞｻﾅｴ
絶滅危惧Ⅱ類

分布特性上重要

ﾌﾀｽｼﾞｻﾅｴ
絶滅危惧Ⅱ類

分布特性上重要

ﾔﾝﾏ科 ｵｵﾙﾘﾎﾞｼﾔﾝﾏ 分布特性上重要

ﾏﾙﾀﾝﾔﾝﾏ 分布特性上重要

ｸﾛｽｼﾞｷﾞﾝﾔﾝﾏ 分布特性上重要

ｺｼﾎﾞｿﾔﾝﾏ 分布特性上重要

ｻﾗｻﾔﾝﾏ 分布特性上重要

ﾐﾙﾝﾔﾝﾏ 分布特性上重要

ｴｿﾞﾄﾝﾎﾞ科 ﾄﾗﾌﾄﾝﾎﾞ 分布特性上重要

ｺﾔﾏﾄﾝﾎﾞ 分布特性上重要

ｷｲﾛﾔﾏﾄﾝﾎﾞ 絶滅危惧Ⅱ類
絶滅危惧Ⅱ類

分布特性上重要

ﾀｶﾈﾄﾝﾎﾞ 分布特性上重要
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表１－１０ 生息記録のある重要な昆虫類一覧 (2/4) 

 
目名 科名 種名 文化財保護法 種の保存法 環境庁RDB 県RDB

ﾄﾝﾎﾞ科 ｼｮｳｼﾞｮｳﾄﾝﾎﾞ 分布特性上重要

ﾖﾂﾎﾞｼﾄﾝﾎﾞ 分布特性上重要

ﾊﾗﾋﾞﾛﾄﾝﾎﾞ 分布特性上重要

ﾊｯﾁｮｳﾄﾝﾎﾞ 分布特性上重要

ｼｵﾔﾄﾝﾎﾞ 分布特性上重要

ﾁｮｳﾄﾝﾎﾞ 分布特性上重要

ｺﾉｼﾒﾄﾝﾎﾞ 分布特性上重要

ｷﾄﾝﾎﾞ 分布特性上重要

ﾅﾂｱｶﾈ 分布特性上重要

ﾏﾕﾀﾃｱｶﾈ 分布特性上重要

ｱｷｱｶﾈ 分布特性上重要

ﾉｼﾒﾄﾝﾎﾞ 分布特性上重要

ﾏｲｺｱｶﾈ 分布特性上重要

ﾋﾒｱｶﾈ 分布特性上重要

ﾐﾔﾏｱｶﾈ 分布特性上重要

ﾘｽｱｶﾈ 分布特性上重要

ﾈｷﾄﾝﾎﾞ 分布特性上重要

ﾀｲﾘｸｱｶﾈ 分布特性上重要

ﾊﾞｯﾀ目 ｺｵﾛｷﾞ科 ﾐﾂｶﾄﾞｺｵﾛｷﾞ 分布特性上重要

ｴﾝﾏｺｵﾛｷﾞ 分布特性上重要

ｷﾘｷﾞﾘｽ科 ｸﾂﾜﾑｼ 分布特性上重要

ｷﾘｷﾞﾘｽ 分布特性上重要

ﾔﾌﾞｷﾘ 分布特性上重要

ｶﾒﾑｼ目 ｾﾐ科 ｱﾌﾞﾗｾﾞﾐ 分布特性上重要

ﾐﾝﾐﾝｾﾞﾐ 分布特性上重要

ｴｿﾞﾊﾙｾﾞﾐ
準絶滅危惧

分布特性上重要S

ﾊﾙｾﾞﾐ 分布特性上重要S

ｺｵｲﾑｼ科 ｺｵｲﾑｼ 準絶滅危惧 準絶滅危惧

ﾀｶﾞﾒ 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧Ⅱ類

ｺｳﾁｭｳ目 ﾊﾝﾐｮｳ科 ｱｲﾇﾊﾝﾐｮｳ
情報不足

分布特性上重要

ｺﾆﾜﾊﾝﾐｮｳ
情報不足

分布特性上重要

ｵｻﾑｼ科 ｾｱｶｵｻﾑｼ 準絶滅危惧

ｹﾞﾝｺﾞﾛｳ科 ｹﾞﾝｺﾞﾛｳ 準絶滅危惧
絶滅危惧Ⅰ類

分布特性上重要

ｺｶﾞﾀﾉｹﾞﾝｺﾞﾛｳ 絶滅危惧Ⅰ類 準絶滅危惧

ｽｼﾞｹﾞﾝｺﾞﾛｳ 絶滅危惧Ⅰ類
絶滅危惧Ⅰ類

分布特性上重要

ﾐｽﾞｽﾏｼ科 ﾐｽﾞｽﾏｼ 分布特性上重要

ｸﾜｶﾞﾀﾑｼ科 ｵｵｸﾜｶﾞﾀ 準絶滅危惧
絶滅危惧Ⅰ類

分布特性上重要

ｺｶﾞﾈﾑｼ科 ﾀﾞｲｺｸｺｶﾞﾈ 準絶滅危惧 絶滅危惧Ⅱ類

ｵｵﾀﾞｲｾﾏﾀﾞﾗｺｶﾞﾈ 分布特性上重要

 

 18



表１－１０ 生息記録のある重要な昆虫類一覧 (3/4) 

 
目名 科名 種名 文化財保護法 種の保存法 環境庁RDB 県RDB

ｵｵﾁｬｲﾛﾊﾅﾑｸﾞﾘ 準絶滅危惧
準絶滅危惧

分布特性上重要

ｶﾌﾞﾄﾑｼ 分布特性上重要

ｶﾐｷﾘﾑｼ科 ﾙﾘﾎﾞｼｶﾐｷﾘ
準絶滅危惧

分布特性上重要

ｺﾌﾞﾊﾞﾈｺﾞﾏﾌｶﾐｷﾘ 準絶滅危惧

ｿﾎﾞｾﾀﾞｶｺﾌﾞﾔﾊｽﾞｶﾐｷﾘ 絶滅危惧Ⅱ類

ﾊﾁ目 ﾄﾞﾛﾊﾞﾁ科 ｷﾎﾞｼﾄｯｸﾘﾊﾞﾁ 情報不足

ｽｽﾞﾒﾊﾞﾁ科 ｵｵｽｽﾞﾒﾊﾞﾁ 分布特性上重要

ｷｲﾛｽｽﾞﾒﾊﾞﾁ 分布特性上重要

ｸﾛｽｽﾞﾒﾊﾞﾁ 分布特性上重要

ｱﾅﾊﾞﾁ科 ｾﾅｶﾞｱﾅﾊﾞﾁ
情報不足

（ｻﾄｾﾅｶﾞｱﾅﾊﾞﾁ）

ﾐﾂﾊﾞﾁ科 ﾐﾂﾊﾞﾁ科
分布特性上重要

（ﾆﾎﾝﾐﾂﾊﾞﾁ）

ﾁｮｳ目 ﾒｲｶﾞ科 ｶﾜｺﾞｹﾐｽﾞﾒｲｶﾞ 準絶滅危惧

ｾｾﾘﾁｮｳ科 ｷﾊﾞﾈｾｾﾘ 分布特性上重要

ﾀﾞｲﾐｮｳｾｾﾘ 分布特性上重要

ﾐﾔﾏｾｾﾘ 準絶滅危惧

ﾎｿﾊﾞｾｾﾘ 分布特性上重要

ｷﾞﾝｲﾁﾓﾝｼﾞｾｾﾘ 準絶滅危惧 準絶滅危惧

ﾋﾒｷﾏﾀﾞﾗｾｾﾘ 分布特性上重要

ﾐﾔﾏﾁｬﾊﾞﾈｾｾﾘ 分布特性上重要

ｵｵﾁｬﾊﾞﾈｾｾﾘ 分布特性上重要

ｷﾏﾀﾞﾗｾｾﾘ 分布特性上重要

ｺﾁｬﾊﾞﾈｾｾﾘ 分布特性上重要

ｱｹﾞﾊﾁｮｳ科 ﾐﾔﾏｶﾗｽｱｹﾞﾊ 分布特性上重要

ｷｱｹﾞﾊ 分布特性上重要

ｵﾅｶﾞｱｹﾞﾊ 絶滅危惧Ⅱ類

ｼﾛﾁｮｳ科 ﾂﾏｷﾁｮｳ 分布特性上重要

ﾂﾏｸﾞﾛｷﾁｮｳ 絶滅危惧Ⅱ類 分布特性上重要

ﾂﾏﾍﾞﾆﾁｮｳ 分布特性上重要N

ｽｼﾞｸﾞﾛｼﾛﾁｮｳ 分布特性上重要

ｼｼﾞﾐﾁｮｳ科 ﾐｽﾞｲﾛｵﾅｶﾞｼｼﾞﾐ 準絶滅危惧

ｳｽｲﾛｵﾅｶﾞｼｼﾞﾐ 絶滅危惧Ⅰ類

ｺﾂﾊﾞﾒ 絶滅危惧Ⅱ類

ｻﾂﾏｼｼﾞﾐ 分布特性上重要

ﾙﾘｼｼﾞﾐ 分布特性上重要

ｽｷﾞﾀﾆﾙﾘｼｼﾞﾐ 準絶滅危惧

ｷﾘｼﾏﾐﾄﾞﾘｼｼﾞﾐ 準絶滅危惧

ｱｲﾉﾐﾄﾞﾘｼｼﾞﾐ 情報不足

ﾋｻﾏﾂﾐﾄﾞﾘｼｼﾞﾐ 絶滅危惧Ⅰ類

ﾒｽｱｶﾐﾄﾞﾘｼｼﾞﾐ 分布特性上重要

ﾂﾊﾞﾒｼｼﾞﾐ 分布特性上重要

ﾀｲﾜﾝﾂﾊﾞﾒｼｼﾞﾐ
絶滅危惧Ⅰ類

（本土亜種，南西諸島亜種）
絶滅危惧Ⅰ類
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表１－１０ 生息記録のある重要な昆虫類一覧 (4/4) 

  
目名 科名 種名 文化財保護法 種の保存法 環境庁RDB 県RDB

ｴｿﾞﾐﾄﾞﾘｼｼﾞﾐ 分布特性上重要

ﾊﾔｼﾐﾄﾞﾘｼｼﾞﾐ 絶滅危惧Ⅰ類

ﾍﾞﾆｼｼﾞﾐ 分布特性上重要

ｸﾛｼｼﾞﾐ 絶滅危惧Ⅰ類 絶滅危惧Ⅱ類

ﾙｰﾐｽｼｼﾞﾐ 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧Ⅰ類

ﾄﾗﾌｼｼﾞﾐ 準絶滅危惧

ｶﾗｽｼｼﾞﾐ 準絶滅危惧

ﾀﾃﾊﾁｮｳ科 ｺﾑﾗｻｷ 分布特性上重要

ｻｶﾊﾁﾁｮｳ 準絶滅危惧

ﾐﾄﾞﾘﾋｮｳﾓﾝ 分布特性上重要

ｳﾗｷﾞﾝｽｼﾞﾋｮｳﾓﾝ 準絶滅危惧

ｵｵｳﾗｷﾞﾝｽｼﾞﾋｮｳﾓﾝ 情報不足

ﾒｽｸﾞﾛﾋｮｳﾓﾝ 準絶滅危惧

ｳﾗｷﾞﾝﾋｮｳﾓﾝ 準絶滅危惧

ｵｵｳﾗｷﾞﾝﾋｮｳﾓﾝ 絶滅危惧Ⅰ類 絶滅危惧Ⅰ類

ｺﾞﾏﾀﾞﾗﾁｮｳ 分布特性上重要

ｲﾁﾓﾝｼﾞﾁｮｳ 分布特性上重要

ｸﾓｶﾞﾀﾋｮｳﾓﾝ 情報不足

ｺﾐｽｼﾞ 分布特性上重要

ﾋｵﾄﾞｼﾁｮｳ 情報不足

ｼｰﾀﾃﾊ 情報不足

ｷﾀﾃﾊ 分布特性上重要

ｼﾞｬﾉﾒﾁｮｳ科 ｼﾞｬﾉﾒﾁｮｳ 絶滅危惧Ⅱ類

ｺｼﾞｬﾉﾒ 分布特性上重要

ﾋﾒｼﾞｬﾉﾒ 分布特性上重要

ｻﾄｷﾏﾀﾞﾗﾋｶｹﾞ 分布特性上重要

ﾔﾏｷﾏﾀﾞﾗﾋｶｹﾞ 分布特性上重要

ﾋﾒｳﾗﾅﾐｼﾞｬﾉﾒ 分布特性上重要

ｳﾗﾅﾐｼﾞｬﾉﾒ
絶滅危惧Ⅱ類
（本土亜種）

分布特性上重要

 

注)文化財保護法：｢文化財保護法 法律第 214 号｣(文化庁 1950) 

  種の保存法：｢絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律 法律第 75 号｣(環境庁 1992) 

  環境省 RDB：｢改訂 日本の絶滅のおそれのある野生生物 レッドデータブック 昆虫類｣(環境省 2006) 

  県 RDB：｢鹿児島県の絶滅のおそれのある野生動植物 動物編 –鹿児島県ﾚｯﾄﾞﾃﾞｰﾀﾌﾞｯｸ-｣(鹿児島県 2003)
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表１－１１ 生息記録のある重要な無脊椎動物(昆虫類除く)一覧（1/3） 

綱名 目名 科名 種名 文化財保護法 種の保存法 環境省RDB 県RDB

ﾏｷｶﾞｲ綱 ｵｷﾅｴﾋﾞｽ目 ｱﾏｵﾌﾞﾈ科 ｲｼﾏｷｶﾞｲ 準絶滅危惧

ｶﾉｺｶﾞｲ 準絶滅危惧

ﾊﾅｶﾞｽﾐｶﾉｺｶﾞｲ 絶滅危惧Ⅰ類

ﾚﾓﾝｶﾉｺｶﾞｲ 絶滅危惧Ⅰ類

ﾋﾛｸﾁｶﾉｺｶﾞｲ 絶滅危惧Ⅱ類

ﾋﾒｶﾉｺｶﾞｲ 準絶滅危惧

ﾕｷｽｽﾞﾒｶﾞｲ科 ﾐﾔｺﾄﾞﾘ 絶滅危惧Ⅱ類

ｺﾞﾏｵｶﾀﾆｼ科 ｺﾞﾏｵｶﾀﾆｼ 準絶滅危惧

ﾆﾅ目 ﾔﾏﾀﾆｼ科 ﾔﾏﾀﾆｼ
分布特性上重要

（都市近郊個体群：準消滅危惧）

ｱﾂﾌﾞﾀｶﾞｲ
分布特性上重要

（都市近郊個体群：消滅危惧Ⅱ類）

ﾔﾏｸﾞﾙﾏｶﾞｲ科 ﾔﾏｸﾙﾏｶﾞｲ
分布特性上重要

（都市近郊個体群：準消滅危惧）

ｱｽﾞｷｶﾞｲ科 ｱｽﾞｷｶﾞｲ
分布特性上重要

（都市近郊個体群：準消滅危惧）

ﾑｼｵｲｶﾞｲ科 ｻﾂﾏﾑｼｵｲ 準絶滅危惧

ｺﾞﾏｶﾞｲ科 ｷｭｳｼｭｳｺﾞﾏｶﾞｲ 準絶滅危惧

ﾋﾀﾞﾘﾏｷｺﾞﾏｶﾞｲ 準絶滅危惧

ﾀﾆｼ科 ﾏﾙﾀﾆｼ 準絶滅危惧 準絶滅危惧

ｵｵﾀﾆｼ 準絶滅危惧

ﾀﾏｷﾋﾞ科 ﾋﾒｳｽﾞﾗﾀﾏｷﾋﾞｶﾞｲ
情報不足

（ﾋﾒｳｽﾞﾗﾀﾏｷﾋﾞ表記）

ｸﾋﾞｷﾚｶﾞｲ科 ﾔﾏﾄｸﾋﾞｷﾚｶﾞｲ 準絶滅危惧

ﾐｽﾞｺﾞﾏﾂﾎﾞ科 ｳﾐｺﾞﾏﾂﾎﾞ 情報不足

ﾐｽﾞｺﾞﾏﾂﾎﾞ 準絶滅危惧

ｶﾜｻﾞﾝｼｮｳｶﾞｲ科 ｸﾘｲﾛｶﾜｻﾞﾝｼｮｳｶﾞｲ 絶滅危惧Ⅰ類

ｶﾜｻﾞﾝｼｮｳｶﾞｲ 準絶滅危惧

ｳｽｲﾛｵｶﾁｸﾞｻｶﾞｲ
準絶滅危惧

（ｳｽｲﾛｵｶﾁｸﾞｻ表記）

ｳｽｲﾛﾍｿｶﾄﾞｶﾞｲ 準絶滅危惧

ﾄｳｶﾞﾀｶﾜﾆﾅ科 ﾇﾉﾒｶﾜﾆﾅ 準絶滅危惧

ﾈｼﾞﾋﾀﾞｶﾜﾆﾅ 絶滅危惧Ⅱ類

ﾀｹﾉｺｶﾜﾆﾅ 準絶滅危惧

ｲﾎﾞｱﾔｶﾜﾆﾅ 準絶滅危惧 準絶滅危惧

ｶﾜﾆﾅ科 ｶﾜﾆﾅ 分布特性上重要

ﾁﾘﾒﾝｶﾜﾆﾅ 準絶滅危惧

ｵﾆﾉﾂﾉｶﾞｲ科 ｺｹﾞﾂﾉﾌﾞｴｶﾞｲ
準絶滅危惧

（ｺｹﾞﾂﾉﾌﾞｴ表記）

ｶﾔﾉﾐｶﾆﾓﾘ 情報不足

ｶﾆﾓﾘｶﾞｲ 情報不足

ﾄｳｶﾞﾀｶﾆﾓﾘ 情報不足

ﾀｹﾉｺｶﾆﾓﾘ 情報不足

ｺﾞﾏﾌﾆﾅ科 ﾊﾂｶﾈｽﾞﾐ 情報不足

ｺﾞﾏﾌﾆﾅ 情報不足

ｳﾐﾆﾅ科 ｳﾐﾆﾅ 準絶滅危惧

ﾍﾅﾀﾘ 準絶滅危惧

ﾌﾄﾍﾅﾀﾘ科 ﾌﾄﾍﾅﾀﾘ 準絶滅危惧

ｶﾜｱｲ 準絶滅危惧

ﾓﾂﾎﾞ科 ｻﾅｷﾞﾓﾂﾎﾞ 情報不足

ﾘｿﾂﾎﾞ科 ｼﾛｺﾂﾌﾞ 情報不足

ｽｼﾞｳﾈﾘﾁｮｳｼﾞｶﾞｲ 情報不足

ｺﾞﾏﾂﾎﾞ 情報不足

ｲｿﾏｲﾏｲ科 ｱﾗｳｽﾞﾏｷ 情報不足  
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表１－１１ 生息記録のある重要な無脊椎動物(昆虫類除く)一覧（2/3） 

綱名 目名 科名 種名 文化財保護法 種の保存法 環境省RDB 県RDB

ｽｲｼｮｳｶﾞｲ科 ｽｲｼｮｳｶﾞｲ 情報不足

ｼﾛﾈｽﾞﾐｶﾞｲ科 ﾔｸﾞﾗｼﾛﾈｽﾞﾐ 情報不足

ﾀﾏｶﾞｲ科 ｱﾀﾞﾑｽﾀﾏｶﾞｲ 情報不足

ﾍｿｱｷﾄﾐｶﾞｲ 情報不足

ﾄﾐｶﾞｲ 情報不足

ﾘｽｶﾞｲ 情報不足

翼舌目 ｲﾄｶｹｶﾞｲ科 ｸﾘﾝｲﾄｶｹ 情報不足

ﾏｷﾓﾉｲﾄｶｹ 情報不足

新腹足目 ｴｿﾞﾊﾞｲ科 ｶﾆﾉﾃﾑｼﾛ 情報不足

ﾀﾃﾔﾏﾖﾌﾞﾊﾞｲ 情報不足

ｷﾇﾖﾌﾞﾊﾞｲ 情報不足

ｺﾛﾓｶﾞｲ科 ｵﾘｲﾚﾎﾞﾗ 情報不足

ｸﾀﾞﾏｷｶﾞｲ科 ｳｽｵﾋﾞｼﾀﾅｼｼｬｼﾞｸ 情報不足

ﾂｸｼﾌﾀﾅｼｼｬｼﾞｸ 情報不足

ﾚﾍﾞｯｸﾀｹ 情報不足

異旋目 ﾄｳｶﾞﾀｶﾞｲ科 ｲﾄｶｹｺﾞｳﾅ 情報不足

ﾖｺｲﾄｶｹｷﾞﾘ 情報不足

ｼｹﾞﾔｽｲﾄｶｹｷﾞﾘ 情報不足

ｲｿﾁﾄﾞﾘ科 ｲｿﾁﾄﾞﾘ 情報不足

ﾏｷﾓﾉｶﾞｲ 情報不足

ｵｶﾐﾐｶﾞｲ目 ｵｶﾐﾐｶﾞｲ科 ｶｼﾉﾒｶﾞｲ 準絶滅危惧

ｼｲﾉﾐﾐﾐｶﾞｲ 絶滅危惧Ⅰ類

ﾏｷｽｼﾞｺﾐﾐｶﾞｲ 準絶滅危惧

ｸﾘｲﾛｺﾐﾐｶﾞｲ 絶滅危惧Ⅱ類

ﾍｿｱｷｺﾐﾐｶﾞｲ 準絶滅危惧

ﾇﾉﾒﾊﾏｼｲﾉﾐｶﾞｲ 準絶滅危惧

ｷﾇｶﾂｷﾞﾊﾏｼｲﾉﾐｶﾞｲ 絶滅危惧Ⅰ類

ｺﾒﾂﾌﾞﾅｷﾞｻﾉﾂﾕ 情報不足

ｵｷﾋﾗｼｲﾉﾐｶﾞｲ 絶滅

ﾓﾉｱﾗｶﾞｲ目 ﾓﾉｱﾗｶﾞｲ科 ﾓﾉｱﾗｶﾞｲ 準絶滅危惧 準絶滅危惧

ﾋﾗﾏｷｶﾞｲ科 ﾋﾗﾏｷﾐｽﾞﾏｲﾏｲ 準絶滅危惧

ﾋﾗﾏｷｶﾞｲﾓﾄﾞｷ 準絶滅危惧

頭楯目 ｵｵｼｲﾉﾐｶﾞｲ科 ﾑﾗｸﾓｷｼﾞﾋﾞｷｶﾞｲ 情報不足

ｶﾉｺｷｾﾜﾀ科 ｶﾗｽｷｾﾜﾀ 情報不足

ｶﾉｺｷｾﾜﾀ 情報不足

ｳｽﾞﾏｷｷｾﾜﾀ 情報不足

ﾌﾞﾄﾞｳｶﾞｲ科 ﾅﾝｷﾝﾀﾏｶﾞｲ 情報不足

嚢舌目 ｳｽｶﾜﾌﾞﾄﾞｳｷﾞﾇ科ｲﾜﾂﾞﾀﾌﾞﾄﾞｳ 情報不足

ﾋﾒﾀﾏﾌﾞﾄﾞｳｷﾞﾇ 情報不足

ｶﾜﾑﾗﾌﾞﾄﾞｳｷﾞﾇ 情報不足

ﾐﾄﾞﾘﾌﾞﾄﾞｳｷﾞﾇ 情報不足

ﾅｷﾞｻﾉﾂﾕ科 ﾌﾘｿﾃﾞﾐﾄﾞﾘ 情報不足

ｶﾋﾞﾗﾉﾂﾕ 情報不足

ﾅｷﾞｻﾉﾂﾕ 情報不足

ﾀﾏﾉﾐﾄﾞﾘｶﾞｲ科 ﾀﾏﾉﾐﾄﾞﾘｶﾞｲ 情報不足

ﾏｲﾏｲ目 ｷｾﾙｶﾞｲﾓﾄﾞｷ科 ｷｾﾙｶﾞｲﾓﾄﾞｷ 準絶滅危惧

ﾎｿｷｾﾙｶﾞｲﾓﾄﾞｷ 準絶滅危惧 準絶滅危惧

ｷｾﾙｶﾞｲ科 ｱﾗﾊﾀﾞﾉﾐｷﾞｾﾙ 情報不足 準絶滅危惧

ｸﾛｷﾞｾﾙ 準絶滅危惧

ﾅﾐﾊﾀﾞｷﾞｾﾙ 準絶滅危惧

ｶﾀｷﾞｾﾙ 準絶滅危惧

ﾅｶﾞｼﾏｷﾞｾﾙ 準絶滅危惧  
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表１－１１ 生息記録のある重要な無脊椎動物(昆虫類除く)一覧（3/3） 

綱名 目名 科名 種名 文化財保護法 種の保存法 環境省RDB 県RDB

ｼｲﾎﾞﾙﾄｺｷﾞｾﾙ
分布特性上重要

（都市近郊個体群：消滅危惧Ⅱ類）

ｷﾞｭﾘｷｷﾞｾﾙ
分布特性上重要

（都市近郊個体群：消滅危惧Ⅱ類）

ｼﾘｵﾚｷﾞｾﾙ 準絶滅危惧

ｱﾗﾅﾐｷﾞｾﾙ 準絶滅危惧

ｵｷｷﾞｾﾙ 準絶滅危惧

ﾅﾀﾈｶﾞｲ科 ﾋﾒﾅﾀﾈｶﾞｲ 情報不足

ﾅﾒｸｼﾞ科 ﾅﾒｸｼﾞ 分布特性上重要

ﾍﾞｯｺｳﾏｲﾏｲ科 ﾂﾉｲﾛﾋﾒﾍﾞｯｺｳ 準絶滅危惧

ﾋﾒﾍﾞｯｺｳｶﾞｲ
準絶滅危惧

（ﾋﾒﾍﾞｯｺｳ表記）

ﾔｸｼﾏﾋﾒﾍﾞｯｺｳ 準絶滅危惧

ﾏﾙｼﾀﾗｶﾞｲ 準絶滅危惧

ｳﾒﾑﾗｼﾀﾗｶﾞｲ 準絶滅危惧

ｶｻｷﾋﾞ 準絶滅危惧

ﾆｯﾎﾟﾝﾏｲﾏｲ科 ｺﾍﾞｿﾏｲﾏｲ 準絶滅危惧

ｵﾅｼﾞﾏｲﾏｲ科 ﾌﾘｨﾃﾞﾙﾏｲﾏｲ 準絶滅危惧

ﾋｺﾞﾌﾘｨﾃﾞﾙﾏｲﾏｲ 準絶滅危惧

ｺﾊｸｵﾅｼﾞﾏｲﾏｲ
分布特性上重要

（都市近郊個体群：準消滅危惧）

ﾂｸｼﾏｲﾏｲ
分布特性上重要

（都市近郊個体群：消滅危惧Ⅱ類）

ｷﾘｼﾏﾏｲﾏｲ 情報不足 絶滅危惧Ⅱ類

ﾀｶﾁﾎﾏｲﾏｲ
分布特性上重要

（都市近郊個体群：消滅危惧Ⅱ類）

ﾀｼﾅﾐｵﾄﾒﾏｲﾏｲ 準絶滅危惧

ﾋｾﾞﾝｵﾄﾒﾏｲﾏｲ 準絶滅危惧

ﾀﾞｺｽﾀﾏｲﾏｲ
分布特性上重要

（都市近郊個体群：準消滅危惧）

ﾀﾜﾗｶﾞｲ科 ﾀﾜﾗｶﾞｲ 準絶滅危惧

ﾆﾏｲｶﾞｲ綱 ｲｼｶﾞｲ目 ｲｼｶﾞｲ科 ﾄﾞﾌﾞｶﾞｲ 準絶滅危惧

ｶﾗｽｶﾞｲ 準絶滅危惧 絶滅危惧Ⅱ類

ｵﾊﾞｴﾎﾞｼｶﾞｲ 絶滅危惧Ⅱ類

ﾏﾂｶｻｶﾞｲ 準絶滅危惧 準絶滅危惧

ﾄﾝｶﾞﾘｻｻﾉﾊｶﾞｲ 準絶滅危惧

ｶﾀﾊｶﾞｲ 準絶滅危惧 準絶滅危惧

ｲｼｶﾞｲ 準絶滅危惧

甲殻綱 ｴﾋﾞ目 ﾃﾅｶﾞｴﾋﾞ科 ﾃﾅｶﾞｴﾋﾞ 分布特性上重要

ﾇﾏｴﾋﾞ科 ﾐﾅﾐﾇﾏｴﾋﾞ 準絶滅危惧

ｽﾅｶﾞﾆ科 ｶﾜｽﾅｶﾞﾆ 情報不足 準絶滅危惧

ﾔﾏﾄｵｻｶﾞﾆ 分布特性上重要

ﾊｸｾﾝｼｵﾏﾈｷ 準絶滅危惧 準絶滅危惧  

注)文化財保護法：｢文化財保護法 法律第 214 号｣(文化庁 1950) 

  種の保存法：｢絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律 法律第 75 号｣(環境庁 1992) 

  環境省 RDB：｢改訂 日本の絶滅のおそれのある野生生物 レッドデータブック 陸・淡水貝類｣(環境省 2005) 

  環境省 RDB：｢改訂 日本の絶滅のおそれのある野生生物 レッドデータブック クモ形類・甲殻類等｣(環境省 2006) 

県 RDB：｢鹿児島県の絶滅のおそれのある野生動植物 動物編 –鹿児島県ﾚｯﾄﾞﾃﾞｰﾀﾌﾞｯｸ-｣(鹿児島県 2003) 
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図１－７ 生息記録のある重要な動物記録位置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 24



  

 

1. ﾑｶｼﾄﾝﾎﾞ 28. ｴｿﾞﾊﾙｾﾞﾐ 42. ｶﾗｽｼｼﾞﾐ 57. ｱｶﾍﾘｵｵｷﾉﾒｲｶﾞ
2. ﾑｶｼﾔﾝﾏ 33. ｷﾞﾝｲﾁﾓﾝｼﾞｾｾﾘ 44. ﾀｯﾊﾟﾝﾙﾘｼｼﾞﾐ 65. ｵｵｸﾜｶﾞﾀ
6. ﾊﾙｾﾞﾐ 37. ﾙｰﾐｽｼｼﾞﾐ 45. ｽｷﾞﾀﾆﾙﾘｼｼﾞﾐ 68. ﾀﾞｲｺｸｺｶﾞﾈ

14. ｾｽﾞｼﾞｲﾄﾝﾎﾞ 39. ﾌｼﾞﾐﾄﾞﾘｼｼﾞﾐ 50. ﾔﾏｷﾏﾀﾞﾗﾋｶｹﾞ 69. ﾖﾂﾊﾞｺｶﾞﾈ
15. ｱｵﾊﾀﾞﾄﾝﾎﾞ 40. ﾋｻﾏﾂﾐﾄﾞﾘｼｼﾞﾐ 52. ｵｵﾙﾘｵﾋﾞｸﾁﾊﾞ 78. ｾﾀﾞｶｺﾌﾞﾔﾊｽﾞｶﾐｷﾘ
18. ｵｵﾙﾘﾎﾞｼﾔﾝﾏ 41. ｷﾘｼﾏﾐﾄﾞﾘｼｼﾞﾐ 56. ｻｶｸﾞﾁｷﾄﾞｸｶﾞ 80. ﾙﾘﾎﾞｼｶﾐｷﾘ

ﾔｲﾛﾁｮｳ ﾙﾘﾎﾞｼｶﾐｷﾘ ｲｼﾏｷｶﾞｲ ｶﾜｻﾞﾝｼｮｳｶﾞｲ
ﾐｽﾞｲﾛｵﾅｶﾞｼｼﾞﾐ ｵｵｸﾜｶﾞﾀ ﾋﾒｶﾉｺｶﾞｲ ｲﾎﾞｱﾔｶﾜﾆﾅ
ﾄﾗﾌｼｼﾞﾐ ｸﾛｷﾞｾﾙ ﾀｹﾉｺｶﾜﾆﾅ ﾀｹﾉｺｶﾜﾆﾅ
ｶﾗｽｼｼﾞﾐ ﾌﾄﾍﾅﾀﾘ
ﾐﾔﾏｾｾﾘ ﾆﾎﾝﾃﾝｸﾞｺｳﾓﾘ ｱｽﾞｷｶﾞｲ ｳﾐﾆﾅ
ｷﾞﾝｲﾁﾓﾝｼﾞｾｾﾘ ｱﾂﾌﾞﾀｶﾞｲ ｼｲﾎﾞﾙﾄｺｷﾞｾﾙ
ｼｰﾀﾃﾊ ｷﾘｼﾏﾏｲﾏｲ ｷﾞｭﾘｷｷﾞｾﾙ ﾂｸｼｶﾞﾓ
ｻｶﾊﾁﾁｮｳ ｱﾗﾅﾐｷﾞｾﾙ ｽﾞｸﾞﾛｶﾓﾒ
ｷﾘｼﾏﾐﾄﾞﾘｼｼﾞﾐ ｵｷｷﾞｾﾙ ｼｲﾎﾞﾙﾄｺｷﾞｾﾙ ﾁｸｾﾞﾝﾊｾﾞ
ﾙｰﾐｽｼｼﾞﾐ ﾀｼﾅﾐｵﾄﾒﾏｲﾏｲ ﾈｼﾞﾋﾀﾞｶﾜﾆﾅ
ｿﾎﾞｾﾀﾞｶｺﾌﾞﾔﾊｽﾞｶﾐｷﾘ ｼｲﾉﾐﾐﾐｶﾞｲ ｶﾉｺｶﾞｲ
ｺﾂﾊﾞﾒ ｺﾍﾞｿﾏｲﾏｲ ｷﾇｶﾂｷﾞﾊﾏｼｲﾉﾐｶﾞｲ ｲｼﾏｷｶﾞｲ
ｵｵﾁｬｲﾛﾊﾅﾑｸﾞﾘ ﾔﾏﾀﾆｼ ｶﾉｺｶﾞｲ ﾋﾒｶﾉｺｶﾞｲ
ｺﾆﾜﾊﾝﾐｮｳ ｱﾂﾌﾞﾀｶﾞｲ ｲｼﾏｷｶﾞｲ ﾀｹﾉｺｶﾜﾆﾅ
ｸﾓｶﾞﾀﾋｮｳﾓﾝ ﾔﾏｸﾙﾏｶﾞｲ ﾋﾒｶﾉｺｶﾞｲ
ﾋｵﾄﾞｼﾁｮｳ ｱﾗﾅﾐｷﾞｾﾙ ﾌﾄﾍﾅﾀﾘ ﾐﾔｺﾄﾞﾘ
ﾋｻﾏﾂﾐﾄﾞﾘｼｼﾞﾐ ﾅﾐﾊﾀﾞｷﾞｾﾙ ｶﾜｱｲ ｶﾉｺｶﾞｲ
ｾｱｶｵｻﾑｼ ﾋｾﾞﾝｵﾄﾒﾏｲﾏｲ ｸﾘｲﾛｺﾐﾐｶﾞｲ ｲｼﾏｷｶﾞｲ
ｱｲﾇﾊﾝﾐｮｳ ﾋﾒｶﾉｺｶﾞｲ
ｷﾘｼﾏﾏｲﾏｲ ｱﾗﾊﾀﾞﾉﾐｷﾞｾﾙ ｸﾘｲﾛｶﾜｻﾞﾝｼｮｳｶﾞｲ ﾏﾙﾀﾆｼ
ｷｾﾙｶﾞｲﾓﾄﾞｷ ｶﾉｺｶﾞｲ ｲﾎﾞｱﾔｶﾜﾆﾅ

ﾋｻﾏﾂﾐﾄﾞﾘｼｼﾞﾐ ｶﾜｻﾞﾝｼｮｳｶﾞｲ ﾀｹﾉｺｶﾜﾆﾅ

ｿﾎﾞｾﾀﾞｶｺﾌﾞﾔﾊｽﾞｶﾐｷﾘ ｱﾗﾅﾐｷﾞｾﾙ ﾇﾉﾈｶﾜﾆﾅ
ﾅﾐﾊﾀﾞｷﾞｾﾙ ﾍﾗｼｷﾞ ﾌﾄﾍﾅﾀﾘ

ｾｱｶｵｻﾑｼ ｶｻｷﾋﾞ ﾁｭｳﾋ ｶﾜｱｲ
ｼﾘｵﾚｷﾞｾﾙ ｱｶｱｼｼｷﾞ ｳﾐﾆﾅ

ﾊﾔｼﾐﾄﾞﾘｼｼﾞﾐ ｵｷｷﾞｾﾙ ﾎｳﾛｸｼｷﾞ ﾓﾉｱﾗｶﾞｲ
ｾｱｶｵｻﾑｼ ｶﾀｷﾞｾﾙ ｾｲﾀｶｼｷﾞ ｺﾊｸｵﾅｼﾞﾏｲﾏｲ

ｸﾛｷﾞｾﾙ ﾍﾗｻｷﾞ
ｿﾎﾞｾﾀﾞｶｺﾌﾞﾔﾊｽﾞｶﾐｷﾘ ﾋﾒﾍﾞｯｺｳ ｿﾃﾞｸﾞﾛﾂﾞﾙ ﾋﾛｸﾁｶﾉｺｶﾞｲ
ｷﾘｼﾏﾏｲﾏｲ ﾔｸｼﾏﾋﾒﾍﾞｯｺｳ ｱｼﾞｻｼ ﾀｹﾉｺｶﾜﾆﾅ

ﾏﾙｼﾀﾗｶﾞｲ
ﾅｼﾅﾐｵﾄﾒﾏｲﾏｲ ﾐｽﾞｺﾞﾏﾂﾎﾞ
ｷﾞｭﾘｷｷﾞｾﾙ

C.獅子戸岳

D.高千穂峰

M.石体神社

N.隼人小浜

E.大浪池

F.林田

G.丸尾

H.湯之谷

I.千里ガ滝

J.霧島神宮

A.霧島山系

B.韓国岳

U.松山干拓

Q.鶴牟田干拓地

凡　　　　例

O.清水川河口

P.国分干潟

R.住吉錦干拓地

S.天降川河口

T.広瀬海岸

K.新川

L.鹿児島神宮
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ｂ．植 物 

霧島市に生育記録がある重要な植物は、自生地が国の天然記念物の指定を受けているノ

カイドウ、鹿児島県希少野生動植物の指定を受けているミチノクフクジュソウ、シシンラ

ン、キリシマエビネ、カンラン、フウラン、ウチョウラン、ガンゼキラン、ナゴランや霧

島市の市花であるミヤマキリシマをはじめ、シダ植物 11 科 52 種、種子植物 125 科 726 種

の合計 136 科 778 種が上げられます(表１－１２参照)。なお、鹿児島県 RDB(鹿児島県

(2003))によると、県内では 2,381 種が絶滅のおそれのある野生植物として選定されていま

す。 

鹿児島県は、屋久島や奄美大島といった島嶼部を含んでいます。このため、霧島市が含

まれる南九州地域(宮崎県南部・鹿児島県北部・薩摩半島・大隅半島)でごく普通に見られ

る種が、島嶼部では稀な種(その逆もある)となり、鹿児島県 RDB(鹿児島県(2003))では「分

布重要」として 590 種を選定しています。 

各生育記録地のうち、韓国岳、新燃岳、大浪岳、大浪池、霧島神宮などを含む霧島山系

は、火山群や火山性高原、渓谷、湖沼、社叢など特異で多様な環境が広く見られます。こ

のため、非常に多くの重要な種の生育記録があります。 

生育記録があった種のうち、記録場所が特定できるものは、図１－８に示すとおりです。 
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表１－１２ 生育記録のある重要な植物種一覧 (1/10) 

分類名 科名 種名 文化財保護法
鹿児島県
条例指定

環境庁RDB
鹿児島県

RDB
公園

指定植物
シダ植物 ﾋｶｹﾞﾉｶｽﾞﾗ科 ﾋﾒｽｷﾞﾗﾝ 危惧Ⅰ ○

ﾋｶｹﾞﾉｶｽﾞﾗ 準危惧
ﾏﾝﾈﾝｽｷﾞ 準危惧 ○
ﾎｿﾊﾞﾄｳｹﾞｼﾊﾞ 準危惧
ﾁｬﾎﾞﾄｳｹﾞｼﾊﾞ 準危惧
ﾋﾓﾗﾝ 絶滅危惧IA類（CR） 準危惧 ○

ｾﾞﾝﾏｲ科 ﾔﾏﾄﾞﾘｾﾞﾝﾏｲ 準危惧
ｺｹｼﾉﾌﾞ科 ｺｹｼﾉﾌﾞ 準危惧
ｼﾉﾌﾞ科 ｼﾉﾌﾞ 危惧Ⅱ ○
ﾐｽﾞﾜﾗﾋﾞ科 ﾊｺﾈｼﾀﾞ 準危惧

ﾋﾒｳﾗｼﾞﾛ 絶滅危惧II類（VU） 危惧Ⅱ
ｲﾜｶﾞﾈｾﾞﾝﾏｲ 準危惧
ｲﾜｶﾞﾈｿｳ 準危惧

ﾁｬｾﾝｼﾀﾞ科 ﾊﾔﾏｼﾀﾞ 準危惧
ｵｵﾀﾆﾜﾀﾘ 絶滅危惧IB類（EN） 危惧Ⅱ ○
ﾄｷﾜｼﾀﾞ 準危惧
ﾋﾗｸﾞｷﾄｷﾜｼﾀﾞ 準危惧

ｵｼﾀﾞ科 ﾔﾌﾞｿﾃﾂ 準危惧
ﾋﾛﾊﾔﾌﾞｿﾃﾂ 準危惧
ﾂｸｼﾔﾌﾞｿﾃﾂ 準危惧
ｵｵｸｼﾞｬｸｼﾀﾞ 準危惧
ｵｵﾍﾞﾆｼﾀﾞ 準危惧
ﾜｶﾅｼﾀﾞ 準危惧
ｲﾜｲﾀﾁｼﾀﾞ 準危惧
ﾁｬﾎﾞｲﾉﾃﾞ 準危惧
ﾂﾔﾅｼｲﾉﾃﾞ 準危惧
ｻｲｺﾞｸｲﾉﾃﾞ 準危惧

ﾋﾒｼﾀﾞ科 ﾂｸｼﾔﾜﾗｼﾀﾞ 準危惧
ﾋﾒﾜﾗﾋﾞ 準危惧
ｺｳﾓﾘｼﾀﾞ ○

ﾒｼﾀﾞ科 ｷﾘｼﾏﾍﾋﾞﾉﾈｺﾞｻﾞ 準危惧 ○
ｼﾏｲﾇﾜﾗﾋﾞ 絶滅危惧IB類（EN） 危惧Ⅱ ○
ｹｼﾏｲﾇﾜﾗﾋﾞ 準危惧
ﾔﾏｲﾇﾜﾗﾋﾞ 準危惧
ﾋﾛﾊｲﾇﾜﾗﾋﾞ 準危惧
ﾍﾋﾞﾉﾈｺﾞｻﾞ 準危惧
ﾑｸｹﾞｼｹｼﾀﾞ 準危惧
ﾊｸﾓｳｲﾉﾃﾞ 準危惧
ｲﾜﾔｼﾀﾞ 準危惧
ﾎｿﾊﾞﾉｺｷﾞﾘｼﾀﾞ 準危惧
ｵﾆﾋｶｹﾞﾜﾗﾋﾞ 準危惧
ｲﾇｶﾞﾝｿｸ 準危惧

ｳﾗﾎﾞｼ科 ﾋﾄﾂﾊﾞｲﾜﾋﾄﾃﾞ 準危惧
ﾎﾃｲｼﾀﾞ 準危惧
ﾂｸｼﾉｷｼﾉﾌﾞ 準危惧
ﾐﾔﾏﾉｷｼﾉﾌﾞ 準危惧
ｸﾘﾊﾗﾝ 準危惧
ﾔﾉﾈｼﾀﾞ 準危惧
ｱｵﾈｶｽﾞﾗ 準危惧
ｲﾜｵﾓﾀﾞｶ 準危惧 ○
ﾋﾞﾛｳﾄﾞｼﾀﾞ 準危惧

ﾋﾒｳﾗﾎﾞｼ科 ｵｵｸﾎﾞｼﾀﾞ 準危惧
種子植物 ﾏﾂ科 ﾊﾘﾓﾐ 危惧Ⅱ
　裸子植物 ﾋﾉｷ科 ﾋﾞｬｸｼﾝ 危惧Ⅰ

ﾐﾔﾏﾋﾞｬｸｼﾝ ○
ﾏｷ科 ﾅｷﾞ 準危惧
ｲﾇｶﾞﾔ科 ｲﾇｶﾞﾔ 準危惧
ｲﾁｲ科 ｲﾁｲ 危惧Ⅱ

ｶﾔ 準危惧
　被子植物 ﾔﾅｷﾞ科 ｱｶﾒﾔﾅｷﾞ 分布重要
　　双子葉植物 ｼﾞｬﾔﾅｷﾞ 分布重要
　　　離弁花類 ﾅﾝｺﾞｸｼﾞｬﾔﾅｷﾞ 分布重要

ﾈｺﾔﾅｷﾞ 分布重要
ｲﾇｺﾘﾔﾅｷﾞ 準危惧
ﾀﾁﾔﾅｷﾞ 準危惧

ｶﾊﾞﾉｷ科 ﾔｼｬﾌﾞｼ 分布重要
ﾔﾏﾊﾝﾉｷ 準危惧
ｸﾏｼﾃﾞ 準危惧
ｱｶｼﾃﾞ 分布重要
ｲﾇｼﾃﾞ 分布重要
ｱｻﾀﾞ 危惧Ⅰ

ﾌﾞﾅ科 ｸﾘ 分布重要
ﾂﾌﾞﾗｼﾞｲ 分布重要
ｽﾀﾞｼﾞｲ 分布重要
ﾌﾞﾅ 危惧Ⅱ
ｲﾇﾌﾞﾅ 危惧Ⅰ
ｼﾘﾌﾞｶｶﾞｼ 準危惧
ｱｶｶﾞｼ 分布重要
ﾐｽﾞﾅﾗ 準危惧
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表１－１２ 生育記録のある重要な植物種一覧 (2/10) 

分類名 科名 種名 文化財保護法
鹿児島県
条例指定

環境庁RDB
鹿児島県

RDB
公園

指定植物
ｶｼﾜ 準危惧

ｲﾁｲｶﾞｼ 準危惧

ｱﾗｶｼ 分布重要

ｺﾅﾗ 分布重要

ﾆﾚ科 ｴﾉｷ 分布重要

ﾊﾙﾆﾚ 準危惧

ｱｷﾆﾚ 疑問種

ｹﾔｷ 準危惧
ｸﾜ科 ﾂﾙｺｳｿﾞ 分布重要
ｲﾗｸｻ科 ｵﾆﾔﾌﾞﾏｵ 分布重要

ﾔﾌﾞﾏｵ 分布重要
ｺｱｶｿ 分布重要
ﾄｷﾎｺﾘ 絶滅危惧II類（VU）
ﾔﾏﾄｷﾎｺﾘ 危惧Ⅱ

ﾋﾒﾄｷﾎｺﾘ 準危惧

ﾑｶｺﾞｲﾗｸｻ 準危惧

ｲﾜｶﾞﾈ 準危惧

ﾐｽﾞ 分布重要

ﾔﾏﾐｽﾞ 分布重要

ｱｵﾐｽﾞ 危惧Ⅱ

ﾐﾔﾏﾐｽﾞ 分布重要

ｲﾗｸｻ 危惧Ⅰ

ﾎﾞﾛﾎﾞﾛﾉｷ科 ﾎﾞﾛﾎﾞﾛﾉｷ 分布重要

ﾔﾄﾞﾘｷﾞ科 ｵｵﾊﾞﾔﾄﾞﾘｷﾞ 準危惧
ﾏﾂｸﾞﾐ 準危惧
ﾔﾄﾞﾘｷﾞ 準危惧

ﾂﾁﾄﾘﾓﾁ科 ﾂﾁﾄﾘﾓﾁ 準危惧 ○
ｵｵｽﾐﾂﾁﾄﾘﾓﾁ 危惧Ⅰ

ﾀﾃﾞ科 ﾐｽﾞﾋｷ 準危惧
ｻｸﾗﾀﾃﾞ 分布重要

ﾐﾔﾏﾀﾆｿﾊﾞ 危惧Ⅰ

ｵｵｲﾇﾀﾃﾞ 分布重要

ﾀﾆｿﾊﾞ 危惧Ⅱ

ﾔﾉﾈｸﾞｻ 分布重要

ｱｷﾉｳﾅｷﾞﾂｶﾐ 分布重要

ﾐｿﾞｿﾊﾞ 分布重要

ﾊﾅﾀﾃﾞ 分布重要

ﾐﾁﾔﾅｷﾞ 準危惧

ｲﾀﾄﾞﾘ 分布重要
ﾔﾏｺﾞﾎﾞｳ科 ﾔﾏｺﾞﾎﾞｳ 準危惧

ﾏﾙﾐﾉﾔﾏｺﾞﾎﾞｳ 危惧Ⅱ
ﾅﾃﾞｼｺ科 ﾅﾝﾊﾞﾝﾊｺﾍﾞ 危惧Ⅰ

ｶﾜﾗﾅﾃﾞｼｺ 準危惧
ｱｶｻﾞ科 ｵｶﾋｼﾞｷ 分布重要

ﾊﾏﾏﾂﾅ 準危惧
ﾋﾕ科 ﾋﾅﾀｲﾉｺｽﾞﾁ 分布重要

ﾔﾅｷﾞｲﾉｺｽﾞﾁ 準危惧

ﾓｸﾚﾝ科 ﾎｵﾉｷ 危惧Ⅰ

ｺﾌﾞｼ 危惧Ⅱ

ｵｵﾔﾏﾚﾝｹﾞ 危惧Ⅰ

ﾏﾂﾌﾞｻ科 ﾏﾂﾌﾞｻ 危惧Ⅱ

ｼｷﾐ科 ｼｷﾐ 分布重要

ｸｽﾉｷ科 ﾆｯｹｲ 準絶滅危惧（ＮＴ） 準危惧

ｶﾅｸｷﾞﾉｷ 分布重要

ﾋﾒｸﾛﾓｼﾞ 危惧Ⅱ
ｱﾌﾞﾗﾁｬﾝ 準危惧
ｼﾛﾓｼﾞ 危惧Ⅱ

ﾔﾏｸﾞﾙﾏ科 ﾔﾏｸﾞﾙﾏ 準危惧
ｶﾂﾗ科 ｶﾂﾗ 危惧Ⅰ
ｷﾝﾎﾟｳｹﾞ科 ﾊﾅｶｽﾞﾗ 絶滅危惧IB類（EN） 危惧Ⅰ ○

ﾀﾝﾅﾄﾘｶﾌﾞﾄ 危惧Ⅰ ○

ﾐﾁﾉｸﾌｸｼﾞｭｿｳ ○ 絶滅危惧II類（VU） 危惧Ⅰ

ﾔﾏｵﾀﾞﾏｷ 危惧Ⅰ

ｵｵﾊﾞｼｮｳﾏ 危惧Ⅱ

ﾎﾞﾀﾝﾂﾞﾙ 分布重要

ﾍﾂｶﾎﾞﾀﾝｽﾞﾙ 情報不足

ﾌｼﾞｾﾝﾆﾝｿｳ 分布重要

ﾀｶﾈﾊﾝｼｮｳﾂﾞﾙ 危惧Ⅱ ○

ｾﾝﾆﾝｿｳ 分布重要

ｵｷﾅｸﾞｻ 絶滅危惧II類（VU） 危惧Ⅰ ○

ｹｷﾂﾈﾉﾎﾞﾀﾝ 分布重要
ｳﾏﾉｱｼｶﾞﾀ 分布重要
ﾉｶﾗﾏﾂ 絶滅危惧II類（VU） 危惧Ⅱ

ﾒｷﾞ科 ﾒｷﾞ 危惧Ⅱ
ﾅﾝﾃﾝ 分布重要

ｱｹﾋﾞ科 ｱｹﾋﾞ 分布重要
ﾐﾂﾊﾞｱｹﾋﾞ 分布重要

ﾏﾂﾓ科 ﾏﾂﾓ 準危惧

ｾﾝﾘｮｳ科 ﾌﾀﾘｼｽﾞｶ 分布重要
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表１－１２ 生育記録のある重要な植物種一覧 (3/10) 

分類名 科名 種名 文化財保護法
鹿児島県
条例指定

環境庁RDB
鹿児島県

RDB
公園

指定植物
ｳﾏﾉｽｽﾞｸｻ科 ｳﾏﾉｽｽﾞｸｻ 危惧Ⅱ
ﾗﾌﾚｼｱ科 ﾔｯｺｿｳ 準危惧 ○
ﾎﾞﾀﾝ科 ﾔﾏｼｬｸﾔｸ 絶滅危惧II類（VU） 危惧Ⅰ
ﾏﾀﾀﾋﾞ科 ｻﾙﾅｼ 準危惧

ｳﾗｼﾞﾛﾏﾀﾀﾋﾞ 分布重要
ﾏﾀﾀﾋﾞ 準危惧

ﾂﾊﾞｷ科 ﾋﾒｼｬﾗ 準危惧
ﾅﾂﾂﾊﾞｷ 危惧Ⅱ
ﾋｺｻﾝﾋﾒｼｬﾗ 疑問種

ｵﾄｷﾞﾘｿｳ科 ﾊｲｵﾄｷﾞﾘ 準危惧
ｱｾﾞｵﾄｷﾞﾘ 絶滅危惧IB類（EN）
ｻﾜｵﾄｷﾞﾘ 情報不足
ﾅｶﾞｻｷｵﾄｷﾞﾘ 準危惧
ﾐｽﾞｵﾄｷﾞﾘ 準危惧

ﾓｳｾﾝｺﾞｹ科 ﾓｳｾﾝｺﾞｹ 準危惧 ○
ｹｼ科 ｷｹﾏﾝ 分布重要

ﾑﾗｻｷｹﾏﾝ 分布重要
ﾀｹﾆｸﾞｻ 分布重要

ｱﾌﾞﾗﾅ科 ｼｺｸﾊﾀｻﾞｵ 危惧Ⅱ
ﾐｽﾞﾀｶﾞﾗｼ 危惧Ⅱ

ﾏﾝｻｸ科 ｷﾘｼﾏﾐｽﾞｷ 絶滅危惧II類（VU） 危惧Ⅱ
ﾄｻﾐｽﾞｷ 絶滅危惧II類（VU）
ﾏﾝｻｸ 準危惧

ﾍﾞﾝｹｲｿｳ科 ｺﾓﾁﾏﾝﾈﾝｸﾞｻ 分布重要
ﾋﾒﾚﾝｹﾞ 準危惧

ﾕｷﾉｼﾀ科 ｱﾜﾓﾘｼｮｳﾏ 危惧Ⅰ
ﾁﾀﾞｹｻｼ 危惧Ⅱ
ﾃﾘﾊｱｶｼｮｳﾏ 危惧Ⅱ
ｸｻｱｼﾞｻｲ 危惧Ⅱ
ﾔﾏﾈｺﾉﾒｿｳ 準危惧
ｲﾜﾎﾞﾀﾝ 準危惧
ﾀﾁﾈｺﾉﾒｿｳ 危惧Ⅱ
ｳﾂｷﾞ 分布重要
ﾏﾙﾊﾞｳﾂｷﾞ 分布重要
ﾉﾘｳﾂｷﾞ 分布重要
ｶﾞｸｳﾂｷﾞ 危惧Ⅱ
ﾔﾏｱｼﾞｻｲ 危惧Ⅱ
ﾔﾊｽﾞｱｼﾞｻｲ 危惧Ⅰ
ﾁｬﾙﾒﾙｿｳ ○
ｳﾒﾊﾞﾁｿｳ 分布重要 ○
ﾔｼｬﾋﾞｼｬｸ 絶滅危惧II類（VU） 情報不足
ﾔｸｼﾏﾀﾞｲﾓﾝｼﾞｿｳ 危惧Ⅱ
ﾀﾞｲﾓﾝｼﾞｿｳ 危惧Ⅱ ○
ｳﾁﾜﾀﾞｲﾓﾝｼﾞｿｳ 危惧Ⅱ
ﾕｷﾉｼﾀ 疑問種

ﾊﾞﾗ科 ﾋﾒｷﾝﾐｽﾞﾋｷ 分布重要
ﾔﾏﾌﾞｷｼｮｳﾏ 危惧Ⅱ
ｸｻﾎﾞｹ 危惧Ⅱ
ｼﾓﾂｹｿｳ 危惧Ⅰ ○
ﾀﾞｲｺﾝｿｳ 準危惧
ﾔﾏﾌﾞｷ 準危惧
ﾉｶｲﾄﾞｳ 国指定天然記念物(地域) 絶滅危惧IA類（CR） 危惧Ⅰ
ｶﾅﾒﾓﾁ 準危惧
ｲﾜｷﾝﾊﾞｲ 危惧Ⅰ ○
ﾂﾁｸﾞﾘ 絶滅危惧II類（VU） 危惧Ⅱ
ｷｼﾞﾑｼﾛ 分布重要
ﾐﾂﾊﾞﾂﾁｸﾞﾘ 分布重要
ﾂﾙｷｼﾞﾑｼﾛ 分布重要
ﾂﾙｷﾝﾊﾞｲ 危惧Ⅰ
ｶﾏﾂｶ 分布重要
ﾜﾀｹﾞｶﾏﾂｶ 準危惧
ｲﾇｻﾞｸﾗ 準危惧
ｳﾜﾐｽﾞｻﾞｸﾗ 準危惧
ﾔﾏｻﾞｸﾗ 分布重要
ﾐﾔﾏｻﾞｸﾗ 準危惧
ｴﾄﾞﾋｶﾞﾝ 危惧Ⅱ
ﾘﾝﾎﾞｸ 分布重要
ﾔﾏﾅｼ 危惧Ⅰ
ﾉｲﾊﾞﾗ 分布重要
ﾘｭｳｷｭｳﾃﾘﾊﾉｲﾊﾞﾗ 分布重要
ﾌﾕｲﾁｺﾞ 分布重要
ｸﾏｲﾁｺﾞ 分布重要
ｸｻｲﾁｺﾞ 分布重要
ﾊﾞﾗｲﾁｺﾞ 準危惧
ﾆｶﾞｲﾁｺﾞ 準危惧
ﾅｶﾞﾊﾞﾓﾐｼﾞｲﾁｺﾞ 分布重要
ｺﾊﾞﾉﾌﾕｲﾁｺﾞ 準危惧
ｴﾋﾞｶﾞﾗｲﾁｺﾞ 準危惧
ﾜﾚﾓｺｳ 分布重要
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表１－１２ 生育記録のある重要な植物種一覧 (4/10) 

分類名 科名 種名 文化財保護法
鹿児島県
条例指定

環境庁RDB
鹿児島県

RDB
公園

指定植物
ｺﾊﾞﾅﾉﾜﾚﾓｺｳ 危惧Ⅱ
ﾅﾅｶﾏﾄﾞ 危惧Ⅱ
ﾅﾝｷﾝﾅﾅｶﾏﾄﾞ 分布重要
ｳﾗｼﾞﾛﾉｷ 危惧Ⅱ
ｼﾛﾊﾞﾅｼﾓﾂｹ 準危惧
ｺｺﾞﾒｳﾂｷﾞ 危惧Ⅰ

ﾏﾒ科 ﾈﾑﾉｷ 分布重要
ﾔﾌﾞﾏﾒ 分布重要
ﾎﾄﾞｲﾓ 準危惧
ｼﾞｬｹﾂｲﾊﾞﾗ 分布重要
ﾀﾇｷﾏﾒ 準危惧
ｹﾔﾌﾞﾊｷﾞ 準危惧
ﾉｻｻｹﾞ 準危惧
ﾐﾔﾏﾄﾍﾞﾗ 準危惧
ﾆﾜﾌｼﾞ 情報不足
ｺﾏﾂﾅｷﾞ 分布重要
ﾔﾏﾊｷﾞ 分布重要
ﾏﾙﾊﾞﾊｷﾞ 分布重要
ﾈｺﾊｷﾞ 分布重要
ｸｽﾞ 分布重要
ﾂｸｼﾑﾚｽｽﾞﾒ 絶滅危惧IA類（CR） 危惧Ⅰ
ﾔﾏﾌｼﾞ 分布重要
ﾌｼﾞ 準危惧

ｶﾀﾊﾞﾐ科 ｺﾐﾔﾏｶﾀﾊﾞﾐ 準危惧 ○
ﾄｳﾀﾞｲｸﾞｻ科 ﾀｶﾄｳﾀﾞｲ 危惧Ⅱ

ﾅﾂﾄｳﾀﾞｲ 危惧Ⅱ
ｺﾊﾞﾝﾉｷ 分布重要
ﾋﾒﾐｶﾝｿｳ 分布重要

ﾕｽﾞﾘﾊ科 ﾕｽﾞﾘﾊ 準危惧
ﾐｶﾝ科 ﾏﾂｶｾﾞｿｳ 準危惧

ｺｸｻｷﾞ 準危惧
ｷﾊﾀﾞ 準危惧
ﾐﾔﾏｼｷﾐ 分布重要
ﾌﾕｻﾞﾝｼｮｳ 準危惧
ｻﾝｼｮｳ 分布重要
ｲﾇｻﾞﾝｼｮｳ 分布重要

ﾆｶﾞｷ科 ﾆｶﾞｷ 準危惧
ｳﾙｼ科 ﾂﾀｳﾙｼ 準危惧

ﾔﾏﾊｾﾞ 分布重要
ﾔﾏｳﾙｼ 分布重要

ｶｴﾃﾞ科 ｵｵﾓﾐｼﾞ 準危惧
ﾌｶｷﾞﾚｵｵﾓﾐｼﾞ 準危惧
ﾁﾄﾞﾘﾉｷ 危惧Ⅰ
ｳﾘｶｴﾃﾞ 危惧Ⅱ
ｺﾐﾈｶｴﾃﾞ 危惧Ⅱ
ｲﾀﾔｶｴﾃﾞ 準危惧
ｲﾛﾊﾓﾐｼﾞ 準危惧
ｳﾘﾊﾀﾞｶｴﾃﾞ 分布重要
ｺﾊｳﾁﾜｶｴﾃﾞ 分布重要

ｱﾜﾌﾞｷ科 ｱﾜﾌﾞｷ 準危惧
ｱｵｶｽﾞﾗ 危惧Ⅰ

ﾂﾘﾌﾈｿｳ科 ﾂﾘﾌﾈｿｳ 準危惧
ﾓﾁﾉｷ科 ﾅﾅﾐﾉｷ 分布重要

ｲﾇﾂｹﾞ 分布重要
ﾂｸｼｲﾇﾂｹﾞ 準危惧
ｵｵﾊﾞｲﾇﾂｹﾞ 準危惧
ﾌｳﾘﾝｳﾒﾓﾄﾞｷ 危惧Ⅰ
ﾀﾗﾖｳ 分布重要
ｱｵﾊﾀﾞ 準危惧
ｿﾖｺﾞ 分布重要
ｳﾒﾓﾄﾞｷ 分布重要

ﾆｼｷｷﾞ科 ﾂﾙｳﾒﾓﾄﾞｷ 分布重要
ﾆｼｷｷﾞ 準危惧
ｺﾏﾕﾐ 分布重要
ｵｵｺﾏﾕﾐ 分布重要
ﾂﾙﾏｻｷ 分布重要
ﾂﾘﾊﾞﾅ 危惧Ⅱ
ﾏﾕﾐ 分布重要
ｱｵﾂﾘﾊﾞﾅ 絶滅危惧II類（VU） 危惧Ⅱ
ｺﾊﾞﾉｸﾛﾂﾞﾙ 絶滅危惧II類（VU） 準危惧

ﾂｹﾞ科 ﾂｹﾞ 危惧Ⅱ
ｸﾛﾀｷｶｽﾞﾗ科 ｸﾛﾀｷｶｽﾞﾗ 危惧Ⅰ
ｸﾛｳﾒﾓﾄﾞｷ科 ｸﾏﾔﾅｷﾞ 分布重要

ｹﾝﾎﾟﾅｼ 危惧Ⅰ
ﾈｺﾉﾁﾁ 分布重要
ｺﾊﾞﾉｸﾛｳﾒﾓﾄﾞｷ 危惧Ⅱ

ﾌﾞﾄﾞｳ科 ﾉﾌﾞﾄﾞｳ 分布重要
ｳﾄﾞｶｽﾞﾗ 分布重要
ﾂﾀ 分布重要
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表１－１２ 生育記録のある重要な植物種一覧 (5/10) 

分類名 科名 種名 文化財保護法
鹿児島県
条例指定

環境庁RDB
鹿児島県

RDB
公園

指定植物
ｸﾏｶﾞﾜﾌﾞﾄﾞｳ 絶滅危惧IA類（CR） 危惧Ⅰ

ｱｵｷﾞﾘ科 ｱｵｷﾞﾘ 危惧Ⅱ
ｼﾞﾝﾁｮｳｹﾞ科 ｺｼｮｳﾉｷ 分布重要

ｺｶﾞﾝﾋﾟ 分布重要
ｷｶﾞﾝﾋﾟ 分布重要

ｸﾞﾐ科 ｸﾏﾔﾏｸﾞﾐ 危惧Ⅰ
ﾅﾜｼﾛｸﾞﾐ 分布重要
ｱｷｸﾞﾐ 分布重要

ｽﾐﾚ科 ﾋﾒﾐﾔﾏｽﾐﾚ 準危惧 ○
ﾋｺﾞｽﾐﾚ 危惧Ⅱ
ｴｲｻﾞﾝｽﾐﾚ 危惧Ⅰ
ﾏﾙﾊﾞｽﾐﾚ 準危惧
ｽﾐﾚ 分布重要
ﾎｺﾊﾞｽﾐﾚ 準危惧
ﾆｵｲﾀﾁﾂﾎﾞｽﾐﾚ 分布重要
ｷｽﾐﾚ 絶滅危惧II類（VU） 地域絶滅 ○
ﾀﾁｽﾐﾚ 絶滅危惧IB類（EN） 危惧Ⅰ
ｼｺｸｽﾐﾚ 危惧Ⅰ ○
ｼﾛﾊﾞﾅｽﾐﾚ 準危惧
ﾌﾓﾄｽﾐﾚ 分布重要
ﾂﾎﾞｽﾐﾚ 分布重要
ｼﾊｲｽﾐﾚ 危惧Ⅱ
ﾉｼﾞｽﾐﾚ 分布重要

ｷﾌﾞｼ科 ｷﾌﾞｼ 分布重要
ｳﾘ科 ｽｽﾞﾒｳﾘ 分布重要

ﾎｿｶﾞﾀｽｽﾞﾒｳﾘ 危惧Ⅱ
ｶﾗｽｳﾘ 分布重要
ｷｶﾗｽｳﾘ 分布重要
ﾓﾐｼﾞｶﾗｽｳﾘ 準危惧

ﾐｿﾊｷﾞ科 ｴｿﾞﾐｿﾊｷﾞ 準危惧
ﾐｽﾞｷｶｼｸﾞｻ 絶滅危惧IB類（EN） 準危惧

ﾋｼ科 ﾋｼ 分布重要
ﾉﾎﾞﾀﾝ科 ﾋﾒﾉﾎﾞﾀﾝ 絶滅危惧IB類（EN） 準危惧 ○
ｱｶﾊﾞﾅ科 ﾐﾔﾏﾀﾆﾀﾃﾞ 危惧Ⅰ

ﾀﾆﾀﾃﾞ 危惧Ⅰ
ｱｶﾊﾞﾅ 分布重要

ｳﾘﾉｷ科 ｳﾘﾉｷ 分布重要
ﾐｽﾞｷ科 ﾔﾏﾎﾞｳｼ 準危惧

ﾊﾅｲｶﾀﾞ 準危惧
ｳｺｷﾞ科 ｵｶｳｺｷﾞ 分布重要

ｺｼｱﾌﾞﾗ 準危惧
ｳﾄﾞ 準危惧
ﾀﾗﾉｷ 分布重要
ﾀｶﾉﾂﾒ 分布重要
ﾔﾂﾃﾞ 分布重要
ﾊﾘｷﾞﾘ 準危惧
ﾄﾁﾊﾞﾆﾝｼﾞﾝ 準危惧

ｾﾘ科 ﾉﾀﾞｹ 分布重要
ﾎｿﾊﾞﾉﾀﾞｹ 準危惧
ﾊﾏｳﾄﾞ 分布重要
ﾂｸｼｾﾞﾘ 危惧Ⅱ ○
ｼﾗﾈｾﾝｷｭｳ 分布重要
ｼｼｳﾄﾞ 準危惧
ﾐｼﾏｻｲｺ 絶滅危惧II類（VU） 危惧Ⅱ
ﾄﾞｸｾﾞﾘ 地域絶滅
ﾐﾂﾊﾞ 分布重要
ﾊﾅｳﾄﾞ 分布重要
ﾔﾌﾞﾆﾝｼﾞﾝ 分布重要
ﾔﾏｾﾞﾘ 情報不足
ﾐﾂﾊﾞｸﾞｻ 準危惧
ﾇﾏｾﾞﾘ 絶滅危惧IB類（EN） 危惧Ⅰ

　　　合弁花類 ｲﾜｳﾒ科 ｲﾜｶｶﾞﾐ 準危惧 ○
ﾘｮｳﾌﾞ科 ﾘｮｳﾌﾞ 分布重要
ｲﾁﾔｸｿｳ科 ｳﾒｶﾞｻｿｳ 準危惧 ○

ｼｬｸｼﾞｮｳｿｳ 危惧Ⅱ ○
ｷﾞﾝﾘｮｳｿｳ 分布重要 ○
ｲﾁﾔｸｿｳ 準危惧

ﾂﾂｼﾞ科 ｼﾛﾄﾞｳﾀﾞﾝ 準危惧 ○
ﾍﾞﾆﾄﾞｳﾀﾞﾝ 準危惧
ﾄﾞｳﾀﾞﾝﾂﾂｼﾞ 危惧Ⅰ
ﾈｼﾞｷ 準危惧
ｱｾﾋﾞ 分布重要
ﾋｶｹﾞﾂﾂｼﾞ 準危惧 ○
ﾊｲﾋｶｹﾞﾂﾂｼﾞ 危惧Ⅱ
ﾐﾔﾏｷﾘｼﾏ 分布重要 ○
ｷﾘｼﾏﾐﾂﾊﾞﾂﾂｼﾞ 絶滅危惧II類（VU） 準危惧
ﾔﾏﾂﾂｼﾞ 分布重要
ｷﾘｼﾏﾂﾂｼﾞ 準危惧
ｺﾊﾞﾉﾐﾂﾊﾞﾂﾂｼﾞ 危惧Ⅱ ○
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表１－１２ 生育記録のある重要な植物種一覧 (6/10) 

分類名 科名 種名 文化財保護法
鹿児島県
条例指定

環境庁RDB
鹿児島県

RDB
公園

指定植物
ﾊﾞｲｶﾂﾂｼﾞ 危惧Ⅱ
ｳﾝｾﾞﾝﾂﾂｼﾞ 危惧Ⅰ
ｹｱｸｼﾊﾞ 危惧Ⅰ

ﾔﾌﾞｺｳｼﾞ科 ｶﾗﾀﾁﾊﾞﾅ 分布重要
ﾔﾌﾞｺｳｼﾞ 分布重要

ｻｸﾗｿｳ科 ｵｶﾄﾗﾉｵ 分布重要
ﾇﾏﾄﾗﾉｵ 分布重要
ｵﾆｺﾅｽﾋﾞ 絶滅危惧IB類（EN） 地域絶滅？
ｻｸﾗｿｳ 絶滅危惧II類（VU） 危惧Ⅰ

ｲｿﾏﾂ科 ﾊﾏｻｼﾞ 絶滅危惧II類（VU） 危惧Ⅱ
ｶｷﾉｷ科 ﾘｭｳｷｭｳﾏﾒｶﾞｷ 準危惧
ｴｺﾞﾉｷ科 ｱｻｶﾞﾗ 情報不足

ﾊｸｳﾝﾎﾞｸ 危惧Ⅱ
ｺﾊｸｳﾝﾎﾞｸ 危惧Ⅰ

ﾊｲﾉｷ科 ｻﾜﾌﾀｷﾞ 準危惧
ﾀﾝﾅｻﾜﾌﾀｷﾞ 分布重要
ﾊｲﾉｷ 分布重要

ﾓｸｾｲ科 ｱｵﾀﾞﾓ 危惧Ⅰ
ｻｲｺﾞｸｲﾎﾞﾀ 危惧Ⅱ
ｲﾎﾞﾀﾉｷ 分布重要
ﾐﾔﾏｲﾎﾞﾀ 危惧Ⅰ
ｳｽｷﾞﾓｸｾｲ 準絶滅危惧（ＮＴ） 危惧Ⅱ
ﾋｲﾗｷﾞ 危惧Ⅰ
ｼﾏﾓｸｾｲ 準危惧

ﾏﾁﾝ科 ﾎｳﾗｲｶｽﾞﾗ 分布重要
ﾘﾝﾄﾞｳ科 ﾘﾝﾄﾞｳ 分布重要 ○

ﾊﾙﾘﾝﾄﾞｳ 準危惧 ○
ﾌﾃﾞﾘﾝﾄﾞｳ 分布重要
ｱｹﾎﾞﾉｿｳ 分布重要
ｾﾝﾌﾞﾘ 分布重要 ○
ﾑﾗｻｷｾﾝﾌﾞﾘ 絶滅危惧II類（VU） 準危惧 ○
ﾂﾙﾘﾝﾄﾞｳ 分布重要

ｷｮｳﾁｸﾄｳ科 ﾃｲｶｶｽﾞﾗ 準危惧
ｶﾞｶﾞｲﾓ科 ｱｵｶﾓﾒﾂﾞﾙ 危惧Ⅰ

ﾌﾅﾊﾞﾗｿｳ 準危惧
ｽｽﾞｻｲｺ 絶滅危惧II類（VU） 危惧Ⅱ
ｺｲｹﾏ 危惧Ⅱ
ｵｵｶﾓﾒﾂﾞﾙ 準危惧
ｺｶﾓﾒﾂﾞﾙ 準危惧

ｱｶﾈ科 ｱﾘﾄﾞｵｼ 分布重要
ﾔﾏﾑｸﾞﾗ 分布重要
ﾖﾂﾊﾞﾑｸﾞﾗ 危惧Ⅱ
ｷﾊﾞﾅｶﾜﾗﾏﾂﾊﾞ 分布重要
ﾊｼｶｸﾞｻ 分布重要
ﾂﾙｱﾘﾄﾞｵｼ 準危惧
ﾋﾒﾂﾙｱﾘﾄﾞｵｼ 危惧Ⅱ
ｻﾂﾏｲﾅﾓﾘ ○
ｲﾅﾓﾘｿｳ 分布重要
ｱｶﾈ 分布重要
ｶｷﾞｶｽﾞﾗ 分布重要

ﾋﾙｶﾞｵ科 ﾋﾙｶﾞｵ 分布重要
ﾑﾗｻｷ科 ﾑﾗｻｷ 絶滅危惧IB類（EN） 危惧Ⅰ
ｸﾏﾂﾂﾞﾗ科 ｺﾑﾗｻｷ 分布重要

ﾑﾗｻｷｼｷﾌﾞ 分布重要
ﾔﾌﾞﾑﾗｻｷ 分布重要
ｸｻｷﾞ 分布重要
ﾊﾏｸｻｷﾞ 分布重要

ｼｿ科 ｶｲｼﾞﾝﾄﾞｳ 絶滅危惧IB類（EN） 危惧Ⅰ
ﾀﾆｼﾞｬｺｳｿｳ 危惧Ⅱ
ｸﾙﾏﾊﾞﾅ 分布重要
ﾔﾏﾄｳﾊﾞﾅ 分布重要
ﾌﾄﾎﾞﾅｷﾞﾅﾀｺｳｼﾞｭ 危惧Ⅱ
ﾅｷﾞﾅﾀｺｳｼﾞｭ 情報不足
ｶｷﾄﾞｵｼ 分布重要
ｵﾄﾞﾘｺｿｳ 危惧Ⅱ
ﾋﾒｷｾﾜﾀ 絶滅危惧IB類（EN） 準危惧
ﾔﾏｼﾞｵｳ 準危惧
ｷｾﾜﾀ 絶滅危惧II類（VU） 危惧Ⅱ
ｵｵﾏﾙﾊﾞﾉﾃﾝﾆﾝｿｳ 準危惧
ﾋﾒｻﾙﾀﾞﾋｺ 分布重要
ｺｼﾛﾈ 情報不足
ﾋｶｹﾞﾋﾒｼﾞｿ 分布重要
ﾔﾏｼﾞｿ 絶滅危惧II類（VU） 危惧Ⅱ
ｳﾂﾎﾞｸﾞｻ 分布重要
ﾔﾏﾊｯｶ 分布重要
ﾋｷｵｺｼ 準危惧
ｱｷﾁｮｳｼﾞ 危惧Ⅰ
ﾀｶｸﾏﾋｷｵｺｼ 危惧Ⅱ
ﾎｿﾊﾞｱｷﾉﾀﾑﾗｿｳ 準危惧
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表１－１２ 生育記録のある重要な植物種一覧 (7/10) 

分類名 科名 種名 文化財保護法
鹿児島県
条例指定

環境庁RDB
鹿児島県

RDB
公園

指定植物
ｱｷﾉﾀﾑﾗｿｳ 分布重要
ｷﾊﾞﾅｱｷｷﾞﾘ 危惧Ⅰ
ﾀﾂﾅﾐｿｳ 準危惧

ｼｿﾊﾞﾀﾂﾅﾐｿｳ 準危惧
ﾔﾏﾀﾂﾅﾐｿｳ 危惧Ⅰ

ﾅｽ科 ｲｶﾞﾎｵｽﾞｷ 準危惧

ﾔﾏﾎｵｽﾞｷ 絶滅危惧IB類（EN） 危惧Ⅱ
ﾏﾙﾊﾞﾉﾎﾛｼ 危惧Ⅱ

ｺﾞﾏﾉﾊｸﾞｻ科 ｺﾞﾏｸｻ 絶滅危惧IB類（EN） 準危惧
ｻﾜﾄｳｶﾞﾗｼ 分布重要
ｸﾓｲｺｺﾞﾒｸﾞｻ 危惧Ⅰ ○

ｵｵｱﾌﾞﾉﾒ 絶滅危惧II類（VU） 危惧Ⅰ
ｻｷﾞｺﾞｹ 分布重要
ﾂｸｼｼｵｶﾞﾏ 危惧Ⅰ ○

ｼｵｶﾞﾏｷﾞｸ 準危惧
ｺｼｵｶﾞﾏ 準危惧
ｺﾞﾏﾉﾊｸﾞｻ 危惧Ⅱ

ﾋﾅﾉｳｽﾂﾎﾞ 疑問種
ｵｵﾋﾅﾉｳｽﾂﾎﾞ 危惧Ⅱ
ｲﾇﾉﾌｸﾞﾘ 絶滅危惧II類（VU）

ｺｸﾜｶﾞﾀ 危惧Ⅰ
ｶﾜﾁﾞｼｬ 準絶滅危惧（ＮＴ） 準危惧
ﾄﾗﾉｵｽｽﾞｶｹ 危惧Ⅱ ○

ｷﾂﾈﾉﾏｺﾞ科 ｽｽﾞﾑｼﾊﾞﾅ 危惧Ⅰ
ｲﾜﾀﾊﾞｺ科 ｲﾜﾀﾊﾞｺ 準危惧 ○

ｼｼﾝﾗﾝ ○ 絶滅危惧IB類（EN） 危惧Ⅰ ○
ﾊﾏｳﾂﾎﾞ科 ｷﾖｽﾐｳﾂﾎﾞ 危惧Ⅰ ○
ﾀﾇｷﾓ科 ﾐﾐｶｷｸﾞｻ 準危惧 ○

ﾑﾗｻｷﾐﾐｶｷｸﾞｻ 絶滅危惧II類（VU） 危惧Ⅱ ○
ﾊｴﾄﾞｸｿｳ科 ﾊｴﾄﾞｸｿｳ 準危惧
ｽｲｶｽﾞﾗ科 ｺﾂｸﾊﾞﾈｳﾂｷﾞ 分布重要

ｷﾊﾞﾅｺﾂｸﾊﾞﾈｳﾂｷﾞ 分布重要
ﾂｸﾊﾞﾈｳﾂｷﾞ 危惧Ⅰ
ﾐﾔﾏｳｸﾞｲｽｶｸﾞﾗ 危惧Ⅰ

ｷﾀﾞﾁﾆﾝﾄﾞｳ 分布重要
ﾆﾜﾄｺ 準危惧
ｶﾞﾏｽﾞﾐ 分布重要

ﾃﾘﾊｺﾊﾞﾉｶﾞﾏｽﾞﾐ 分布重要
ｵｵｶﾒﾉｷ 危惧Ⅱ
ｵﾄｺﾖｳｿﾞﾒ 危惧Ⅱ
ｺﾔﾌﾞﾃﾞﾏﾘ 危惧Ⅱ
ｺﾞﾏｷﾞ 準危惧

ﾔﾏｼｸﾞﾚ 準危惧
ﾏﾙﾊﾞﾔﾏｼｸﾞﾚ 準危惧
ﾐﾔﾏｶﾞﾏｽﾞﾐ 危惧Ⅱ

ﾆｼｷｳﾂｷﾞ 準危惧
ｵﾐﾅｴｼ科 ｵﾐﾅｴｼ 危惧Ⅱ

ｵﾄｺｴｼ 分布重要

ｶﾉｺｿｳ 危惧Ⅱ
ｷｷｮｳ科 ｼﾃﾞｼｬｼﾞﾝ 地域絶滅？

ﾎﾀﾙﾌﾞｸﾛ 危惧Ⅱ

ﾂﾙﾆﾝｼﾞﾝ 危惧Ⅱ
ｻﾜｷﾞｷｮｳ 危惧Ⅱ ○
ｷｷｮｳ 絶滅危惧II類（VU） 危惧Ⅱ ○

ｷｸ科 ﾉﾌﾞｷ 準危惧
ﾓﾐｼﾞﾊｸﾞﾏ 準危惧
ｷｯｺｳﾊｸﾞﾏ 分布重要
ﾏﾙﾊﾞﾃｲｼｮｳｿｳ 絶滅危惧IB類（EN） 危惧Ⅰ
ﾎｿﾊﾞﾉﾔﾏﾊﾊｺ 準危惧

ｶﾜﾗﾖﾓｷﾞ 分布重要
ﾋﾒﾖﾓｷﾞ 準危惧
ﾖﾓｷﾞ 分布重要

ﾉｺﾝｷﾞｸ 準危惧
ﾀﾆｶﾞﾜｺﾝｷﾞｸ 準危惧
ｼﾗﾔﾏｷﾞｸ 分布重要

ｼｵﾝ 絶滅危惧II類（VU） 危惧Ⅰ ○
ｳﾗｷﾞｸ 絶滅危惧II類（VU） 危惧Ⅱ ○
ｵｹﾗ 危惧Ⅰ

ﾓﾐｼﾞｶﾞｻ 準危惧
ﾂｸｼｺｳﾓﾘｿｳ 危惧Ⅱ ○
ﾔﾌﾞﾀﾊﾞｺ 準危惧
ﾎｿﾊﾞｶﾞﾝｸﾋﾞｿｳ 準危惧
ﾋﾒｶﾞﾝｸﾋﾞｿｳ 準危惧

ﾋﾒｱｻﾞﾐ 準危惧
ﾉｱｻﾞﾐ 分布重要
ﾔﾅｷﾞｱｻﾞﾐ 準危惧

ｻﾂﾏｱｻﾞﾐ 危惧Ⅱ
ﾔﾏｱｻﾞﾐ 危惧Ⅰ
ﾂｸｼｱｻﾞﾐ 準危惧
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表１－１２ 生育記録のある重要な植物種一覧 (8/10) 

 分類名 科名 種名 文化財保護法
鹿児島県
条例指定

環境庁RDB
鹿児島県

RDB
公園

指定植物
ｸｻﾔﾂﾃﾞ 準危惧
ﾋﾖﾄﾞﾘﾊﾞﾅ 分布重要
ﾌｼﾞﾊﾞｶﾏ 絶滅危惧II類（VU）
ｻｹﾊﾞﾋﾖﾄﾞﾘ 分布重要
ｻﾜﾋﾖﾄﾞﾘ 分布重要
ｱｷﾉﾊﾊｺｸﾞｻ 絶滅危惧IB類（EN） 危惧Ⅱ
ﾔﾏｼﾞﾉｷﾞｸ 分布重要
ﾏﾝｼｭｳｽｲﾗﾝ 危惧Ⅰ
ｵｸﾞﾙﾏ 準危惧
ﾆｶﾞﾅ 分布重要
ﾖﾒﾅ 分布重要
ﾔﾌﾞﾀﾋﾞﾗｺ 分布重要
ｾﾝﾎﾞﾝﾔﾘ 準危惧
ｵﾀｶﾗｺｳ 危惧Ⅰ
ﾊﾝｶｲｿｳ 危惧Ⅱ ○
ｶｼﾜﾊﾞﾊｸﾞﾏ 危惧Ⅰ
ﾌｷ 分布重要
ﾌｸｵｳｿｳ 準危惧
ｼｭｳﾌﾞﾝｿｳ 分布重要
ﾋﾅﾋｺﾞﾀｲ 絶滅危惧IA類（CR） 危惧Ⅱ
ﾋﾒﾋｺﾞﾀｲ 絶滅危惧II類（VU）
ｷﾘｼﾏﾋｺﾞﾀｲ 危惧Ⅰ ○
ｵｶｵｸﾞﾙﾏ 準危惧
ｻﾜｵｸﾞﾙﾏ 危惧Ⅰ
ﾀﾑﾗｿｳ 危惧Ⅱ
ﾒﾅﾓﾐ 準危惧
ｱｷﾉｷﾘﾝｿｳ 分布重要
ﾔﾏｺｶﾞﾈｷﾞｸ 準危惧
ｱｵﾔｷﾞﾊﾞﾅ 危惧Ⅰ
ﾔﾌﾞﾚｶﾞｻ 準危惧
ﾊﾊﾞﾔﾏﾎﾞｸﾁ 準危惧
ｷｸﾊﾞﾔﾏﾎﾞｸﾁ 危惧Ⅰ
ﾔｸｼｿｳ 分布重要

　　単子葉植物 ｵﾓﾀﾞｶ科 ｱｷﾞﾅｼ 準絶滅危惧（ＮＴ） 危惧Ⅱ
ｳﾘｶﾜ 準危惧

ﾄﾁｶｶﾞﾐ科 ｽﾌﾞﾀ 絶滅危惧II類（VU） 危惧Ⅱ
ﾔﾅｷﾞｽﾌﾞﾀ 危惧Ⅰ
ｸﾛﾓ 準危惧
ﾄﾁｶｶﾞﾐ 準危惧

ﾋﾙﾑｼﾛ科 ｵﾋﾙﾑｼﾛ 危惧Ⅰ
ｱﾏﾓ科 ｺｱﾏﾓ 準危惧
ｲﾊﾞﾗﾓ科 ｻｶﾞﾐﾄﾘｹﾞﾓ 絶滅危惧IB類（EN） 危惧Ⅰ
ﾎﾝｺﾞｳｿｳ科 ﾎﾝｺﾞｳｿｳ 絶滅危惧IB類（EN） 危惧Ⅰ ○
ﾕﾘ科 ﾈﾊﾞﾘﾉｷﾞﾗﾝ 危惧Ⅰ

ﾔﾏﾗｯｷｮｳ 準危惧 ○
ｳﾊﾞﾕﾘ 準危惧
ｼﾗｲﾄｿｳ 準危惧 ○
ｷﾊﾞﾅﾁｺﾞﾕﾘ 危惧Ⅰ
ﾎｳﾁｬｸｿｳ 危惧Ⅱ
ﾋﾒﾎｳﾁｬｸｿｳ 危惧Ⅱ
ﾁｺﾞﾕﾘ 危惧Ⅰ
ﾂｸｼｼｮｳｼﾞｮｳﾊﾞｶﾏ 危惧Ⅱ ○
ﾔｸｼﾏｼｮｳｼﾞｮｳﾊﾞｶﾏ 危惧Ⅰ ○
ｶﾗｽｷﾊﾞｻﾝｷﾗｲ 準危惧
ﾄｳｷﾞﾎﾞｳｼ 危惧Ⅱ
ｺﾊﾞｷﾞﾎﾞｳｼ 危惧Ⅱ
ｻｲｺｸｲﾜｷﾞﾎﾞｳｼ 危惧Ⅰ
ﾉﾋﾒﾕﾘ 危惧Ⅰ ○
ﾏｲﾂﾞﾙｿｳ 危惧Ⅱ
ﾉｷﾞﾗﾝ 準危惧
ｼﾞｬﾉﾋｹﾞ 準危惧
ﾅｶﾞﾊﾞｼﾞｬﾉﾋｹﾞ 準危惧
ﾂｸﾊﾞﾈｿｳ 危惧Ⅱ
ﾅﾙｺﾕﾘ 危惧Ⅱ
ｱﾏﾄﾞｺﾛ 危惧Ⅱ
ｵﾓﾄ 危惧Ⅱ
ｻﾙﾄﾘｲﾊﾞﾗ 分布重要
ﾔｸｼﾏｶｶﾗ 準危惧
ﾀﾁｼｵﾃﾞ 準危惧
ﾔﾏｼﾞﾉﾎﾄﾄｷﾞｽ 分布重要
ﾎﾄﾄｷﾞｽ 分布重要
ﾔﾏﾎﾄﾄｷﾞｽ 情報不足
ﾎｿﾊﾞｼｭﾛｿｳ 危惧Ⅰ

ﾋｶﾞﾝﾊﾞﾅ科 ﾊﾏｵﾓﾄ ○
ｷﾂﾈﾉｶﾐｿﾘ 危惧Ⅱ
ｵｵｷﾂﾈﾉｶﾐｿﾘ 危惧Ⅱ

ﾔﾏﾉｲﾓ科 ﾔﾏﾉｲﾓ 分布重要
ｶｴﾃﾞﾄﾞｺﾛ 分布重要
ｷｸﾊﾞﾄﾞｺﾛ 情報不足
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表１－１２ 生育記録のある重要な植物種一覧 (9/10) 

分類名 科名 種名 文化財保護法
鹿児島県
条例指定

環境庁RDB
鹿児島県

RDB
公園

指定植物
ｵﾆﾄﾞｺﾛ 分布重要

ｱﾔﾒ科 ﾋｵｳｷﾞ 準危惧
ｶｷﾂﾊﾞﾀ 絶滅危惧II類（VU）
ｱﾔﾒ 情報不足
ｷﾘｼﾏｼﾛｱﾔﾒ 地域絶滅？

ﾋﾅﾉｼｬｸｼﾞｮｳ科 ｼﾛｼｬｸｼﾞｮｳ 準危惧 ○
ｷﾘｼﾏｼｬｸｼﾞｮｳ 絶滅危惧IA類（CR） 危惧Ⅰ ○
ｷﾘｼﾏﾀﾇｷﾉｼｮｸﾀﾞｲ 危惧Ⅰ ○

ｲｸﾞｻ科 ﾋﾒｺｳｶﾞｲｾﾞｷｼｮｳ 準危惧
ｱｵｺｳｶﾞｲｾﾞｷｼｮｳ 危惧Ⅱ
ﾎｿｲ 準危惧
ｸｻｲ 分布重要
ﾔﾏｽｽﾞﾒﾉﾋｴ 分布重要

ﾂﾕｸｻ科 ﾔﾌﾞﾐｮｳｶﾞ 分布重要
ﾎｼｸｻ科 ｲﾄｲﾇﾉﾋｹﾞ 準危惧

ﾆｯﾎﾟﾝｲﾇﾉﾋｹﾞ 危惧Ⅰ
ｲﾇﾉﾋｹﾞ 危惧Ⅰ
ﾋﾛﾊｲﾇﾉﾋｹﾞ 分布重要

ｲﾈ科 ﾐﾔﾏﾇｶﾎﾞ 危惧Ⅱ
ﾔﾏｶﾓｼﾞｸﾞｻ 分布重要
ﾉｶﾞﾘﾔｽ 準危惧
ｷﾘｼﾏﾉｶﾞﾘﾔｽ 危惧Ⅰ
ﾋﾒﾉｶﾞﾘﾔｽ 危惧Ⅰ
ｶﾝﾁｸ 危惧Ⅱ
ﾋﾛﾊﾉｺﾒｽｽｷ 危惧Ⅰ
ﾔﾏﾄﾎﾞｼｶﾞﾗ 情報不足
ｳｼﾉｼｯﾍﾟｲ 準危惧
ｶﾓﾉﾊｼ 分布重要
ｻﾔﾇｶｸﾞｻ 準危惧
ﾐﾔﾏｻｻｶﾞﾔ 分布重要
ｶﾘﾔｽﾓﾄﾞｷ 地域絶滅？
ﾇﾏｶﾞﾔ 危惧Ⅱ
ﾈｽﾞﾐｶﾞﾔ 準危惧
ｷﾀﾞﾁﾉﾈｽﾞﾐｶﾞﾔ 情報不足
ｸｻﾖｼ 準危惧
ﾒﾀﾞｹ 分布重要
ﾔﾏﾐｿﾞｲﾁｺﾞﾂﾅｷﾞ 準危惧
ｷﾘｼﾏｽｽﾞ 危惧Ⅰ
ﾆｯｺｳｻﾞｻ 情報不足
ﾐﾔｺｻﾞｻ 分布重要
ｸﾏｻﾞｻ 分布重要
ｽｽﾞﾀｹ 分布重要
ﾅﾘﾋﾗﾀﾞｹ 準危惧
ｵｶﾒｻﾞｻ 分布重要
ｵｵｱﾌﾞﾗｽｽｷ 危惧Ⅱ
ﾒｶﾞﾙｶﾔ 分布重要
ｼﾊﾞ 分布重要

ｻﾄｲﾓ科 ｼｮｳﾌﾞ 分布重要
ｾｷｼｮｳ 分布重要
ﾏｲﾂﾞﾙﾃﾝﾅﾝｼｮｳ 絶滅危惧II類（VU） 危惧Ⅰ
ﾋﾒｳﾗｼﾏｿｳ 準危惧
ﾋﾒﾃﾝﾅﾝｼｮｳ 分布重要 ○
ﾏﾑｼｸﾞｻ 分布重要
ﾂｸｼﾋﾄﾂﾊﾞﾃﾝﾅﾝｼｮｳ 準危惧

ｳｷｸｻ科 ｱｵｳｷｸｻ 分布重要
ｶﾞﾏ科 ｶﾞﾏ 準危惧

ｺｶﾞﾏ 分布重要
ｶﾔﾂﾘｸﾞｻ科 ｲﾄﾊﾅﾋﾞﾃﾝﾂｷ 準危惧

ｲﾄﾃﾝﾂｷ 絶滅危惧II類（VU） 準危惧
ｴﾅｼﾋｺﾞｸｻ 危惧Ⅰ
ﾏﾂﾊﾞｽｹﾞ 分布重要
ｼｮｳｼﾞｮｳｽｹﾞ 危惧Ⅰ
ﾔﾏｼﾞｽｹﾞ 危惧Ⅰ
ｺｲﾜｶﾝｽｹﾞ 準危惧 ○
ﾋﾒｶﾝｽｹﾞ 分布重要
ｵﾆｽｹﾞ 準危惧
ﾀﾆｶﾞﾜｽｹﾞ 危惧Ⅱ
ﾀｲﾜﾝｽｹﾞ 絶滅危惧IB類（EN） 危惧Ⅱ
ｻﾅｷﾞｽｹﾞ 分布重要
ｺﾊﾘｽｹﾞ 危惧Ⅰ
ﾃｷﾘｽｹﾞ 分布重要
ｻﾂﾏｽｹﾞ 準危惧
ｺﾞｳｿ 準危惧
ｹﾋｴｽｹﾞ 危惧Ⅰ
ﾋﾒｼﾗｽｹﾞ 準危惧
ﾔﾁｶﾜｽﾞｽｹﾞ 危惧Ⅰ ○
ﾋﾒｽｹﾞ 準危惧
ｼﾗｺｽｹﾞ 分布重要
ﾂﾙｶﾐｶﾜｽｹﾞ 危惧Ⅰ ○
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表１－１２ 生育記録のある重要な植物種一覧 (10/10) 

 分類名 科名 種名 文化財保護法
鹿児島県
条例指定

環境庁RDB
鹿児島県

RDB
公園

指定植物
ｵｵｲﾄｽｹﾞ 危惧Ⅰ
ｱﾌﾞﾗｼﾊﾞ 分布重要
ﾂﾙﾅｼｵｵｲﾄｽｹﾞ 危惧Ⅱ
ｶﾔﾂﾘｸﾞｻ 分布重要
ｳｼｸｸﾞ 分布重要
ﾔﾘﾊﾘｲ 準危惧
ｵｵﾇﾏﾊﾘｲ 情報不足
ﾁｬﾎﾞｲ 絶滅危惧II類（VU） 危惧Ⅱ
ﾂｸｼﾃﾝﾂｷ 絶滅危惧II類（VU） 準危惧 ○
ｺｲﾇﾉﾊﾅﾋｹﾞ 分布重要
ﾂｸｼｱﾌﾞﾗｶﾞﾔ 絶滅危惧IB類（EN） 危惧Ⅱ
ﾌﾄｲ 分布重要
ｱﾌﾞﾗｶﾞﾔ 分布重要
ｺｼﾝｼﾞｭｶﾞﾔ 準危惧

ｼｮｳｶﾞ科 ﾊﾅﾐｮｳｶﾞ 分布重要
ﾗﾝ科 ｼﾗﾝ 準絶滅危惧（ＮＴ） 危惧Ⅱ

ﾏﾒﾂﾞﾀﾗﾝ 絶滅危惧II類（VU） 危惧Ⅱ ○
ﾑｷﾞﾗﾝ 絶滅危惧II類（VU） 危惧Ⅱ ○
ｷﾘｼﾏｴﾋﾞﾈ ○ 絶滅危惧IA類（CR） 危惧Ⅰ ○
ｴﾋﾞﾈ 絶滅危惧II類（VU） 危惧Ⅱ ○
ﾅﾂｴﾋﾞﾈ 絶滅危惧II類（VU） 危惧Ⅱ ○
ｷｴﾋﾞﾈ 絶滅危惧IB類（EN） 危惧Ⅱ ○
ｻﾙﾒﾝｴﾋﾞﾈ 絶滅危惧IB類（EN） 危惧Ⅰ ○
ｷﾞﾝﾗﾝ 危惧Ⅰ
ﾕｳｼｭﾝﾗﾝ 絶滅危惧II類（VU） 危惧Ⅰ
ｷﾝﾗﾝ 絶滅危惧II類（VU） 準危惧
ｻｲﾊｲﾗﾝ 準危惧 ○
ｼｭﾝﾗﾝ 危惧Ⅱ ○
ｶﾝﾗﾝ ○ 絶滅危惧IA類（CR） 危惧Ⅰ ○
ｸﾏｶﾞｲｿｳ 絶滅危惧II類（VU） 危惧Ⅱ ○
ｾｯｺｸ 準危惧 ○
ｴｿﾞｽｽﾞﾗﾝ 危惧Ⅰ
ｶｷﾗﾝ 分布重要 ○
ﾀｼﾛﾗﾝ 準絶滅危惧（ＮＴ） 危惧Ⅱ ○
ｵｻﾗﾝ 絶滅危惧IB類（EN） 危惧Ⅱ ○
ﾂﾁｱｹﾋﾞ 準危惧 ○
ｵﾆﾉﾔｶﾞﾗ 危惧Ⅰ ○
ｸﾛﾔﾂｼﾛﾗﾝ 絶滅危惧IB類（EN） 危惧Ⅰ
ｱｹﾎﾞﾉｼｭｽﾗﾝ 準危惧 ○
ﾂﾘｼｭｽﾗﾝ 危惧Ⅱ ○
ﾐﾔﾏｳｽﾞﾗ 分布重要 ○
ﾀﾞｲｻｷﾞｿｳ 絶滅危惧IB類（EN） 危惧Ⅱ
ﾑｶｺﾞﾄﾝﾎﾞ 絶滅危惧IA類（CR） 準危惧 ○
ﾋﾒﾉﾔｶﾞﾗ 危惧Ⅱ ○
ﾑﾖｳﾗﾝ 危惧Ⅱ ○
ｸﾓｷﾘｿｳ 危惧Ⅰ ○
ｺｸﾗﾝ ○
ｻｻﾊﾞﾗﾝ 危惧Ⅱ ○
ｱｵﾌﾀﾊﾞﾗﾝ 危惧Ⅰ ○
ﾂｸｼｱﾘﾄﾞｵｼﾗﾝ 絶滅危惧IA類（CR） 危惧Ⅰ ○
ﾌｳﾗﾝ ○ 絶滅危惧II類（VU） 危惧Ⅰ ○
ﾑｶｺﾞｻｲｼﾝ 絶滅危惧IA類（CR） 危惧Ⅰ
ﾖｳﾗｸﾗﾝ 危惧Ⅱ ○
ｳﾁｮｳﾗﾝ ○ 絶滅危惧II類（VU） 危惧Ⅰ ○
ｺｹｲﾗﾝ 危惧Ⅱ ○
ｶﾞﾝｾﾞｷﾗﾝ ○ 絶滅危惧IA類（CR） 危惧Ⅰ ○
ﾆｲﾀｶﾁﾄﾞﾘ 情報不足 ○
ﾂｸｼﾁﾄﾞﾘ 絶滅危惧IB類（EN） 危惧Ⅱ
ｼﾞﾝﾊﾞｲｿｳ 危惧Ⅰ ○
ﾐｽﾞﾁﾄﾞﾘ 危惧Ⅰ
ﾔﾏｻｷﾞｿｳ 危惧Ⅰ ○
ｵｵﾊﾞﾉﾄﾝﾎﾞｿｳ 危惧Ⅱ ○
ﾄｷｿｳ 絶滅危惧II類（VU） 情報不足 ○
ﾔﾏﾄｷｿｳ 危惧Ⅱ ○
ｶﾔﾗﾝ 危惧Ⅰ ○
ﾅｺﾞﾗﾝ ○ 絶滅危惧IA類（CR） 危惧Ⅰ ○
ﾋﾄﾂﾎﾞｸﾛ 危惧Ⅰ ○

 

 

種の保存法に係る植物種の生育記録は無い。 

 

注)文化財保護法：｢文化財保護法 法律第 214 号｣(文化庁 1950) 

  種の保存法：｢絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律 法律第 75 号｣(環境庁 1992) 

  鹿児島県条例指定：「鹿児島県希少野生動植物の保護に関する条例」(鹿児島県条例第 11 号 2003) 

環境庁 RDB：｢改訂 日本の絶滅のおそれのある野生生物 レッドデータブック 植物 1｣(環境庁 2000) 

  県 RDB：｢鹿児島県の絶滅のおそれのある野生動植物 植物編 –鹿児島県ﾚｯﾄﾞﾃﾞｰﾀﾌﾞｯｸ-｣(鹿児島県 2003) 

  公園指定植物：｢国立、国定公園特別地域内 指定植物図鑑 –南近畿・南四国・九州編-｣(環境庁 昭和 60 年) 
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図１－８ 生育記録のある重要な植物記録位置 
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13. 霧島山のﾐﾔﾏｷﾘｼﾏ-ﾏｲﾂﾞﾙｿｳ群落 18. 大浪池斜面のﾂｶﾞ林
14. 霧島山のﾐｽﾞﾅﾗ林 19. 霧島林田付近のﾓﾐ林 

  
15. 霧島山のﾌﾞﾅｰｽｽﾞﾀｹ群集 22. 大隈半島北西部のｽｽｷ草原
16. 韓国山のﾊﾘﾓﾐ林 34. 鹿児島湾沿岸のｱｺｳ個体群

17. えびののﾉｶｲﾄﾞｳが自生する群落

ｺﾊｸｳﾝﾎﾞｸ ｺﾊﾞﾉｸﾛﾂﾞﾙ ﾋﾒﾖﾓｷﾞ
ﾎｿﾊﾞﾄｳｹﾞｼﾊﾞ ﾊｲｵﾄｷﾞﾘ ｸﾛﾀｷｶｽﾞﾗ ﾉｺﾝｷﾞｸ
ﾋﾓﾗﾝ ｵﾆｺﾅｽﾋﾞ ｹﾝﾎﾟﾅｼ ﾓﾐｼﾞｶﾞｻ
ﾊｸﾓｳｲﾉﾃﾞ ｻﾙﾅｼ ｺﾊﾞﾉｸﾛｳﾒﾓﾄﾞｷ ﾂｸｼｺｳﾓﾘｿｳ
ﾐﾔﾏﾉｷｼﾉﾌﾞ ﾏﾀﾀﾋﾞ ﾌｶｷﾞﾚｵｵﾓﾐｼﾞ ﾎｿﾊﾞｶﾞﾝｸﾋﾞｿｳ
ｵｵｸﾎﾞｼﾀﾞ ｼﾛﾄﾞｳﾀﾞﾝ ﾁﾄﾞﾘﾉｷ ﾋﾒｶﾞﾝｸﾋﾞｿｳ
ｲﾁｲ ﾍﾞﾆﾄﾞｳﾀﾞﾝ ｺﾐﾈｶｴﾃﾞ ﾋﾒｱｻﾞﾐ
ｲﾇｶﾞﾔ ﾋｶｹﾞﾂﾂｼﾞ ｲﾀﾔｶｴﾃﾞ ﾔﾅｷﾞｱｻﾞﾐ
ﾊﾞﾗﾓﾐ ｷﾘｼﾏﾐﾂﾊﾞﾂﾂｼﾞ ｲﾛﾊﾓﾐｼﾞ ｻﾂﾏｱｻﾞﾐ
ﾋﾞｬｸｼﾝ ｷﾘｼﾏﾂﾂｼﾞ ﾂﾀｳﾙｼ ﾂｸｼｱｻﾞﾐ
ﾎｵﾉｷ ﾊﾞｲｶﾂﾂｼﾞ ﾏﾂｶｾﾞｿｳ ｸｻﾔﾂﾃﾞ
ｺﾌﾞｼ ｳﾝｾﾞﾝﾂﾂｼﾞ ｺｸｻｷﾞ ｱｷﾉﾊﾊｺｸﾞｻ
ｵｵﾔﾏﾚﾝｹﾞ ｹｱｸｼﾊﾞ ｺﾐﾔﾏｶﾀﾊﾞﾐ ﾏﾝｼｭｳｽｲﾗﾝ
ｼﾛﾓｼﾞ ｳﾒｶﾞｻｿｳ ﾂﾘﾌﾈｿｳ ｾﾝﾎﾞﾝﾔﾘ
ﾏﾂﾌﾞｻ ｼｬｸｼﾞｮｳｿｳ ｺｼｱﾌﾞﾗ ｵﾀｶﾗｺｳ
ﾒｷﾞ ｲﾁﾔｸｿｳ ﾊﾘｷﾞﾘ ﾊﾝｶｲｿｳ
ﾊﾅｶｽﾞﾗ ｱﾜﾓﾘｼｮｳﾏ ﾄﾁﾊﾞﾆﾝｼﾞﾝ ﾌｸｵｳｿｳ
ﾀﾝﾅﾄﾘｶﾌﾞﾄ ﾁﾀﾞｹｻｼ ﾎｿﾊﾞﾉﾀﾞｹ ﾋﾅﾋｺﾞﾀｲ
ﾔﾏｵﾀﾞﾏｷ ｲﾜﾎﾞﾀﾝ ﾂｸｼｾﾞﾘ ｷﾘｼﾏﾋｺﾞﾀｲ
ｵｵﾊﾞｼｮｳﾏ ﾀﾁﾈｺﾉﾒｿｳ ﾐｼﾏｻｲｺ ｵｶｵｸﾞﾙﾏ
ﾀｶﾈﾊﾝｼｮｳﾂﾞﾙ ｶﾞｸｳﾂｷﾞ ﾔﾏｾﾞﾘ ﾔﾏｺｶﾞﾈｷﾞｸ
ﾉｶﾗﾏﾂ ﾔﾏｱｼﾞｻｲ ﾐﾂﾊﾞｸﾞｻ ｱｵﾔｷﾞﾊﾞﾅ
ｱﾜﾌﾞｷ ﾔﾊｽﾞｱｼﾞｻｲ ﾊﾙﾘﾝﾄﾞｳ ﾔﾌﾞﾚｶﾞｻ
ﾅﾝﾊﾞﾝﾊｺﾍﾞ ﾔｼｬﾋﾞｼｬｸ ﾑﾗｻｷｾﾝﾌﾞﾘ ﾊﾊﾞﾔﾏﾎﾞｸﾁ
ﾔﾅｷﾞｲﾉｺｽﾞﾁ ﾔｸｼﾏﾀﾞｲﾓﾝｼﾞｿｳ ｽｽﾞｻｲｺ ﾋﾒﾂﾙｱﾘﾄﾞｵｼ
ﾏﾙﾐﾉﾔﾏｺﾞﾎﾞｳ ｸｻﾎﾞｹ ｲｶﾞﾎｵｽﾞｷ ｵｵｶﾒﾉｷ
ﾐﾔﾏﾀﾆｿﾊﾞ ｼﾓﾂｹｿｳ ﾏﾙﾊﾞﾉﾎﾛｼ ｵﾄｺﾖｳｿﾞﾒ
ﾀﾆｿﾊﾞ ﾜﾀｹﾞｶﾏﾂｶ ﾑﾗｻｷ ｺﾔﾌﾞﾃﾞﾏﾘ
ﾔﾏｸﾞﾙﾏ ｲﾇｻﾞｸﾗ ｶｲｼﾞﾝﾄﾞｳ ｺﾞﾏｷﾞ
ｶﾂﾗ ﾔﾏﾅｼ ﾀﾆｼﾞｬｺｳｿｳ ｶﾉｺｿｳ
ｷﾘｼﾏﾐｽﾞｷ ﾊﾞﾗｲﾁｺﾞ ﾌﾄﾎﾞﾅｷﾞﾅﾀｺｳｼﾞｭ ﾏｲﾂﾞﾙﾃﾝﾅﾝｼｮｳ
ﾌﾞﾅ ﾆｶﾞｲﾁｺﾞ ｵｵﾏﾙﾊﾞﾉﾃﾝﾆﾝｿｳ ﾋﾒｳﾗｼﾏｿｳ
ﾐｽﾞﾅﾗ ｺﾊﾞﾉﾌﾕｲﾁｺﾞ ｱｷﾁｮｳｼﾞ ﾂｸｼﾋﾄﾂﾊﾞﾃﾝﾅﾝｼｮｳ
ﾔﾏﾊﾝﾉｷ ｴﾋﾞｶﾞﾗｲﾁｺﾞ ﾀｶｸﾏﾋｷｵｺｼ ｲﾄｲﾇﾉﾋｹﾞ
ﾋｺﾞｽﾐﾚ ﾅﾅｶﾏﾄﾞ ｷﾊﾞﾅｱｷｷﾞﾘ ﾆｯﾎﾟﾝｲﾇﾉﾋｹﾞ
ｴｲｻﾞﾝｽﾐﾚ ｳﾗｼﾞﾛﾉｷ ｺﾊﾞﾉﾄﾈﾘｺ ｲﾇﾉﾋｹﾞ
ﾏﾙﾊﾞｽﾐﾚ ｼﾛﾊﾞﾅｼﾓﾂｹ ｻｲｺﾞｸｲﾎﾞﾀ ｱｵｺｳｶﾞｲｾﾞｷｼｮｳ
ﾎｺﾊﾞｽﾐﾚ ｹﾔﾌﾞﾊｷﾞ ﾐﾔﾏｲﾎﾞﾀ ｲﾄﾃﾝﾂｷ
ｼﾛﾊﾞﾅｽﾐﾚ ﾉｻｻｹﾞ ｸﾓｲｺｺﾞﾒｸﾞｻ ｼｮｳｼﾞｮｳｽｹﾞ
ﾓﾐｼﾞｶﾗｽｳﾘ ﾆﾜﾌｼﾞ ﾂｸｼｼｵｶﾞﾏ ｻﾂﾏｽｹﾞ
ﾓｳｾﾝｺﾞｹ ｸﾏﾔﾏｸﾞﾐ ｼｵｶﾞﾏｷﾞｸ ｺﾞｳｿ
ﾀｶﾄｳﾀﾞｲ ﾐﾔﾏﾀﾆﾀﾃﾞ ｺﾞﾏﾉﾊｸﾞｻ ﾋﾒｼﾗｽｹﾞ
ﾅﾂﾄｳﾀﾞｲ ﾀﾆﾀﾃﾞ ｵｵﾋﾅﾉｳｽﾂﾎﾞ ﾔﾁｶﾜｽﾞｽｹﾞ
ﾋﾒｼｬﾗ ﾋﾒﾉﾎﾞﾀﾝ ｷﾖｽﾐｳﾂﾎﾞ ｺﾊﾘｽｹﾞ
ﾅﾂﾂﾊﾞｷ ｻﾜﾌﾀｷﾞ ｲﾜﾀﾊﾞｺ ﾋﾒｽｹﾞ
ﾋｺｻﾝﾋﾒｼｬﾗ ﾊﾅｲｶﾀﾞ ｽｽﾞﾑｼﾊﾞﾅ ﾂﾙﾅｼｵｵｲﾄｽｹﾞ
ﾘｭｳｷｭｳﾏﾒｶﾞｷ ﾏﾂｸﾞﾐ ﾂﾙﾆﾝｼﾞﾝ ﾂｸｼﾃﾝﾂｷ
ｵｵﾊﾞｲﾇﾂｹﾞ ﾔﾄﾞﾘｷﾞ ﾉﾌﾞｷ ﾂｸｼｱﾌﾞﾗｶﾞﾔ
ｱｵﾊﾀﾞ ｵｵｽﾐﾂﾁﾄﾘﾓﾁ ﾓﾐｼﾞﾊｸﾞﾏ ﾐﾔﾏﾇｶﾎﾞ

ｲﾜｶｶﾞﾐ ｱｵﾂﾘﾊﾞﾅ ﾎｿﾊﾞﾉﾔﾏﾊﾊｺ ﾉｶﾞﾘﾔｽ

凡　　　　例

A.霧島山系
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A.霧島山系 ﾊｸｳﾝﾎﾞｸ ｵﾋﾙﾑｼﾛ M.長尾山
ｷﾘｼﾏﾉｶﾞﾘﾔｽ ﾏﾀﾀﾋﾞ ｷﾘｼﾏｼﾛｱﾔﾒ ｷﾝﾗﾝ
ﾋﾒﾉｶﾞﾘﾔｽ ﾂｸｼﾑﾚｽｽﾞﾒ ﾏﾒﾂﾞﾀﾗﾝ ｳﾁｮｳﾗﾝ
ｶﾝﾁｸ ﾌｼﾞ ﾑｷﾞﾗﾝ N.林田温泉
ﾋﾛﾊﾉｺﾒｽｽｷ ﾋﾒﾉﾎﾞﾀﾝ ｴｿﾞｽｽﾞﾗﾝ ﾀﾂﾅﾐｿｳ
ﾔﾏﾄﾎﾞｼｶﾞﾗ ﾆｼｷｷﾞ ｶﾔﾗﾝ O.表木山
ｶﾘﾔｽﾓﾄﾞｷ ｸﾏｶﾞﾜﾌﾞﾄﾞｳ ﾋﾄﾂﾎﾞｸﾛ ｼﾃﾞｼｬｼﾞﾝ
ﾇﾏｶﾞﾔ ﾐﾂﾊﾞｸﾞｻ E.大浪池 P.丸尾温泉
ﾈｽﾞﾐｶﾞﾔ ﾀﾆｼﾞｬｺｳｿｳ ｵｵﾔﾏﾚﾝｹﾞ ﾀﾆｶﾞﾜｽｹﾞ
ｷﾀﾞﾁﾉﾈｽﾞﾐｶﾞﾔ ﾋﾒｷｾﾜﾀ ﾊｲﾋｶｹﾞﾂﾂｼﾞ Q.高屋山稜
ﾆｯｺｳｻﾞｻ ﾎｿﾊﾞｱｷﾉﾀﾑﾗｿｳ ﾋﾒﾚﾝｹﾞ ｺﾊﾞﾅﾉﾜﾚﾓｺｳ
ｷﾂﾈﾉｶﾐｿﾘ ﾀﾂﾅﾐｿｳ ｲﾜｷﾝﾊﾞｲ
ｵｵｷﾂﾈﾉｶﾐｿﾘ ｺﾞﾏｸｻ ｺｺﾞﾒｳﾂｷﾞ
ｼﾛｼｬｸｼﾞｮｳ ｽｽﾞﾑｼﾊﾞﾅ ｼｿﾊﾞﾀﾂﾅﾐｿｳ
ｷﾘｼﾏｼｬｸｼﾞｮｳ ﾏﾙﾊﾞﾃｲｼｮｳｿｳ ｺﾊﾞﾉﾄﾈﾘｺ
ﾋｵｳｷﾞ ﾀﾆｶﾞﾜｺﾝｷﾞｸ ﾋﾒﾎｳﾁｬｸｿｳ
ﾔﾏﾗｯｷｮｳ ｻﾂﾏｱｻﾞﾐ ﾏｲﾂﾞﾙｿｳ
ｼﾗｲﾄｿｳ ｸｻﾔﾂﾃﾞ ﾂｸｼﾁﾄﾞﾘ
ﾂｸｼｼｮｳｼﾞｮｳﾊﾞｶﾏ ﾔﾌﾞﾚｶﾞｻ F.新燃岳
ｺﾊﾞｷﾞﾎﾞｳｼ ﾋﾒｳﾗｼﾏｿｳ ﾏﾝﾈﾝｽｷﾞ
ﾏｲﾂﾞﾙｿｳ ｵﾆｽｹﾞ ﾋﾒｸﾛﾓｼﾞ
ﾂｸﾊﾞﾈｿｳ ﾀｲﾜﾝｽｹﾞ ﾔﾏｱｼﾞｻｲ
ﾅﾙｺﾕﾘ ﾂｸｼｱﾌﾞﾗｶﾞﾔ ﾔﾏﾌﾞｷｼｮｳﾏ
ｱﾏﾄﾞｺﾛ ｳｼﾉｼｯﾍﾟｲ ﾀﾆﾀﾃﾞ
ｵﾓﾄ ﾅﾘﾋﾗﾀﾞｹ ｺﾊﾞﾉｸﾛｳﾒﾓﾄﾞｷ
ﾔﾏﾎﾄﾄｷﾞｽ ｼﾗｲﾄｿｳ ｸﾓｲｺｺﾞﾒｸﾞｻ
ﾎｿﾊﾞｼｭﾛｿｳ ｶﾗｽｷﾊﾞｻﾝｷﾗｲ ｺｸﾜｶﾞﾀ
ﾏﾒﾂﾞﾀﾗﾝ ｼﾞｬﾉﾋｹﾞ ﾀﾁｼｵﾃﾞ
ｷﾘｼﾏｴﾋﾞﾈ ﾅｶﾞﾊﾞｼﾞｬﾉﾋｹﾞ G.韓国岳
ｴﾋﾞﾈ ｴﾋﾞﾈ ﾔﾏﾌﾞｷｼｮｳﾏ
ｻﾙﾒﾝｴﾋﾞﾈ ﾀﾞｲｻｷﾞｿｳ ﾂﾙｷﾝﾊﾞｲ
ｷﾝﾗﾝ ﾑｶｺﾞﾄﾝﾎﾞ ｺﾊﾞﾉﾄﾈﾘｺ
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ｃ．植 生 

重要な植生の選定については、環境庁(1980)、日本自然保護協会ほか(1996)に記載の植

生を対象としました。これによると、霧島市に発達記録のある重要な植生としては表１－

１３のとおり、「霧島山のミヤマキリシマ－マイヅルソウ群落」、「霧島山のミズナラ林」、

「霧島山のブナ－スズタケ群集」、「韓国岳のハリモミ林」、「えびののノカイドウが自生す

る群落」、「大浪池斜面のツガ林」、「霧島林田付近のモミ林」、「大隅半島北西部のススキ草

原」、「鹿児島湾沿岸のアコウ個体群」の 9 植生が上げられます。 

これらの植生の発達場所は、図１－８に示したとおりです。 

 

表１－１３ 霧島市に発達記録のある重要な植生 

件名
図面対
象番号

相観区分 立地区分
面積
(ha) 環境庁1) 群落RDB2)

霧島山のミヤマキリシマ－マイヅル
ソウ群集

13 冷温帯夏緑広葉低木林 風衝地 50 希な群落 破壊の危惧

霧島山のミズナラ林 14 冷温帯夏緑広葉高木林
火山噴出物堆積地（溶岩原、
新期火山灰堆積地など）

100 自然林 破壊の危惧

霧島山のブナ－スズタケ群集 15 冷温帯夏緑広葉高木林
火山噴出物堆積地（溶岩原、
新期火山灰堆積地など）

50 自然林 破壊の危惧

韓国岳のハリモミ林 16 冷温帯夏緑広葉高木林
火山噴出物堆積地（溶岩原、
新期火山灰堆積地など）

15 分布限界 破壊の危惧

えびののノカイドウが自生する群落 17 個体群 10 稀な群落 破壊の危惧

大浪池斜面のツガ林 18 暖温帯常緑針葉高木林 550 自然林 緊急に対応必要

霧島林田付近のモミ林 19 暖温帯常緑針葉高木林 30 自然林 破壊の危惧

大隅半島北西部のススキ草原 20 暖温帯単子葉草本草原 150 郷土景観 対策必要

鹿児島湾沿岸のアコウ個体群 34 個体群 海岸付近 稀な群落 －

1) 「第2回自然環境保全基礎調査 動植物分布図 鹿児島県」(環境庁 1980)，自然林：原生林もしくはそれに近い自然林；稀な群落：国内若干地域に分布するが、極め
て稀な植物群落または個体群；　分布限界：比較的普通に見られるものであっても、南限、北限、隔離分布等分布限界になる産地に見られる植物群落または個体群；
郷土景観：郷土景観を代表する植物群落で、特にその群落の特徴が典型的なもの

2) 「我が国における緊急な保護を必要とする植物群落の現状と対策 植物群落レッドデータブック」(日本自然保護協会・世界自然保護基金日本委員会(編) 1996)， 緊
急に対策必要：緊急に対策を講じなければ群落が破壊する；　対策必要：対策を講じなければ群落の状態が徐々に悪化する；　破壊の危惧：現在は保護対策が功を奏
しているが、将来は破壊の危惧が大きい  
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２．生活環境 
（１）大気環境 

霧島市では、鹿児島県が中央公園に設置した測定局１地点において、二酸化硫黄、浮遊

粒子状物質、二酸化窒素、光化学オキシダント等について測定が行われています。 

環境基準より評価すると、二酸化窒素、浮遊粒子状物質、二酸化硫黄及び有害大気汚染

物質（４物質）について、いずれも環境基準を達成しています。 

 

図２－１ 大気環境測定地点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 資料：環境白書（鹿児島県） 
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 １）二酸化硫黄 

中央公園における年平均値の過去 10 年間の推移は、図２－２のとおりであり、全国平

均値と比べ同等以下のレベルで推移しています。 

 平成 16 年度の長期的評価による環境基準は、達成しています。 

 

図２－２ 二酸化硫黄の年平均値の推移 
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表２－１ 中央公園における二酸化硫黄測定結果（平成 16 年度） 

項   目 測定結果 

年平均値 0.001ppm 

１時間値が 0.1ppm を超えた時間数とその割合 0 時間（0.0％） 

日平均値が 0.04ppm を超えた日数とその割合 0 日（0.0％） 

１時間値の最高値 0.037ppm 

日平均値の２％除外値 0.004ppm 

日平均値が 0.04ppm を超えた日が２日以上連続したことの有無 ○（無） 

環境基準の長期的評価 達成 

資料：平成 17 年版 環境白書（鹿児島県 HP，http://www.pref.kagoshima.jp/） 
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 ２）浮遊粒子状物質 

中央公園における年平均値の過去 10 年間の推移は、図２－３のとおりであり、全国平

均値以下のレベルで推移しています。 

 平成 16 年度の長期的評価による環境基準は、達成しています。 

 

図２－３ 浮遊粒子状物質の年平均値の推移 
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表２－２ 中央公園における浮遊粒子状物質測定結果（平成 16 年度） 

項   目 測定結果 

年平均値 0.022mg/ｍ3

１時間値が 0.20mg/ｍ3を超えた時間数とその割合 0 時間（0.0％） 

日平均値が 0.10mg/ｍ3を超えた日数とその割合 0 日（0.0％） 

１時間値の最高値 0.109mg/ｍ3

日平均値の２％除外値 0.050mg/ｍ3

日平均値が 0.10mg/ｍ3を超えた日が２日以上連続したことの有無 ○（無） 

環境基準の長期的評価 達成 

資料：平成 17 年版 環境白書（鹿児島県 HP，http://www.pref.kagoshima.jp/） 
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 ３）二酸化窒素 

中央公園における年平均値の過去 10 年間の推移は、図２－４のとおりであり、全国平

均値と比べ低いレベルで推移しています。 

 平成 16 年度の長期的評価による環境基準は、達成しています。 

 

図２－４ 二酸化窒素の年平均値の推移 
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表２－３ 中央公園における二酸化窒素測定結果（平成 16 年度） 

項   目 測定結果 

１時間値の年平均値 0.008ppm 

１時間値の最高値 0.042ppm 

日平均値の年間 98％値 0.016ppm 

環境基準の長期的評価 達成 

資料：平成 17 年版 環境白書（鹿児島県 HP，http://www.pref.kagoshima.jp/） 
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 ４）光化学オキシダント 

平成 16 年度は、環境基準である 0.06ppm を超過しています。光化学オキシダントは、

主に春季及び秋季に高濃度となりますが、この原因については、移動性高気圧の影響によ

り、成層圏のオゾンが対流圏に降下し、地上付近の大気に混入することでの自然現象によ

るものです。このため、大都市に見られるような光化学反応により生成された光化学オキ

シダントによるものではないと考えられます。なお、大気汚染防止法第 23 条第 1 項の規定

に基づいて発令される注意報レベル（0.12ppm）は超過していません。 

 

表２－４ 中央公園における光化学オキシダント測定結果（平成 16 年度） 

項   目 測定結果 

昼間の１時間値の年平均値 0.030ppm 

昼間の１時間値の最高値 0.085ppm 

昼間の１時間値が 0.06ppm を超過 61 日、328 時間 

昼間の日最高１時間値の年平均値 0.044ppm 

時間達成率 93.8％ 

光化学オキシダント注意報等発令日数 0 日 

注）時間達成率＝（昼間の環境基準達成時間／昼間の測定時間）×100（％） 

  昼間の測定時間＝５時～２０時 

資料：平成 17 年版 環境白書（鹿児島県 HP，http://www.pref.kagoshima.jp/） 

 

表２－５ 光化学オキシダントに係る緊急時の措置の発令条件 

緊急時 

（人の健康状態又は生活環境に被害が生ずる

おそれのある濃度） 

重大緊急時 

（人の健康状態又は生活環境に重大な被害が

生ずる濃度） 

 １時間値が 0.12ppm 以上である大気の汚染

状態になり、かつ、気象条件からみて当該大

気の汚染の状態が継続すると認められるとき 

 １時間値が 0.4ppm 以上である大気の汚染状

態になり、かつ、気象条件からみて当該大気

の汚染の状態が継続すると認められるとき 

 

【環境基準による大気汚染の評価方法】 

●短期的評価 

測定を行った日についての 1 時間値の 1 日平均値若しくは 8 時間平均値又は 1 時間値を環境基準と比

較して評価を行う。 

●長期的評価 

・二酸化窒素 

1 年間の測定を通じて得られた 1 日平均値のうち、低い方から数えて 98％目に当たる値（1 日平均値

の年間 98％値）を環境基準と比較して評価を行う。 

・浮遊粒子状物質、二酸化硫黄 

1 年間の測定を通じて得られた 1 日平均値のうち、高い方から数えて 2％の範囲にある測定値を除外し

た後の最高値（1 日平均値の 2％除外値）を環境基準と比較して評価を行う。但し、環境基準を超える日

が 2 日以上連続した場合には非達成と評価する。 

資料：平成 17 年版 環境白書（鹿児島県 HP，http://www.pref.kagoshima.jp/） 
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 ５）有害大気汚染物質 

 平成 16 年度の調査結果は、表２－６のとおりです。環境基準が設定されているベンゼン、

トリクロロエチレン、テトラクロロエチレン及びジクロロメタンの４物質は、環境基準を

達成しています。 

 

表２－６ 中央公園における有害大気汚染物質測定結果（平成 16 年度） 

単位：μg/m3

中央公園 全国平均値 
有害大気汚染物質 年平均値 

濃度範囲 一般環境 全体 

ベンゼン 1.3 0.68 ～ 2.1 1.6 － 

トリクロロエチレン 0.021 <0.0054 ～ 0.079 0.79 － 

テトラクロロエチレン 0.066 <0.0090 ～ 0.23 0.39 － 

ジクロロメタン 0.44 0.26 ～ 0.84 2.3 － 

アクリロニトリル 0.069 0.027 ～ 0.10 0.094 － 

塩化ビニルモノマー 0.032 <0.0012 ～ 0.13 0.059 － 

クロロホルム 0.14 0.075 ～ 0.26 － 0.26 

1,2-ジクロロエタン 0.095 0.020 ～ 0.29 － 0.15 

ベンゾ〔ａ〕ピレン 0.00010 0.000025 ～ 0.00029 － 0.00034

酸化エチレン 0.039 0.026 ～ 0.065 － 0.10 

水銀及びその化合物 0.0019 0.0015 ～ 0.0022 0.0023 － 

ニッケル化合物 0.0013 0.00062 ～ 0.0023 0.0047 － 

ヒ素及びその化合物 0.0015 0.000057 ～ 0.0036 － 0.0018 

資料：平成 17 年版 環境白書（鹿児島県 HP，http://www.pref.kagoshima.jp/） 
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（２）水環境 

霧島市では、天降川、検校川、網掛川等で生活環境項目及び健康項目等に関して測定が

行われています。 

 

図２－５ 水質環境測定地点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：環境白書（鹿児島県） 

   霧島市隼人町水質調査汚濁解析報告書（霧島市） 

 霧島市溝辺町水質調査汚濁解析報告書（霧島市） 

霧島市福山町水質調査汚濁解析報告書（霧島市） 
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１）河 川 

生活環境項目のうち、河川水質の代表的な水質指標であるＢＯＤ（75％値）は、過去 10

年間、全ての河川で環境基準を達成しています（図２－４参照）。 

ＢＯＤ以外の生活環境項目については、中小河川や排水路において環境基準や農業用水

基準を越える値が検出されています。特に、大腸菌群数は、ほとんどの地点で環境基準を

越える値が検出されています。 

健康項目については、全ての測定地点において環境基準を達成しています（表２－７参

照）。 

  

図２－６ 河川水質（ＢＯＤ75％値）の経年変化 
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資料：平成 17 年版 環境白書（鹿児島県 HP，http://www.pref.kagoshima.jp/） 
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表２－７（１） 河川水質（生活環境項目）の測定結果（平成 17 年度） 

 
　　　上段：かんがい期
　　　下段：非かんがい期

ｐＨ ＢＯＤ ＣＯＤ ＳＳ ＤＯ 大腸菌群数 Ｔ－Ｎ Ｔ－Ｐ

－ mg/L mg/L mg/L mg/L MPN/100mL mg/L mg/L
7.7 0.7 1.8 3.8 8.7 24,000 1.1 0.074
7.6 <0.5 1.4 <2.0 10.7 79,000 1.3 0.039
7.7 1.3 2.4 <2.0 9.3 130,000 1.2 0.095
7.7 <0.5 1.2 <2.0 11.0 24,000 1.3 0.049
7.7 0.7 1.8 3.9 9.6 17,000 1.4 0.061
7.8 <0.5 1.1 <2.0 11.5 7,900 1.1 0.042
7.8 0.6 1.7 4.1 9.1 33,000 1.3 0.055
7.8 <0.5 1.0 2.4 11.1 13,000 1.4 0.047
7.8 0.8 2.6 <2.0 8.7 24,000 1.0 0.054
7.6 <0.5 0.7 2.0 11.8 2,400 1.1 0.038
7.5 0.8 1.1 2.8 8.5 49,000 1.5 0.076
7.3 <0.5 0.8 2.1 9.3 24,000 1.5 0.069
7.5 1.7 3.0 4.9 7.5 130,000 1.5 0.13
7.2 4.6 5.8 4.2 8.3 240,000 4.0 0.45
7.9 0.8 2.2 7.3 9.1 24,000 0.67 0.047
8.3 1.8 5.2 5.0 12.2 7,900 1.6 0.31
7.9 0.8 1.8 5.8 9.1 4,900 0.65 0.039
7.7 2.8 6.0 3.0 12.5 33,000 1.5 0.19
7.5 0.6 1.7 <2.0 9.6 130,000 2.1 0.079
7.4 <0.5 1.7 <2.0 11.9 49,000 4.2 0.065
7.7 0.9 1.8 2.5 9.9 49,000 0.58 0.047
7.7 <0.5 1.3 <2.0 11.8 7,900 0.83 0.034
7.9 <0.5 0.5 <2.0 9.1 4,900 0.66 0.036
7.7 <0.5 0.4 <2.0 11.0 1,300 0.71 0.033
7.7 <0.5 0.9 <2.0 8.4 3,300 2.8 0.049
8.3 <0.5 0.6 <2.0 12.2 2,400 4.9 0.026
6.7 <0.5 1.3 <2.0 9.9 4,900 0.40 0.022
7.0 <0.5 1.2 <2.0 11.6 330 0.70 0.019
8.0 1.1 3.2 5.2 9.5 33,000 1.0 0.094
7.6 1.3 3.4 4.4 11.6 79,000 2.4 0.15
8.1 0.5 6.9 7.5 8.2 49,000 0.71 0.092
7.9 0.6 2.0 3.5 12.8 11,000 0.87 0.085
8.5 1.0 2.6 7.1 9.2 79,000 1.3 0.074
7.9 15 12 7.0 9.6 330,000 3.8 0.98
7.8 3.4 5.1 4.0 6.7 1,300,000 2.4 0.30
7.8 7.7 7.6 5.8 7.1 2,400,000 2.7 0.40
7.3 1.2 2.4 3.6 8.2 79,000 0.93 0.11
7.3 0.9 1.5 5.4 10.4 790,000 2.0 0.093
7.5 2.2 3.3 7.6 7.7 79,000 1.4 0.13
7.2 10 8.5 9.5 5.0 490,000 5.6 0.52
7.5 4.1 4.2 4.3 7.6 170,000 1.5 0.12
7.4 25 37 20 7.3 330,000 5.7 0.67
7.8 1.5 2.3 4.0 9.2 170,000 1.4 0.098
7.2 32 32 19 5.0 49,000 14 1.9
7.7 1.9 3.5 7.2 8.2 240,000 1.4 0.16
8.0 8.1 9.0 8.8 5.1 49,000 5.7 0.76
7.6 1.7 2.7 5.1 8.6 240,000 0.86 0.13
8.1 14 15 4.1 6.4 330,000 6.2 0.78
8.0 2.1 3.1 6.2 8.6 1,300,000 1.3 0.17
8.1 9.3 9.6 17 6.5 240,000 4.8 0.59
8.1 3.6 3.9 5.9 7.5 490,000 2.1 0.28
8.2 7.5 3.9 7.2 5.4 1,300,000 5.1 0.71
7.7 1.2 2.8 10 8.6 240,000 0.92 0.14
7.9 19 15 11 4.6 1,300,000 9.4 1.2
7.6 1.0 3.8 6.9 7.1 33,000 0.86 0.10
7.3 <0.5 2.3 2.0 11.0 7,900 0.69 0.066
7.6 0.6 2.0 2.0 7.9 49,000 1.2 0.066
7.4 <0.5 1.2 <2.0 12.9 33,000 3.1 0.029
7.0 <0.5 1.3 <2.0 8.7 110 0.17 -
- - - - - - - -
7.0 0.8 2.6 11 6.3 420 0.40 -
7.6 <0.5 0.9 <2.0 10.6 450 0.93 -
7.9 19 23 11 5.3 6,900 48 -
7.9 13 11 5.0 9.7 5,900 26 -
6.6 2.0 4.0 <2.0 4.5 85 3.4 -
7.3 1.0 1.7 <2.0 10.8 160 2.3 -
6.5 0.5 2.0 2.1 5.1 900 0.29 -
- - - - - - - -
7.5 6.5 9.4 3.6 6.4 22,000 19 -
7.4 12 20 2.4 7.5 120 22 -

6.5～8.5 2以下 － 25以下 7.5以上 1,000以下 － －
6.0～7.5 － 6.0以下 100以下 5.0以上 － 1.0以下 －

－ － 2.0以下 － － － 0.3以下 0.03以下

環境基準（河川Ａ類型）を越えた測定値。（ＣＯＤ、Ｔ－Ｎは農業用水基準を越えた測定値。）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

解資料：平成17年度　霧島市隼人町水質調査汚濁 析報告書（平成18年 霧島市）
    ：平成17年度　霧島市溝辺町水質調査汚濁解析報告書（平成18年 霧島市）

Ｔ-35

隼人町境（久留味
川）

Ｔ-32

Ｔ-33

天降川

今村（久留味川）

鍋田入口（久留味
川）

空港南端（西光寺
川）

Ｔ-34

参宮橋

日当山橋

野坂橋（久留味川）

安楽橋

Ｔ-7 見次橋

Ｔ-8

Ｔ-6

松永用水路下流国分
境

地点
No.

地点名

湯田橋

妙見中津川下流

Ｔ-1

Ｔ-2

Ｔ-3

Ｔ-4

Ｔ-5

新川橋

Ｔ-9 松永用水路中流松永

Ｔ-10 西光寺橋

Ｔ-11 武安橋

Ｔ-12 上流牧園町境

小浜排水路

Ｔ-13 新川発電所横

Ｔ-14 嘉例川合流点

水系

Ｔ-19 めがね橋

Ｔ-17 富隈小下用排水路

Ｔ-18 隼人港排水路

Ｔ-15 野久美田橋

Ｔ-16

Ｔ-20 真孝樋門

Ｔ-21
笛吹川水路県営小田
団地下

Ｔ-22 西小路水路

Ｔ-23 東郷水門

Ｔ-27 西瓜川原水門

Ｔ-24 花山水門

Ｔ-25 日当山樋門

Ｔ-26 姫城２号樋門

鹿児島湾ブルー計画目標水質

河川Ａ類型　環境基準
農業用水基準

Ｔ-28 下川（石塚橋）

Ｔ-29 西小田川（森田橋）

隼人町境（中初場
川）

Ｔ-30

Ｔ-31
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表２－７（２） 河川水質（生活環境項目）の測定結果（平成 17 年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　　　上段：かんがい期
　　　下段：非かんがい期

ｐＨ ＢＯＤ ＣＯＤ ＳＳ ＤＯ 大腸菌群数 Ｔ－Ｎ Ｔ－Ｐ

－ mg/L mg/L mg/L mg/L MPN/100mL mg/L mg/L
7.1 0.9 2.3 <2.0 7.6 2,600 0.67 -
7.4 0.5 0.8 <2.0 10.5 280 0.43 -
7.0 1.3 3.4 7.6 7.2 800 0.48 -
7.3 1.1 1.9 2.2 9.9 120 0.40 -
7.1 1.0 3.3 <2.0 7.0 220 0.66 -
7.2 0.6 1.9 <2.0 9.7 280 0.62 -
7.4 1.5 3.9 2.9 8.9 1,600 0.72 -
7.6 1.5 3.1 <2.0 10.6 880 1.80 -
7.2 1.4 4.0 3.0 7.9 1,300 0.99 -
7.4 1.3 2.9 <2.0 10.2 1,000 1.2 -
7.1 2.3 5.5 4.6 8.4 800 1.2 -
7.5 1.3 3.3 <2.0 12.3 140 2.7 -
- - - - - - - -
7.4 <0.5 <0.5 <2.0 10.4 85 0.13 -
7.3 1.5 4.1 5.6 8.4 6,200 0.94 -
7.6 0.8 1.3 <2.0 10.8 55 2.9 -
- - - - - - - -
7.0 0.5 2.1 2.0 9.7 1,200 3.6 -
7.3 1.2 2.2 2.3 8.5 210 1.2 -
7.6 0.7 1.4 <2.0 9.8 45 1.6 -
7.5 8.6 18 6.2 7.0 14,000 6.0 -
7.3 7.0 16 3.9 7.2 550 15 -
7.2 16 20 7.5 5.1 39,000 15 -
7.4 27 41 14 8.2 150,000 6.7 -
7.5 0.8 2.0 <2.0 8.7 80 1.3 -
7.5 0.6 1.2 2.1 10.5 120 3.1 -
7.3 0.8 1.9 <2.0 8.5 580 1.7 -
7.6 <0.5 1.0 <2.0 10.4 110 2.7 -
7.2 0.9 2.2 <2.0 9.0 700 0.97 -
7.4 <0.5 0.7 <2.0 10.3 85 2.0 -

検校川 K-1 国分市境（新村下） 7.2 <0.5 0.9 <2.0 9.9 4,900 0.96 0.018

H-1
大隈町境（嘉例川バ
ス停下）

7.3 0.9 1.5 2.0 9.7 4,900 1.5 0.11

H-2 前田橋 7.3 <0.5 1.0 <2.0 10.1 3,300 2.2 0.032

H-3
大隈町境（国師公民
館下流）（月野川）

7.5 0.8 1.4 <2.0 9.8 2,400 1.9 0.049

H-4
大隈町境（二瀬元
橋）（二瀬元川）

7.7 1.0 1.2 <2.0 9.7 2,400 3.0 0.045

H-5 山森団地下（前川） 7.6 1.0 2.0 2.6 9.5 79,000 1.9 0.12

H-6
宝瀬集落下流（前
川）

7.5 0.6 1.0 <2.0 9.9 330 0.43 0.031

H-7
前川内橋（前川内
川）

7.5 0.5 1.0 <2.0 9.9 790 1.8 0.047

H-8
下牧之原下（前川内
川）

7.2 0.5 1.3 <2.0 9.1 1,300 3.0 0.073

H-9 東西牧之原排水路 7.3 31 24 15 6.0 3,300,000 14 2.0

H-10 大塚排水路 7.4 56 45 39 5.6 7,900,000 12 2.3

KT-1 磯脇川（磯脇橋） 7.8 <0.5 1.3 2.6 10.6 1,700 1.5 0.044

KT-2
三本松川（大廻簡易
郵便局下）

8.0 2.1 2.2 2.8 10.5 7,900 0.55 0.068

KT-3 木下川 7.5 2.5 4.0 2.0 9.4 4,900 8.6 0.77

KT-4 宮浦川 8.0 3.9 3.3 2.8 9.9 33,000 0.75 0.31

KT-5 湊川（福山郵便局） 7.5 0.8 1.6 <2.0 10.4 13,000 0.98 0.066

KT-6 田尻住宅下 7.7 0.9 2.7 6.8 10.4 7,900 0.82 0.056

6.5～8.5 2以下 － 25以下 7.5以上 1,000以下 － －
6.0～7.5 － 6.0以下 100以下 5.0以上 － 1.0以下 －

－ － 2.0以下 － － － 0.3以下 0.03以下

環境基準（河川Ａ類型）を越えた測定値。（ＣＯＤ、Ｔ－Ｎは農業用水基準を越えた測定値。）

 

資料：平成17年度　霧島市溝辺町水質調査汚濁解析報告書（平成18年 霧島市）
    ：平成17年度　霧島市福山町水質調査汚濁解析報告書（平成18年 霧島市）

網掛川

日木山川

菱田川

鹿児島
湾直接
流域

鹿児島湾ブルー計画目標水質

河川Ａ類型　環境基準
農業用水基準

N-1 加治木町境

A-13 迫橋（崎森川）

A-14
宮田橋（町境）（崎
森川）

水系

A-12
論地バス停下（崎森
川）

A-10
竹山橋下流（宇曽ノ
木川）

A-11
陵南団地下流（崎森
川）

A-8
房山（町境）（宮田
川）

A-9

A-5 第二有川橋

竹山ダム上流（宇曽
ノ木川）

A-6 中園橋下流（町境）

A-7 宮川内公民館前

A-4 石原橋

今別府橋

A-3 白石下流

A-2

地点
No.

地点名

A-1 高槻電機横
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表２－７（３） 河川水質（生活環境項目）の測定結果（平成 16 年度） 

 
ｐＨ ＤＯ ＢＯＤ ＳＳ 大腸菌群数

－ mg/L mg/L mg/L MPN/100mL
最小 7.4 7.9 <0.5 1.0 2800
最大 7.9 10 1.8 10 170000
平均 - 9.3 0.8 4.0 41000
75％値 - - 0.7 - -
最小 7.4 8.1 <0.5 <1.0 790
最大 8.0 11 1.0 16 130000
平均 - 9.3 0.5 4.0 29000
75％値 - - 0.5 - -
最小 7.3 8.4 <0.5 <1.0 3300
最大 7.4 10 0.6 5.0 79000
平均 - 9.2 0.5 2.0 29000
75％値 - - <0.5 - -
最小 7.6 8.6 <0.5 <1.0 7000
最大 7.9 11 0.9 12 70000
平均 - 10 0.7 4.8 36000
75％値 - - 0.8 - -
最小 7.1 7.9 <0.5 <1.0 1300
最大 7.8 11 0.9 14 79000
平均 - 9.9 0.6 5.0 24000
75％値 - - 0.6 - -

6.5～8.5 7.5以上 2以下 25以下 1,000以下

環境基準（河川Ａ類型）を越えた測定値。

区分

Ｔ-1 新川橋

T-36 犬飼橋

水系
地点
No.

地点名

T-37 下原橋

天降川

T-11 武安橋

河川Ａ類型　環境基準

検校川 K-2 検校橋

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：平成 16 年度 公共用水域及び地下水の水質測定結果（鹿児島県） 

 

表２－８ 河川水質（健康項目）の測定結果（平成 16 年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（単位：mg/L）

地点名 調査日 鉛 砒素 総水銀 ふっ素 ほう素
硝酸性窒素及び
亜硝酸性窒素

2004/4/6 - 0.007 - - - -
2004/5/13 - 0.006 - - - -
2004/6/15 - 0.006 - - - -
2004/7/20 <0.001 0.006 <0.00005 <0.08 0.3 1.0
2004/8/17 - 0.005 - - - -
2004/9/14 - 0.003 - - - -
2004/10/12 - 0.005 - - - -
2004/11/9 <0.001 0.004 <0.00005 <0.08 0.2 1.0
2004/12/8 - 0.004 - - - -
2005/1/11 - 0.005 - - - -
2005/2/14 - 0.004 - - - -
2005/3/9 - 0.005 - - - -
2004/4/6 - 0.015 - - - -
2004/5/13 - 0.011 - - - -
2004/6/15 - 0.008 - - - -
2004/7/20 <0.001 0.01 <0.00005 <0.08 0.5 0.80
2004/8/17 - 0.009 - - - -
2004/9/14 - 0.007 - - - -
2004/10/12 - 0.012 - - - -
2004/11/9 0.001 0.012 <0.00005 <0.08 0.5 0.81
2004/12/8 - 0.009 - - - -
2005/1/11 - 0.01 - - - -
2005/2/14 - 0.009 - - - -
2005/3/9 - 0.013 - - - -
2004/7/20 <0.001 <0.001 <0.00005 0.10 0.5 0.32
2004/11/9 <0.001 <0.001 <0.00005 <0.08 <0.1 0.79

0.01以下 0.01以下 0.0005以下 0.8以下 1以下 10以下

天降川
（新川橋）

基準値

中津川
（犬飼橋）

検校川
（検校橋）

資料：平成 16 年度 公共用水域及び地下水の水質測定結果（鹿児島県） 
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２）海 域 

生活環境項目のうち、海域水質の代表的な水質指標であるＣＯＤ（75％値）は、過去 5

年間の推移をみると、基準点２（KA-2）と基準点４（KA-4）で環境基準が未達成の状況に

あります（図２－７参照）。 

また、全窒素、全燐に係る環境基準については、平成 16 年度の測定結果をみると、基

準点２（KA-2）で環境基準が達成できていません。 

 

図２－７ 海域水質（ＣＯＤ75％値）の経年変化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

3.5

H12 H13 H14 H15 H16
（年度）

（mg/L）

KA-1 KA-2 KA-3 KA-4 環境基準

注）ＣＯＤは全層（日平均値）。 

資料：平成 17 年版 環境白書（鹿児島県 HP，http://www.pref.kagoshima.jp/） 

 

表２－９ 海域水質（生活環境項目）の測定結果（平成 16 年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｐＨ ＤＯ ＣＯＤ 大腸菌群数 Ｔ－Ｎ Ｔ－Ｐ

－ mg/L mg/L MPN/100mL mg/L mg/L
最小 7.9 4.6 0.8 2 0.17 0.014
最大 8.3 8.8 2.5 70 0.31 0.041
平均 - 6.7 1.6 23 0.23 0.024
75％値 - - 1.8 - - -
最小 7.9 6.4 1.3 4 0.21 0.017
最大 8.3 8.9 4.2 7900 0.89 0.12
平均 - 7.6 2.1 1600 0.47 0.041
75％値 - - 2.5 - - -
最小 7.6 2.0 0.7 0 0.18 0.014
最大 8.3 9.1 2.6 23 0.29 0.038
平均 - 6.4 1.4 11 0.22 0.021
75％値 - - 1.7 - - -
最小 7.9 6.1 1.0 0 0.17 0.012
最大 8.3 9.2 2.9 33 0.33 0.040
平均 - 7.7 1.9 16 0.23 0.024
75％値 - - 2.2 - - -
- 7.8～8.3 7.5以上 2以下 1,000以下 0.3以下 0.03以下

環境基準（海域Ａ類型）（T-N，T-Pについては類型Ⅱ）を越えた測定値。

全層（Ｔ－Ｎ、
Ｔ－Ｐは0.5m）

0.5m

海域Ａ類型　環境基準

採取水深
地点
No.

地点名

KA-3 基準点３

KA-4 基準点４

区分

KA-1 基準点１

KA-2 基準点２

全層（Ｔ－Ｎ、
Ｔ－Ｐは0.5m）

全層（Ｔ－Ｎ、
Ｔ－Ｐは0.5m）

資料：平成 16 年度 公共用水域及び地下水の水質測定結果（鹿児島県） 
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３）地下水 

 鹿児島県の平成 16 年度地下水調査において、市内 10 箇所で地下水の調査が実施されて

います。その結果は下表のとおりであり、牧園町で砒素が、横川町でトリクロロエチレン

が「地下水の水質汚濁に係る環境基準値」を超過しました。 

 

表２－１０ 地下水の測定結果（平成 16 年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　　　　（単位：mg/L）

横川町
(1)

横川町
(2)

横川町
(3)

横川町
(4)

横川町
(5)

牧園町
霧島
永水

霧島
大窪

霧島
田口

隼人町

カドミウム <0.001 0.01以下

鉛 <0.001 0.01以下

六価クロム <0.005 0.05以下

0.059 <0.001 0.01以下

総水銀 <0.00005 0.0005以下

ジクロロメタン <0.002 0.02以下

炭素 <0.0002 0.002以下

1,2-ジクロロエタン <0.0004 0.004以下

1-ジクロロエチレン <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 0.02以下

<0.004 <0.004 <0.004 <0.004 <0.004 <0.004 <0.004 <0.004 0.04以下

1,1,1-トリクロロエタン <0.0005 1以下

1,2-トリクロロエタン <0.0006 0.006以下

トリクロロエチレン <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 0.03以下

クロロエチレン 0.072 0.27 0.0014 0.0042 0.22 <0.0005 <0.0005 0.001 0.01以下

3-ジクロロプロペン <0.0002 0.002以下

シマジン <0.0003 0.003以下

ン <0.001 0.01以下

セレン <0.001 0.01以下

2.3 1 0.7 10以下

<0.08 0.8以下

ほう素 <0.1 1以下

環境基準を越えた測定値。

酸性窒素及び亜硝酸性窒素

地点名

環境基準項目

-ジクロロエチレン

砒素

四塩化

1,

1,

テトラ

1,

ベンゼ

硝

ふっ素

シス-1,2

資料：平成 16 年度 公共用水域及び地下水の水質測定結果（鹿児島県） 

 

４）海水浴場 

 鹿児島県の平成 16 年度海水浴場調査において、市内 2 箇所で海水浴場の水質調査が実施

されています。その結果は下表のとおり、両海水浴場ともに判定は可（水質Ｂ）でした。 

 

表２－１１ 海水浴場の水質測定結果（平成 16 年度） 

水質判定項目 

海水浴場名 
調査 
月日 

ふ ん 便 性 大 腸

菌群数 

（個/100mL） 

最小～最大 

（平均） 

油膜 

ＣＯＤ 

（mg/L） 

最小～最大

（平均） 

透明度 
（ｍ） 

判定 
（水質） 

国分キャンプ 
5/24 

25 
<2～10 
(3) 

無 
1.7～2.6 
（2.3） 

＞１ 
可 

（Ｂ） 

小浜 
5/26 

27 
<2～<2 
（<2） 

無 
2.0～2.3 
（2.2） 

＞１ 
可 

（Ｂ） 

注）透明度：＞１は全透（水深１メートル以上）を表す。 
資料：平成 17 年版 環境白書（鹿児島県 HP，http://www.pref.kagoshima.jp/） 
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（３）騒 音 

霧島市では、鹿児島空港において、騒音測定が行われています。 

環境基準を基に評価すると、平成 16 年度は全ての測定地点で環境基準を達成していま

す。 

 

表２－１２ 鹿児島空港航空機騒音調査結果（平成 16 年度） 

番号 測定地点 類型 
ＷＥＣＰＮＬ 

（年平均） 
環境基準 

① 溝辺町麓２８８７－１０ Ⅱ 73 75 以下 

② 溝辺町麓１０３１－２ Ⅰ 67 70 以下 

③ 溝辺町崎森２９９８－１ Ⅰ 62 70 以下 

④ 隼人町西光寺２４０７－１ Ⅱ 71 75 以下 

⑤ 隼人町内１６７０－１ Ⅱ 68 75 以下 

⑥ 隼人町西光寺３０００ Ⅱ 73 75 以下 

資料：平成 17 年版 環境白書（鹿児島県 HP，http://www.pref.kagoshima.jp/） 

 

 

図２－８ 鹿児島空港航空機騒音調査地点 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：平成 17 年版 環境白書（鹿児島県 HP，http://www.pref.kagoshima.jp/） 
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（４）公害苦情件数 

霧島の過去 10 年間（平成７年度～平成 16 年度）の公害苦情等受理件数は、図２－９に

示すとおり、不法投棄が 26.9％と最も多く、次いで害虫発生が 15.0％、悪臭が 8.2％、大

気汚染が 7.6％となっています。 

また、過去 10 年間（平成７年度～平成 16 年度）の公害苦情等受理件数の推移をみると、

平成 12 年度以降増加傾向を示しており、平成 16 年度が 170 件と最も多くなっています。 

 

図２－９ 霧島市における過去 10 年間の公害苦情等受理件数の内訳 

 
大気汚染
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資料：平成 17 年版 環境白書（鹿児島県 HP，http://www.pref.kagoshima.jp/） 

 

 

図２－１０ 霧島市における過去 10 年間の公害苦情等受理件数の推移 
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4
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1
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10
13
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7
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0

20

40

60

80

100

120

140
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180

Ｈ7 Ｈ8 Ｈ9 Ｈ10 Ｈ11 Ｈ12 Ｈ13 Ｈ14 Ｈ15 Ｈ16

（年度）

大気汚染 水質汚濁 騒音 悪臭 不法投棄 害虫発生 その他

57

47

113
106

80
72

147

170

44

63

資料：平成 17 年版 環境白書（鹿児島県 HP，http://www.pref.kagoshima.jp/） 
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（５）ごみ処理状況 
１）ごみの区分 

本市におけるごみの区分は、次のとおりです。 
 

表２－１３ 霧島市におけるごみの区分・内容 

区  分 内  容 備  考 

可燃ごみ 
紙くず、生ごみ、繊維、木・竹類

等 
 

不燃ごみ 金属、ガラス・陶磁器等  

粗大ごみ 家電製品、家具類、自転車、畳等  

缶類 アルミ缶、スチール缶  

ビン類 
生きびん、無色びん、茶色びん、

その他のびん 
 

ペットボトル   

その他プラスチック製

容器包装 
プラスチック製の容器、袋等  

紙類 
新聞、ダンボール、雑誌、飲料用

紙パック等 
 

布類  国分、溝辺、福山地域を除く 

食用油  溝辺、横川、牧園地域を除く 

資源 

ごみ 

有害ごみ 乾電池、蛍光灯  

市の最終処分場で処分する不

燃物 

瓦、コンクリートがら、ブロック、

レンガ、スレート等 

事業活動に伴って生じたものを

除く 

注１：旧市町の区域ごとにごみの分別の区分・内容が若干異なります。 

注２：家電製品のうち、家電４品目（エアコン、テレビ（ブラウン管式）、冷蔵庫、洗濯機）及び家庭系パソコンに

ついては、関係法令に基づいて市民個人が処理することとしています。 

資料：霧島市一般廃棄物処理基本計画（平成 18 年 霧島市） 

  

２）ごみの収集・運搬及び処分 

 各地域におけるごみの収集・運搬及び処分については、次のような状況となっています。 
 

表２－１４ 霧島市におけるごみの収集・運搬、処分の概要 

地域 区分 収集・運搬 処  理 

可燃ごみ 

不燃ごみ 

粗大ごみ 

霧島市敷根清掃センターで処理（破砕・分別・焼却）

→飛灰固化物を市外最終処分場への処理委託 

→資源化等 

資源ごみ 

家庭系：委託、自己搬入 

事業系：許可業者、自己搬入 

委託業者による処理→資源化 

国分 

霧島 

隼人 

福山 

がれき等 自己搬入 市の不燃物最終処分場に埋立 

可燃ごみ 霧島市敷根清掃センターで処理（破砕・焼却） 

→飛灰固化物を市外最終処分場への処理委託 

不燃ごみ 

家庭系：委託、自己搬入 

事業系：許可業者、自己搬入 

粗大ごみ 自己搬入 

資源ごみ 可燃・不燃ごみと同様 

溝辺瀬間利最終処分場で処理（分別・一時保管） 

委託業者による処理→資源化等 

溝辺 

がれき等 自己搬入 市の一般廃棄物最終処分場に埋立 

可燃ごみ 

不燃ごみ 

粗大ごみ 

資源ごみ 

家庭系：委託、自己搬入 

事業系：許可業者、自己搬入 

伊佐北姶良環境管理組合未来館における処理 

（破砕・分別・焼却）

→飛灰固化物を湧水町一般廃棄物最終処分場で処分

→資源化等 

横川 

牧園 

がれき等 自己搬入 市の一般廃棄物最終処分場に埋立 

資料：霧島市一般廃棄物処理基本計画（平成 18 年 霧島市） 
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３）ごみの排出量 

 平成１２年度から１６年度までの本市のごみの排出量は、リサイクルの推進等により、

資源ごみの回収量が増加しています。一方、可燃ごみ、不燃ごみ及び粗大ごみは減少して

います。（図２－１１参照） なお、全体量としては減少傾向にあります。 

１人１日当たりに換算したごみ排出量を鹿児島県及び全国と比較すると、霧島市の場合

は、鹿児島県と全国の間に位置づけられます。（図２－１２参照）地域別にみると市街地部

で高く、それ以外では低い傾向となっています。 

 

図２―１１ ごみ排出量の推移 
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  資料：霧島市一般廃棄物処理基本計画（平成 18 年 霧島市） 

 

図２―１２ 1 人一日当たりのごみ排出量の推移 
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資料：霧島市一般廃棄物処理基本計画（平成 18 年 霧島市） 

平成 17 年版 環境白書（鹿児島県 HP，http://www.pref.kagoshima.jp/） 
循環型社会白書（環境省 HP，http://www.env.go.jp/） 
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（６）生活排水処理状況 

 本市における生活排水処理は、下水道や合併処理浄化槽等の施設整備が図られ、生活排

水を適正に処理している人口は着実に増加しています。（表２－１５参照） 

 本市における水洗化率は、全国値より下回るものの、鹿児島県とほぼ同程度であり、い

ずれも僅かですが上昇傾向を示しています。 

 

表２－１５ 霧島市における生活排水処理形態別人口の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（単位：人）

平成12年度 平成13年度 平成14年度 平成15年度 平成16年度

126,951 126,518 126,393 126,566 126,852

40,366 45,195 50,168 54,958 58,683

(1)コミュニティプラント 0 0 0 0 0

(2)合併処理浄化槽 29,615 31,005 33,286 36,045 37,799

(3)下水道 10,751 14,190 16,882 18,913 20,884

(4)農業集落排水施設 0 0 0 0 0

43,220 41,477 40,679 38,682 37,196

４．非水洗化人口 43,365 39,846 35,546 32,926 30,973

５．計画処理区域外人口 0 0 0 0 0

３．水洗化・生活雑排水未処理人口
（単独処理浄化槽）

区分

１．計画処理区域内人口

２．水洗化・生活雑排水処理人口

資料：「霧島市一般廃棄物処理基本計画」（平成 18 年 霧島市） 

 

図２－１３ 霧島市における水洗化率の推移 
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資料：「霧島市一般廃棄物処理基本計画」（平成 18 年 霧島市） 

「循環型社会白書」（環境省 HP，http://www.env.go.jp/） 
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３．社会環境 
（１）人口・世帯数 

１）総人口・世帯数の推移 

霧島市の人口及び世帯数は図３－１に示すとおりです。 

平成 17 年 10 月１日現在、人口 127,289 人、世帯数 52,411 世帯となっており、人口に

ついては、昭和 60 年から平成 12 年にかけて増加、以降は減少、世帯数については、昭和

60 年以降増加しています。 

 

図３－１ 人口及び世帯数の推移 
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 資料：国勢調査報告（昭和 60 年～平成 17 年 総務省統計局） 

 

 ２）地区別人口の推移 

 霧島市における地区別人口の推移は、図３－２に示すとおりであり、国分、溝辺及び隼

人で増加傾向、横川、牧園、霧島及び福山で減少傾向にあります。 
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  資料：国勢調査報告（昭和 60 年～平成 17 年 総務省統計局） 
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 ３）年齢別人口 

 年齢別人口構成比の推移は、図３－３に示すとおりであり、霧島市における年齢別推移

をみると、15 歳未満及び 15 歳～64 歳は減少、65 歳以上は増加傾向にあります。 

 また、平成 12 年における霧島市の年齢別人口構成比と、鹿児島県及び全国の構成比を比

較すると、15 歳未満及び 65 歳以上は全国を上回り、15 歳から 64 歳については、県より上

回っています。 

 霧島市の人口ピラミッドは、図３－５のとおりであり、50 代の中高年層が多くなってい

ます。 

 

図３－３ 年齢別人口構成比の推移 
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資料：国勢調査報告（昭和 55 年～平成 12 年 総務省統計局） 

 

図３－４ 年齢別人口構成比の比較 
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  資料：国勢調査報告（平成 12 年 総務省統計局） 
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図３－５ 霧島市における年齢別・男女別人口分布（平成 18 年６月 30 日現在） 
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      資料：霧島市資料 

 

 

（２）土地利用 

 平成 15 年１月１日現在の土地利用状況は表３－６のとおりであり、霧島市総面積

39,647ha のうち山林が 25,703ha と全体の 64.8％を占め、次いで畑の 4,763ha（12.0％）、

田の 3,960ha（9.3％）となっています。 
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図３－６ 平成１５年 土地利用状況（評価総地積） 

 

 

 

 

 

 

 

 

料：「平成15年度　鹿児島県統計年鑑」（平成16年刊行　鹿児島県）
　　　　「第55回　日本統計年鑑　平成18年」（平成17年11月　総務省統計局）

 資料：平成 15 年 鹿児島県統計年鑑（平成 16 年刊行 鹿児島県） 

資料：第 55 回 日本統計年鑑 平成 18 年（平成 17 年 11 月 総務省統計局） 
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（３）産 業 

 １）産業別就業者・経済活動別総生産 

 霧島市における平成 12年の産業別就業者数をみると、サービス業が 27.2％と最も多く、

次いで、製造業の 23.9％、卸売・小売，飲食店の 18.3％となっています。 

平成２年から平成 12 年にかけての産業別就業者数の推移をみると、農業は 14.4％から

7.5％へと約半分にまで減少していますが、全国の 4.5％と比較すると約２倍に当たり、全

国的にみれば高い値となっています。 

 

 図３－７ 産業別就業者数の推移 
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公務（他に分類されないもの） 分類不能産業

  資料：国勢調査報告（平成２年～平成 12 年 総務省統計局） 

 

 

図３－８ 産業別就業者数の比較（平成 12 年） 
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   資料：国勢調査報告（平成 12 年 総務省統計局） 
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 ２）農林漁業 

ａ．農 業 

 霧島市における平成 17 年現在の農家数は 2,841 戸であり、このうち専業農家が 1,347

戸、兼業農家が 1,494 戸です。 

 昭和 60 年から平成 17 年にかけての農家数、農家人口、経営耕地面積の推移は、いずれ

も年々減少傾向を示しています。 

 

表３－１ 農家数・農家人口・経営耕地面積の推移 

 
昭和60年 平成2年 平成7年 平成12年 平成17年

農家数（総数：戸） 11,931 9,443 7,949 3,618 2,841
専業農家 3,723 3,257 2,744 1,516 1,347
兼業農家 8,208 6,186 5,205 2,102 1,494

第１種兼業農家 1,829 1,305 1,023 541 410
第２種兼業農家 6,379 4,881 4,182 1,561 1,084

農家人口（総数：人） 37,414 29,119 23,531 11,259 4,667
17,908 14,066 11,384 5,663 2,418
19,506 15,053 12,147 5,596 2,249

経営耕地面積（a） 623,395 554,914 505,644 401,170 356,473
一戸あたり経営耕地面積（a） 52.25 58.76 63.61 110.88 125.47

区分

男
女

 

 

 

 

 

 

 

   資料：昭和 60 年～平成 17 年 鹿児島県の農林業（昭和 60 年～平成 17 年 鹿児島県） 

 

図３－９ 農家数及び経営耕地面積の推移 

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

昭和60年 平成２年 平成７年 平成12年 平成１７年

0

100,000

200,000

300,000

400,000

500,000

600,000

700,000

専業農家 第１種兼業農家 第２種兼業農家 経営耕地面積(a)

（戸） （ａ）

各年２月１日現在

注）農家数について、昭和60年～平成７年は総農家数、平成12年以降は販売農家数のデータを使用。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  資料：鹿児島県の農林業（昭和 60 年～平成 17 年 鹿児島県） 
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ｂ．畜 産 

 霧島市における平成 17 年の畜産経営体数は、肉用牛が 902 経営体と最も多く鹿児島県の

6.7％を占め、次いで豚の 26 経営体、乳用牛の 20 経営体となっています。 

 

表３－２ 販売目的で飼養している経営体数（平成 17 年） 

単位：経営体

鹿児島県 霧島市 霧島市／鹿児島県
13,475 902 6.7%

438 20 4.6%
534 26 4.9%

鶏 採鶏卵 316 15 4.7%
ブロイラー 271 8 3.0%

区　分

豚
乳用牛
肉用牛

 

 

 

 

        資料：鹿児島県の農林業（平成 17 年 鹿児島県） 

 

 

ｃ．漁 業 

 霧島市における平成 15 年の漁業経営体数は 135 経営体であり、最盛期には 233 人の海上

作業従事者によって漁業が営まれています。 

また、平成 10 年と比較をすると、経営体数、海上作業従事者は若干の増加を示してい

ます。 

 

表３－３ 漁業経営体の基本構成 

 
平成10年 平成15年

漁業経営体数 118 135
漁船 無動力船隻数（隻） - 4

船外機付船隻数（隻） 75 100
動力船 隻数（隻） 118 96

トン数（ｔ） 416 325
馬力数（ｐｓ） 5,166 4,590

計 219 233
家族 153 163
雇用者 66 70
計 3
家族 男 2 -

女 2
雇用者 男 28 -

女 7
１経営体平均漁獲金額（万円） 3,931 2,106

最盛期の海上作業
従事者数
　　　　（人）

陸上作業のみの最
多従事者数
　　　　（人）

区　分

9 -

-

2

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：第 10 次漁業センサス 第３報（平成 12 年３月 農林水産省） 

           2003 年（第 11 次）漁業センサス第３巻（平成 17 年３月 農林水産省） 
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４）商 業 

霧島市における事業所数、従業者数及び年間商品販売額の推移は、表３－４及び

図３－１０のとおりです。 

平成６年から平成 16 年にかけての推移をみると、事業所数では平成 11 年に若干の増加

はあるものの全体的には減少傾向を示しています。年間商品販売額では平成６年から平成

14 年にかけて増加、以降減少傾向を示しています。 

 

表３－４ 霧島市の事業所数・従業者数及び年間販売額の推移 

単位：所，人，百万円 

区分 平成６年 平成９年 平成11年 平成14年 平成16年 

事業所数 1,573 1,417 1,448 1,427 1,380

従業者数 8,359 7,504 8,929 8,994 8,893

年間商品販売額 169,155 184,865 195,510 201,525 188,869

資料：平成６年～平成 16 年 商業統計表（平成７年～平成 18 年 経済産業省） 

 

図３－１０ 年間商品販売額及び事業所数の推移 
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資料：平成６年～平成 16 年 商業統計表（平成７年～平成 18 年 経済産業省） 
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 産業別事業所数及び従業者数は図３－１１のとおりです。 

 事業所数及び従業員数で最も高い割合を占めている業種は、飲食料品小売業であり、そ

れぞれ全体の 33.8％、37.1％となっています。 

 事業所数及び従業者数の構成比を鹿児島県及び全国と比較すると、ほぼ同様な構成であ

ると言えます。 

  

図３－１１ 産業別事業所数及び従業員数（平成 16 年） 
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  資料：平成 16 年 商業統計表（平成 18 年 経済産業省） 

     平成 16 年 商業統計調査（平成 18 年 鹿児島県） 
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５）観 光 

 霧島市における平成 17 年の観光地別観光客数は、表３－５のとおりです。 

 霧島神宮の 1,322,180 人が最も多く、次いで霧島神宮の 519,910 人、霧島まほろばの里

の 263,100 人となっています。 

 

表３－５ 霧島市の観光地別観光客（平成 17 年） 

分類 観光地名 単位 観光客数

ビジターセンター 人地点 71,960

交流センター 人地点 58,848

霧島自然ふれあいセンター 人泊 14,685

ハイテク展望台 人地点 9,318

横川地区バンガロー（宿泊） 人泊 3,582

隼人塚史跡館 人地点 3,284

隼人地区歴史民族資料館 人地点 2,544

霧島まほろばの里 人地点 263,100

上野原縄文の森 人地点 112,227

霧島民芸村 人地点 65,877

みやまコンセール 人地点 58,763

霧島高原国民休養地 人地点 38,797

隼人地区熊襲の穴 人地点 11,852

霧島高原国民休養地（宿泊） 人泊 8,559

隼人塚 人地点 5,828

神話の里公園 人地点 180,306

横川地区丸岡公園（日帰り） 人地点 101,558

城山公園 人地点 74,909

国分海浜公園 人地点 58,118

日当山温泉公園 人地点 21,981

黒石岳森林公園 人地点 5,006

宮の杜ふれあい公園 人地点 400

牧園地区総合体育館 人地点 66,494

市民プール 人地点 59,977

霧島高原乗馬クラブ 人地点 7,693

湯けむり広場パライソ 人地点 124,443

神乃湯 人地点 66,993

関平温泉 人地点 23,369

霧島神宮 人地点 1,322,180

鹿児島神宮 人地点 519,910

国分キャンプ海水浴場 人地点 73,676

小浜海水浴場 人地点 3,271

スポーツ

施設

観光地

公園

温泉

神宮

海水浴場

 

資料：霧島市調査資料 
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６）工 業 

霧島市における事業所数、従業者数及び製造品出荷額等の状況は、表３－６及び

図３－１２のとおりです。 

 平成 16 年現在の事業所数は 166 所、従業者数は 12,274 人、製造品出荷額等は 27,324,227

万円であり、平成 12 年以降減少傾向を示しています。 

 平成 16年を産業別にみると、事業所数は食料品が最も多く全体の 21.1％を占めており、

従業者数は電子部品・デバイス製造業が最も多く全体の 68.8％を占めています。 

 

表３－６ 工業の事業所数・従業者数・製造品出荷額等の推移 

区 分 平成12年 平成13年 平成14年 平成15年 平成16年 

事業所数（所） 203 173 162 183 166

従業者数（人） 12,962 13,083 11,970 12,254 12,274

製造品出荷額等（万円） 36,445,306 27,466,965 29,388,888 27,921,052 27,324,227

資料：平成 12 年～平成 16 年 工業統計表（平成 14 年～平成 17 年 経済産業省） 

資料 ：鹿児島県の工業 平成 16 年工業統計調査結果（平成 18 年 鹿児島県） 

 

 

図３－１２ 工業の事業所数・従業者数・製造品出荷額等の推移 
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資料：平成 12 年～平成 16 年 工業統計表（平成 14 年～平成 17 年 経済産業省） 

  資料：鹿児島県の工業 平成 16 年工業統計調査結果（平成 18 年 鹿児島県） 
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図３－１３ 産業別事業所数・従業者数・製造品出荷額等（平成 16 年） 
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資料：平成 16 年 工業統計表（平成 17 年 経済産業省） 

   鹿児島県の工業 平成 16 年工業統計調査結果（平成 18 年 鹿児島県） 
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（４）交 通 

１）道路網 

霧島市の道路網は、南部を東西に国道 10 号が通過しており、これに連結する形で市街

地部から北東方向に国道 223 号、南方向に国道 220 号が、また国道 223 号から北西方向に

国道 504 号がそれぞれ伸びています。さらにこれらの国道から、市内の各方面に 10 路線の

主要地方道及び 18 路線の一般県道が網の目状に伸びています。 

一方、市の西側には南北方向に九州自動車道が通過しており、南部には東西方向に東九

州自動車道が通過しています。(図３－１４参照) 
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図３－１４ 交通網 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
資料：｢県別マップル 46 鹿児島県広域・詳細道路地図｣(青柳栄次 2005) 

｢平成 11 年度 道路交通情勢調査(道路交通センサス) 一般交通量調査｣(鹿児島県土木) 
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２）交通量 

24 時間交通量は、平日・休日ともに一般国道 10 号隼人町清水で最も多く、平日 23,269

台、休日 20,068 台となっています。また、九州自動車道の横川 IC－溝辺鹿児島空港 IC 間

での 24 時間交通量は、平日 11,654 台、休日 9,986 台となっています。 
 

表３－７ 交通量調査結果 

平日12時間 休日12時間 平日24時間 休日24時間

九州自動車道 3 横川IC-溝辺鹿児島空港IC間 9,040 7,301 11,654 9,986

一般国道10号 1018 福山町嘉例川 5,355 5,230 7,069 6,904

一般国道10号 1019 国分市上之段1594-1 13,217 11,347 17,446 14,978

一般国道10号 1020 国分市広瀬本町1393 12,824 9,933 17,184 13,708

一般国道10号 1021 隼人町清水 17,320 14,594 23,269 20,068

一般国道10号(隼人道路) 11020 隼人西IC-隼人東IC間 4,434 3,187 5,188 4,047

一般国道223号 1055 牧園町霧島町境 1,790 3,547 2,291 4,718

一般国道223号 1056 牧園町小谷 4,806 6,153 6,152 8,183

一般国道223号 1057 牧園町寺原 6,610 6,909 8,461 9,189

一般国道223号 1058 牧園町安楽 2,905 3,176 3,718 4,224

一般国道223号 1059 隼人町見次 13,020 11,390 16,697 15,104

一般国道223号 1060 隼人町真孝 11,267 11,074 14,422 14,728

一般国道223号 31055 3,422 5,028 3,929 5,582

一般国道504号 1150 福山町宝瀬 4,916 4,328 6,292 5,828

一般国道504号 1151 隼人町西光寺 12,445 10,098 15,930 13,430

一般国道504号 1152 溝辺町麓 12,788 11,300 16,369 15,029

一般国道504号 1153 溝辺町木佐貫 8,354 5,958 10,693 7,924

一般国道504号 1154 溝辺町竹子 2,519 1,961 3,224 2,608

小林えびの高原牧園線 4001 牧園町高千穂 938 3,116 1,144 4,020

小林えびの高原牧園線 4002 牧園町丸尾 1,884 3,674 2,298 4,739

都城隼人線 4005 国分市重久 10,327 9,493 12,599 12,246

都城隼人線 4006 隼人町松永 12,753 10,575 15,941 13,219

都城隼人線 64004 霧島町牧内 2,856 2,255 3,484 2,909

伊集院蒲生溝辺線 4090 溝辺町竹山 1,671 1,074 2,089 1,343

伊集院蒲生溝辺線 4091 溝辺町下有川 6,380 4,387 8,029 5,636

牧園薩摩線 4115 牧園町宿窪田 4,025 2,802 5,031 3,503

牧園薩摩線 4116 横川町茶屋 2,384 2,192 2,908 2,828

栗野加治木線 4121 横川町床波 10,162 6,532 12,398 8,426

隼人加治木線 4123 隼人町大朋 2,766 3,365 3,375 4,341

隼人加治木線 4124 溝辺町論地 7,189 5,542 8,986 6,928

隼人港線 4126 隼人町 5,447 4,718 7,462 6,652

国分霧島線 4127 国分市福島 5,913 3,652 8,101 5,149

国分霧島線 4128 国分市清水町　子丸 13,678 10,011 18,739 14,116

国分霧島線 4129 霧島町田口 5,747 5,525 7,011 7,127

霧島公園小林線 6003 牧園町新床 546 1,520 661 1,946

紫尾田牧園線 6147 横川町馬渡 512 485 620 621

犬飼霧島神宮停車場線 6156 牧園町持松 225 372 272 476

北永野田小浜線 6157 国分市清水町芦谷 425 267 514 342

北永野田小浜線 6158 国分市野口 13,146 11,421 17,090 15,076

北永野田小浜線 6159 隼人町野久美田 7,496 6,169 9,745 8,143

日当山敷根線 6160 国分市上小川 7,864 5,953 10,240 7,839

崎森隼人線 6162 隼人町上野 5,560 3,422 6,728 4,380

豊後迫隼人線 6163 隼人町松永 3,021 2,005 3,716 2,546

隼人溝辺線 6164 隼人町表木山駅前 266 229 322 293

比曽木野福山港線 6165 国分市塚脇 768 640 929 819

比曽木野福山港線 6166 福山町上茶屋 1,244 1,027 1,505 1,315

国師境線 6167 福山町福地 139 119 168 152

霧島公園線 6168 霧島町霧島 897 1,792 1,085 2,294

今別府牧園線 6169 横川町岩穴 195 157 236 201

大川原小林線 6172 国分市川内 6,897 5,625 8,345 7,200

交通量　(台)
路線名

区間番号
調査単位

観測地点名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
資料：｢平成 11 年度 道路交通情勢調査(道路交通センサス) 一般交通量調査｣(鹿児島県土木) 
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３）自動車保有台数 

一世帯当りの自動車保有台数の推移は、表３－８及び図３－１５に示すとおりです。霧

島市での一世帯当りの自動車保有台数は、全国平均、鹿児島平均に比べ若干上回っていま

す。 

また、過去 5 年の推移をみると、いずれもほぼ横ばい状態となっています。 

 

表３－８ 一世帯当りの自動車保有台数 

全国 鹿児島県 霧島市 全国 鹿児島県 霧島市 全国 鹿児島県 霧島市

平成12年 75,524,973 1,228,205 88,555 48,015,251 742,526 52,330 1.57 1.65 1.69

平成13年 76,270,813 1,247,643 90,569 48,637,789 748,869 52,289 1.57 1.67 1.73

平成14年 76,892,517 1,263,149 91,916 49,260,791 754,556 52,523 1.56 1.67 1.75

平成15年 77,390,245 1,277,725 93,598 49,837,731 759,742 53,188 1.55 1.68 1.76

平成16年 78,278,880 1,297,057 95,379 50,382,081 764,233 54,600 1.55 1.70 1.75

注）保有台数の集計は各年度末(3月31日)現在の値。世帯数については、各年共に10月1日現在(全国計は3月31日)の値。

　　　なお、霧島市の保有台数のうち、軽自動車の台数は、国土交通省九州運輸局のデータ(県統計年鑑資料)を使用。

資料：自動車保有車両数　市区町村別　(国土交通省自動車交通局 監修，(財)自動車検査登録協力会)

　　　財団法人 自動車検査登録協会ホームページ (http://www.aira.ot.jp/)

　　　住民基本台帳（総務省自治行政局）

　　　市区町村別 軽自動車車両数（（社）全国軽自動車協会連合会）

年度
保有台数（台） 世帯数（世帯） １世帯当りの保有台数

 

 

 

図３－１５ 一世帯当りの自動車保有台数の推移 
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３）公共交通機関 

霧島市には、鹿児島県(本土)と他県を結ぶ主要な交通機関として、道路網以外に航空と

鉄道があります。このうち航空では、市の中西部に鹿児島空港があり、国内線では札幌、

東京、関西、福岡など 12 の主要都市の他、沖縄、奄美大島などの島嶼部を結んでいます。

また、国際線ではソウル及び上海と結んでいます。 

鹿児島空港の利用客は、乗降客を合わせると年間延べ 600 万人であり、貨物としては年

間約 4 万トンが利用されています。（表３－９参照) 

鉄道は、JR 九州の日豊本線が市の東西を、同肥薩線が南北を通過しています。霧島市市

街地中心部にある日豊本線国分駅では年間約 160 万人の利用客があり、肥薩線との連絡駅

である隼人駅では、年間約 130 万人の利用客があります。(表３－１０参照) 

 

表３－９ 鹿児島空港における航空機利用状況 

乗客 降客 積 降 積 降

平成12年度 3,041,092 3,001,103 25,708 11,612 4,616,758 4,988,241

平成13年度 3,054,482 3,007,209 23,546 10,259 4,942,389 5,074,056

平成14年度 3,182,968 3,182,365 25,964 11,378 4,587,757 4,839,164

平成15年度 3,023,540 3,038,639 27,616 12,081 4,059,662 3,572,830

年度
乗降客 (人) 貨物 (t) 郵便 (kg)

 

資料：鹿児島県統計年鑑（鹿児島県) 

 

表３－１０ 鉄道利用状況 

平成12年度 平成13年度 平成14年度 平成15年度
乗車 646,430 652,081 659,555 661,104
降車 636,257 644,812 653,715 655,465
乗車 777,688 780,776 796,065 798,060
降車 776,330 780,369 798,255 800,269
乗車 113,818 113,422 106,215 106,418
降車 115,776 116,070 109,135 109,397
乗車 3,244 4,182 2,190 2,413
降車 3,605 4,578 2,920 2,906
乗車 41,792 38,029 38,690 39,017
降車 46,196 42,117 41,975 42,184
乗車 1,016 1,121 730 910
降車 961 943 730 833
乗車 4,551 6,990 6,205 6,139
降車 4,133 6,752 5,840 5,900
乗車 11,979 9,103 14,600 14,599
降車 11,398 8,742 14,600 14,660
乗車 105,972 98,680 100,010 100,483
降車 108,301 100,454 101,835 102,296
乗車 10,255 8,216 6,570 6,666
降車 9,259 7,396 5,840 5,974
乗車 63,418 56,782 48,180 48,291
降車 63,926 57,413 48,545 48,770

嘉例川駅

霧島西口駅

植村駅

大隈横川駅

区分

ＪＲ日豊本線

ＪＲ肥薩線

隼人駅

国分駅

霧島神宮駅

北永野田駅

日当山駅

表木山駅

中福良駅

 

資料：鹿児島県統計年鑑（鹿児島県) 
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（５）文化財 

霧島は、天孫降臨の地として、日本の歴史とともに歩んできた地域であり、建国神話

に出てくるニニギノミコトを祀っている霧島神宮や約 9,500 年前の縄文早期の遺跡であ

る上野原遺跡などが見られます。 

市内には「鹿児島県上野原遺跡出土品」、「紺糸威鎧兜大袖付(1 領)」、「色々威胴丸兜

大袖付(2 領)」、「刀銘 相州住秋廣 明徳三」といった 4 件の国の重要文化財を含め、

16 件の国指定文化財、9 件の県指定文化財、94 件の市指定文化財の合計 118 件の文化財

(表３－１１参照)のほか、458 件の埋蔵文化財があり、貴重な歴史的文化遺産として受

け継がれています。 

指定文化財のうち、有形文化財(建造物)、記念物(史跡・名称・天然記念物)について

その場所を図示しました。(図３－１６参照) 
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表３－１１ 文化財一覧 (1/2) 

指定
区分

種別 名称
図面
番号

所在地

国
有形文化財(考古資料)
＊重要文化財

鹿児島県上野原遺跡出土品
国分上野原縄文の森2番1号
埋蔵文化財センター

有形文化財(建造物) 霧島神宮 1 霧島田口2608-5
有形文化財(工芸品) 紺糸威鎧兜大袖付(1領) 東京国立博物館
＊重要文化財 色々威胴丸兜大袖付(2領) 東京国立博物館・黎明館

刀銘　相州住秋廣　明徳三 黎明館
登録有形文化財 池田家住宅主屋 横川町中ノ上岸田

池田家住宅石倉 横川町中ノ上岸田
森山家住宅石倉 横川町中ノ諏訪
JR肥薩線嘉例川駅駅舎　一棟 隼人町嘉例川2176

記念物(史跡) 大隅国分寺跡(附宮田ヶ岡瓦窯跡) 2 国分中央一丁目
上野原遺跡 3 国分川内字田吹外
隼人塚 4 隼人町内山田265-3

記念物(天然記念物) 薩摩鶏 全域 鹿児島県全域
地頭鶏 全域 鹿児島県全域
ヤマネ 全域 鹿児島県全域
ノカイドウ自生地 5 牧園町えびの高原

県 有形文化財(建造物) 鹿児島神宮本殿・拝殿・勅使殿 6 隼人町内2496
旧田中家別邸　附　棟札1枚 7 福山町福山2926

有形文化財(彫刻) 正国寺跡石仏三躯
隼人町内山田287-1
隼人塚史跡館

有形文化財(古文書) 鹿児島神宮文書(6巻) 隼人町内2496
民俗文化財(有形) 宮内の田の神 隼人町内山田1805

民俗文化財(無形) 霧島神宮お田植え祭 霧島田口2608-5

記念物(史跡) 赤水の岩堂磨崖仏 8 横川町下ノ赤水梅ノ木迫
記念物(天然記念物) 高座神社の社叢 9 国分川原108　毛梨野高座神社

福山のイチョウ 10 福山町福山2437
市 有形文化財(建造物) 朱門 11 国分中央二丁目5-1

金山橋(第3橋) 12 溝辺町竹子上牟田
平熊の石橋及び石洗越付石洗越の碑
水神碑

13 隼人町松永字平熊

辻の角の保食神社 隼人町神宮五丁目154-1
有形文化財(彫刻) 仁王像二基 牧園町下中津川427
有形文化財(古文書) 朱印状 国分中央一丁目20-8　国分郷土館

文政六年の道帳
国分中央三丁目45-1
国分図書館

島津藩の巻物2巻 霧島田口2608-5
有形文化財(考古資料) 環頭太刀 国分上小川3819　国分郷土館

城山山頂遺跡出土品 国分上小川3819　国分郷土館
有形文化財(歴史資料) 日秀上人遺品関係資料 隼人町内2496　隼人歴史民俗資料

鹿児島神宮四天王石像
隼人町内山田287-1
隼人塚史跡館

神宮古印 隼人町内2496
有形文化財(工芸品) 安良神社の仮面(吽) 横川町中ノ192

安良神社の仮面(阿) 横川町中ノ192
九面 霧島田口2608-5
宮浦宮の鎧 福山町福山2437

民俗文化財(有形) 止上神社の面 国分重久1896　国分郷土館
祝儀園の田の神 溝辺町竹子祝儀園
石原の田の神 溝辺町麓3391　みそめ館
紫尾田の田の神像 横川町上ノ紫尾田
迫田家の田の神像 横川町上ノ上深川
古城の田の神像 横川町上ノ古城
馬渡の田の神像 横川町下ノ馬渡
山住家の田の神像 横川町下ノ赤水

黒葛原の田の神像 横川町下ノ黒葛原

田の神 牧園町持松竪神社境内
田の神 牧園町上中津川溝口
田の神 牧園町高千穂栗川

民俗文化財(無形) 天孫降臨霧島九面太鼓 牧園町高千穂3908
火流し(精霊流し) 牧園町下中津川犬飼
狭名田棒踊り 霧島田口(狭名田集落)
田口棒踊り 霧島田口(田口集落)
枦田棒踊り 霧島田口(枦田集落)
桂内棒踊り 霧島田口(桂内集落)
十八日の馬 －
川尻琉球人踊り 隼人町見次川尻
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表３－１１ 文化財一覧 (2/2) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指定
区分

種別 名称
図面
番号

所在地

記念物(史跡) 宝塔 14 国分府中町11-3
15 国分中央二丁目3840-2　金剛寺跡
16 国分上井5-2　徳持庵跡

真応上人石室 17
国分中央二丁目3842-1
金剛寺跡

橘木城跡供養塔 18 国分上小川3819　国分郷土館
十三仏 19 国分剣之宇都町161-1
溝辺城跡 20 溝辺町麓4644-1
段溝跡 溝辺町竹子野坂
野首の墓石群 溝辺町麓野首
瑞泉山心慶寺跡 溝辺町麓中丸
安良山来福寺真乗院跡 21 横川町中ノ川北脇
万亀山仙寿寺跡 22 横川町中ノ川北馬場
安良神社 23 横川町上ノ上小脇安良
腰越神社の跡 24 横川町上ノ下小脇岩元
徳源社 25 横川町上ノ夢想谷下山
木浦権現 26 横川町上ノ木浦
阿弥陀寺の跡 27 横川町上ノ正牟田阿弥陀原
弓削が丘 28 横川町上ノ正牟田茶園山
横川城跡 29 横川町中ノ城山
民部塚 30 横川町中ノ二石田民部塚
宝篋印塔三基 31 牧園町三体堂784
臼崎の宝塔 32 牧園町持松539-4
島津源七郎忠直の墓 33 牧園町宿窪田761-3
花林長春大姉の墓 34 牧園町宿窪田677-3
辻堂の五輪塔 35 霧島田口846
隅州富隈新松林記 36 隼人町住吉1881

　 大隅国桑原郡西国分郷鑿溝崇水神記 隼人町西光寺水天渕

菅原神社磨崖物 37 隼人町松永3282-9，3283
三光院墓碑群 38 隼人町朝日19
湯本大権現碑 39 隼人町姫城三丁目122
空順上人入定石室 40 隼人町内山田一丁目11-6
弥靭院・正興寺等墓域 41 隼人町神宮三丁目215-8
富隈城跡 42 隼人町住吉1879-4，1881
薩摩義士山元八兵衛定矩の墓　付山
元八兵衛定矩母の墓

43 隼人町住吉1513(住吉共同墓地)

沢家墓碑群 44 隼人町神宮五丁目579-17
宮坂貝塚 45 隼人町内1794,1804-1の一部
内山田の鼻んす(2連隧道) 46 隼人町内山田1720
卵塔群 47 福山町福山2428

記念物(名勝) 田中邸の庭園 48 福山町福山2926-1

記念物(天然記念物) カヤ 49
国分上之段2329
塚脇宮毘神社

クロガネモチ(雄株) 50 国分中央四丁目22-7
クロガネモチ(雌株) 51 国分中央一丁目24-24
オガタマノキ 52 国分川原4394
青葉の竹 53 国分台明寺1103　日枝神社
鷹屋神社の銀杏 54 溝辺町麓4260
甌穴群 55 牧園町宿窪田真米
イチイガシ 56 霧島川北 向田七社神社境内
オガタマノキ 57 霧島田口278
荒瀬城跡のイチイガシ 58 隼人町西光寺207-2
小みかん 59 福山町福山602-1
小みかん 60 福山町福山654-1
イロハモミジ 61 福山町佳例川2137
佳例川の藤 62 福山町佳例川1871
羽山神社の杉 63 福山町佳例川1649-1
イチイガシ 64 福山町佳例川2137
イヌマキ 65 福山町佳例川2137

島津義久の墓

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：霧島市の教育(霧島市 2006) 
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図３－１６ 文化財位置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

薩摩鶏、地頭鶏、ヤマネについては市域全域。
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（６）公園・緑地 

１）自然公園 

鹿児島県内には、4 件の国立・国定公園と 9 件の県立自然公園が指定されています。

（表３－１２参照）霧島市には、このうち霧島屋久国立公園の一部が含まれています。 

 

表３－１２ 鹿児島県の自然公園一覧 

名称 所在地 供用面積(ha) 指定年月日

霧島屋久国立公園
霧島町，牧園町，栗野町，鹿児島市，桜島町，
垂水市，指宿市，山川町，開聞町，佐多町，根
占町，上屋久町，屋久町

44,231.0 昭和39年3月16日

雲仙天草国立公園 東町，長島町 1,447.0 昭和31年7月20日

日南海岸国定公園 志布志町，有明町，大崎町，東串良町，高山町 1,038.9 昭和30年6月1日

奄美群島国定公園 奄美群島全14市町村 7,861.0 昭和49年2月15日

阿久根県立自然公園 阿久根市 754.7 昭和28年3月31日

吹上浜県立自然公園
加世田市，金峰町，吹上町，日吉町，東市来
町，市来町，串木野市

3,104.9 昭和28年3月31日

藺牟田池県立自然公園 入来町，祁答院町，宮之城町，蒲生町，姶良町 3,937.7 昭和28年3月31日

坊野間県立自然公園 枕崎市，坊津町，大浦町，笠沙町 2,340.3 昭和28年3月31日

川内川流域県立自然公園
出水市，大口市，川内市，高尾野町，宮之城
町，鶴田町，薩摩町，東郷町，樋脇町，菱刈町

6,571.0 昭和39年4月1日

高隈山県立自然公園 垂水市，鹿屋市 2,466.0 昭和52年6月1日

大隅南部県立自然公園 内之浦町，佐多町，根占町，田代町 1,315.0 昭和52年6月1日

甑島県立自然公園 里村，上甑村，下甑村，鹿島村 2,458.8 昭和56年10月1日

トカラ列島県立自然公園 十島村 4,629.0 平成4年4月1日
 

資料：鹿児島県ホームページ（http://www.pref.kagoshima.jp/home/kanhogoka/kira/t2020000.htm） 
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２）都市公園 

霧島市には、都市公園が 47 箇所設置されています。(表３－１３参照) 

 

表３－１３ 都市公園一覧 

名称 所在地
供用面積

(㎡)
供用開始日

計画面積
(ha)

城山公園 国分上小川3819番地 139,380 昭和53年5月23日 13.94

国分運動公園 国分清水309番地 147,009 平成11年4月1日 14.70

中央児童公園 国分中央三丁目1735番地 609 昭和53年5月23日 0.06

東公園 国分中央四丁目3078番地 4,736 昭和53年5月23日 0.47

中央公園 国分中央五丁目842番地1 10,895 昭和57年10月6日 1.09

南公園 国分上井183番地 34,055 昭和62年9月1日 3.41

福島児童公園 国分福島二丁目62番地1 2,487 昭和60年7月1日 0.25

国分海浜公園 国分下井2512番地 76,103 平成12年4月1日 7.61

北公園 国分清水五丁目650番地 48,130 平成14年9月1日 4.81

児童の森 国分上小川3781番地3 17,381 昭和55年4月28日 1.74

広瀬西公園 国分広瀬二丁目815番地15 987 昭和57年2月24日 0.10

正覚寺公園 国分中央六丁目1500番地 5,387 平成8年3月31日 0.54

西地区コミュニティ広場 国分福島35番地1 9,910 平成8年3月31日 0.99

松木野口地区ふれあい広場 国分松木17番地1 10,580 平成10年4月1日 1.06

湊地区コミュニティ広場 国分湊259番地1 10,619 平成10年4月1日 1.06

東その山地区コミュニティ広場 国分重久241番地1 6,451 平成13年4月1日 0.65

こがのもりコミュニティ広場 国分姫城147番地1 8,667 平成13年4月1日 0.87

郡山地区コミュニティ広場 国分郡田1180番地3 6,595 平成14年4月1日 0.66

姫城地区コミュニティ広場 国分府中170番地1 5,350 平成15年4月1日 0.54

清水地区コミュニティ広場 国分新町1321番地 12,510 平成17年10月1日 1.25

隼人駅前公園 隼人町内山田二丁目9番1号 5,947 昭和45年4月1日 0.59

町後公園 隼人町神宮一丁目15番1号 1,815 昭和58年3月30日 0.18

大津公園 隼人町神宮五丁目8番1号 1,585 昭和61年4月1日 0.16

辻公園 隼人町神宮六丁目10番1号 1,462 昭和59年4月1日 0.15

見次公園 隼人町神宮六丁目2番1号 1,292 昭和61年4月1日 0.13

小路公園 隼人町神宮六丁目18番1号 938 昭和62年4月1日 0.09

小浜公園 隼人町小浜4729番地 5,081 昭和59年4月1日 0.51

日当山温泉公園 隼人町東郷1613番地2 24,751 昭和51年4月1日 2.48

三田坪公園 隼人町松永二丁目62番地 4,951 平成9年3月13日 0.50

姫城中央公園 隼人町東郷一丁目95番地 10,009 平成9年3月13日 1.00

姫城公園 隼人町姫城二丁目144番地 2,672 昭和59年4月1日 0.27

西瓜川原公園 隼人町姫城914番地1 3,185 平成17年4月1日 0.32

稲荷山公園 隼人町住吉1879番地4 11,023 昭和53年6月20日 1.10

住吉運動公園 隼人町住吉960番地5 9,031 平成10年5月1日 0.90

垂水公園 隼人町小田2709番地 677 平成9年1月14日 0.07

中姫城公園 隼人町姫城一丁目43番地 5,649 平成9年3月13日 0.56

天降川運動公園 隼人町姫城665番地1 4,347 平成10年4月1日 0.43

武安公園 隼人町松永3320番地5 2,426 平成10年4月1日 0.24

嘉例川駅前公園 隼人町嘉例川2137番地12 2,533 平成10年5月1日 0.25

真孝公園 隼人町真孝1370番地3 8,044 平成18年4月1日 0.80

空港公園 隼人町嘉例川655番地20 3,055 平成18年4月1日 0.31

丸岡公園 横川町上ノ3201番地1 272,000 平成2年11月26日 27.20

朝日公園 横川町中ノ4926番地16 25,000 昭和48年11月5日 2.50

牧ノ原近隣公園 福山町福山4564番地1 9,741 昭和60年4月1日 0.97

鉄道記念公園 福山町福山3524番地2 2,398 平成5年4月1日 0.24

亀割公園 福山町福山3992番地4 3,688 平成6年4月1日 0.37

多目的広場まきばドーム 福山町福山6346番地 36,000 平成14年9月25日 3.60

資料：霧島市調査資料 
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４．地球環境 
（１）地球温暖化 

大気中の二酸化炭素，メタン，一酸化二窒素等の温室効果ガス濃度の増加により，この

ままでは，2100 年には地球の平均気温は 1.4～5.8℃上昇すると予測されています。 

地球の温暖化が進むと，南極などの氷が溶けることによる海面の上昇のほか，気候の急

激な変動による食糧生産や植生への影響などが懸念されています。 

 日本及び鹿児島県地方気象台の年平均地上気温の推移をみると、過去 100 年間において

約１～２℃上昇しています。 

 

図４－１ 日本の年平均地上気温の平年差の経年変化 

 

 

図４－２ 鹿児島地方気象台の年平均地上気温の経年変化 
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資料：気象庁電子閲覧室 
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（２）オゾン層の破壊 

地上 10～50 ㎞ぐらいのところにあるオゾン層は、太陽からくる有害な紫外線を吸収し、

地上の生物を守る役割を果たしています。 

電子部品の洗浄剤やエアコンの冷媒などに広く使用されているフロン等が機器の廃棄

時等に大気中へ放出されることにより、オゾン層が破壊され，有害な紫外線による生態系

への影響が懸念されています。 

 鹿児島上空のオゾン全量は横ばい傾向、南極上空のオゾンホールの面積は増加傾向を示

しています。 

 

図４－３ 日本上空のオゾン全量の年平均値の推移 

 

 

 

図４－４ 南極上空のオゾンホールの面積の推移 
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（３）酸性雨 

酸性雨は、石油などの燃焼に伴い排出される硫黄酸化物や窒素酸化物等の大気汚染物質

が、大気中で硫酸や硝酸等に変化し、雨に溶けて地上に降下する（沈着する）、酸性の強い

雨のこととされていましたが、現在では酸性の強い雨や雪などの形で沈着する「湿性沈着」

と、晴れた日でも粒子状（エアロゾル）やガス状の酸の形で沈着する「乾性沈着」を併せ

たものとしてとらえられています。 

 鹿児島市における平成７年度から平成 16 年度におけるｐＨ測定結果は、4.5～5.0 であ

り、全国平均（4.7～4.9）に比べ低いレベルで推移しています。 

 

図４－５ ｐＨの年平均値の推移 

 

資料：環境白書（鹿児島県） 
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５．関連計画 
（１）新市まちづくり計画 

平成 17 年 11 月の霧島市の合併に際し、姶良中央地区合併協議会では平成 16 年 3 月に

「新市まちづくり計画」を策定し、合併後概ね 10 か年の期間の霧島市の基本方針、主要事

業、公共的施設の統合整備及び財政計画を定めました。鹿児島空港を拠点として世界を視

野に入れた新しい都市づくりを進めるとともに、人と自然・歴史・文化などさまざまなふ

れあいのある調和のとれた田園文化都市と、産業がバランス良く配置された多機能都市の

形成を図りながら、快適で愛着の持てる安心して暮らせるまちづくりを進める方針のもと、

「世界にひらく、人と自然・歴史・文化がふれあう都市」をまちづくりの基本理念として

います。 

 

■「新市まちづくり計画」の概要 

基本理念 
世界にひらく、人と自然・歴史・文化がふれあう都市 

“霧島山系から錦江湾の鼓動が時空を超え、躍動する新都市”

将来像 人と自然が輝き、人が拓く、多機能都市の創造 

1 活力ある都市づくり （社会基盤） 

快適で魅力的な都市機能の充実と安全で活力ある都市 

づくり 

2 自然にやさしい都市づくり （生活環境） 

自然と共生し、誰もが安心して住める都市づくり 

3 育み磨きあう都市づくり （教育文化） 

育まれてきた教育文化の継承と生涯学習、青少年の健全育成

を推進する都市づくり 

4 たすけあい支えあう都市づくり （保健福祉） 

すべての人が安心して暮らし、共にたすけあい支えあう 

都市づくり 

5 産業ふれあいの都市づくり （産業経済） 

多種多様な産業が調和した産業ふれあいの都市づくり 

6 住民参画の都市づくり （コミュニティ） 

人権を尊重しあい、住民が主体的に参画し、行政と協働する

都市づくり 

将来像を実現する

７つの柱 

7 健全な行財政組織の都市づくり （行財政） 

健全で自立した行財政運営と地域拠点の連携による都市 

づくり 

 84



（２）霧島市一般廃棄物処理基本計画 

霧島市では平成 18 年 3 月に「霧島市一般廃棄物処理基本計画」を策定し、新市として

の一般廃棄物の適正処理やリサイクル推進に関する基本的な考え方、将来の方向性を定め

ました。 

本計画は、上位計画となる「霧島市総合計画」や「霧島市環境基本計画」が平成 19 年

度末に策定される予定であることや、旧市町村から引継がれた一般廃棄物の分別・収集方

法等について整理していかなければならない部分が残されていることなど、将来を見据え

た計画を策定するのに不透明な要素が多いため、計画期間は、平成 18 年３月から平成 20

年３月までとなっています。 

 

■「霧島市一般廃棄物処理基本計画」の概要 

1 ごみの排出抑制、減量化、リサイクルの推進 

・ごみの分別と出し方の徹底 

・リサイクル活動等の活性化 

・効果的なシステムの確立 

・ごみの排出抑制等に配慮した生活様式の定着 ごみ処理基本計画

2 ごみ処理の適正化 

・収集・運搬の適正化 

・不法投棄の防止 

・循環型社会基盤施設の適正化等 

生活排水処理 

基本計画 

生活廃水処理の目標 

・水質の改善を図ることにとどまらず、河川や農業用水路等を

流れる水に清流がよみがえり、螢が飛び交う澄んだ川の復活

をめざすものとする。 

・鹿児島湾については、ＣＯＤの水質保全目標 2.0mg/ ℓ、 

リンの水質保全目標 0.03mg/ ℓ の達成を目指す。 
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（３）錦江湾みらい総合戦略 

「錦江湾みらい総合戦略」は、鹿児島県、錦江湾岸１５市町、関係７団体で構成する「錦

江湾みらい総合戦略推進協議会」が平成 11 年５月に策定した、錦江湾の魅力を生かした、

うるおいと活力のある地域社会を形成するための総合戦略です。 

錦江湾の優れた自然や歴史・文化等に、住民が誇りと愛着を持ち、これを生かした快適

で個性豊かな生活を営むとともに、その魅力にひかれて国内外の人々が繰り返し訪れ、住

民との交流の中から絶えることのない活力を生み出す「人々が親しみ、ふれあう、魅力あ

る錦江湾の創造」をこの戦略の基本理念としています。 

 

■「錦江湾みらい総合戦略」の概要 

基本理念 人々が親しみ、ふれあう、魅力ある錦江湾の創造市 

戦略目標 

目標① 海に開かれた質の高い生活圏の形成 

目標② 交流人口の拡大による地域活力の向上 

目標③ 錦江湾の優れた自然環境の保全と継承 

戦略の展開方向 

方向① 海洋レクリエーション活動の拡大 

方向② 子供たちの夢を育む体験学習の拠点づくり 

方向③ 海辺のにぎわいとうるおいの創出 

方向④ 水産資源を生かした産業の振興と食文化の形成 

方向⑤ 魅力ある観光・保養拠点の形成 

方向⑥ 学術的・文化的な交流の促進 

方向⑦ 未来に引き継ぐ自然環境の保全と活用 

 

 

（４）第４期鹿児島湾ブルー計画（第４期鹿児島湾水質環境管理計画） 

鹿児島県では、鹿児島湾の水質保全及びそれと一体となった水辺環境の保全管理を図る

ため、総合的かつ長期的な計画として昭和 54 年 5 月に「第 1 期鹿児島湾ブルー計画」を、

昭和 61 年 3 月に「第２期鹿児島湾ブルー計画」を、そして、平成 7 年 3 月に「第３期鹿児

島湾ブルー計画」を策定し、長期にわたって各種の環境保全対策を講じて水質保全に努め

てきました。「第３期鹿児島湾ブルー計画」の期間は平成 16 年度までとなっており、持続

可能な社会の構築を展望し、閉鎖性海域である鹿児島湾の水質や水辺環境を将来にわたっ

て良好に保全するため、引き続き総合的な対策を講じる必要があることから「第４期鹿児

島湾ブルー計画」を策定しました。第 4 期計画はこれまで推進してきた第 1 期～第 3 期計

画を発展的に継承するものであり、「循環」、「共生」、「参加」型社会の構築により、環境へ

の負荷の少ない経済社会を目指すという長期的な目標をも念頭において、「美しい錦江湾を

明日の世代へ」を基本理念に掲げ、湾域の自然的・社会的特性に配慮した適正な環境利用

が図られ、鹿児島湾の水質が将来にわたって良好に保たれるよう、「水質保全目標」と「水

辺環境の保全管理目標」を設定しています。この計画では引き続き COD、窒素及びりんの
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水質保全目標を定め、富栄養化の未然防止を図るとともに、新たに海水浴場の水質目標を

設定し、流域を含めたきめ細かな環境保全対策を講じて、湾の水質環境管理を更に推進し

ようとするものとなっています。 

本計画の期間は、平成 17 年度から平成 26 年度までとなっています。 

 

■第４期鹿児島湾ブルー計画（第４期鹿児島湾水質環境管理計画）の概要 

基本理念 美しい錦江湾を明日の世代へ 

水質保全目標 

水質保全目標は、水質汚濁に係る環境基準値を目標とするが、特

に水質汚濁の代表的な指標である COD、富栄養化に密接なかかわ

りがある窒素及びりんについて次のとおり目標を定める。 

ＣＯＤ ２   mg/ ℓ 以下 

窒素  0.3  mg/ ℓ 以下 

りん  0.03 mg/ ℓ 以下 

利用目的の適応性：水産１級、水浴、自然環境保全、 

透明度７ｍ以上相当 

水辺環境の 

保全目標 

海水浴、潮干狩り、磯遊びなど県民に親しまれている利用性の高

い海岸や水質浄化機能の高い海浜などが、良好な状況で保全管理

されていることを目標とする。なお、海水浴場については次の目

標を定める。 

ふん便性大腸菌群数 100 個/100m ℓ 以下 

油膜の有無     油膜が認められない 

ＣＯＤ       ２   mg/ ℓ 以下 

透明度       全透（１ｍ以上） 

計画の推進 

県や市町などの行政機関をはじめ、事業者や住民、ＮＰＯ等がこ

の計画の趣旨を理解し、一体的に取り組むことが重要である。 

そのためには、推進体制を整備し円滑な運営を行うとともに、事

業者及び住民等に対する意識啓発などに積極的に取り組むこと

とする。また、計画推進のための調査研究を行うとともに、定期

的に水質環境や社会環境を把握するなど計画推進の進行管理を

行う。 
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６．関係法令 
（１）霧島市環境基本条例 

条 例 第 1 2 5 号  

平成１8年９月29日  

霧島市環境基本条例 

 前文 

 私たちのまち霧島市は、鹿児島県本土のほぼ中央に位置し、風光明媚な霧島連山や、そこから錦江湾

奥に注ぐ清流天降川、その流域に広がる肥沃な田園、山麓から平野部まで点在する温泉群など、多彩で

豊かな自然に恵まれ廃棄物の大量発生などにより、自然の再生能力や浄化能力を超えるような規模とな

っており、地域の環境のみ、歴史と文化の薫り高い活力あるまちとして発展してきた。 

 しかしながら、近年の社会経済活動は、私たちに便利で快適な生活をもたらす一方で、限りある資源

やエネルギーの大量消費、大量生産に伴うならず、地球温暖化問題に象徴されるように地球規模の環境

を脅かすまでに至っている。 

 すべての市民は、健康で文化的な生活を営むことができる良好な環境を享受する権利を有するととも

に、全国に誇れる霧島市のすばらしい自然環境の恵沢を将来の世代に継承していく責務を担っているこ

とを認識し、環境への負荷の少ない持続可能なまちづくりを推進していかなければならない。 

 ここに、私たち霧島市民は、自然と共生しながら、それぞれの責任と役割の下に、英知を結集し、協

力協働して、良好な環境の保全と形成を図り、これを将来の世代に引き継いでいくため、この条例を制

定する。 

（目的） 

第１条 この条例は、環境の保全及び形成について、基本理念を定め、市、事業者及び市民の責務を明

らかにするとともに、環境の保全及び形成に関する施策の基本となる事項を定めることにより、環境の

保全及び形成に関する施策を総合的かつ計画的に推進し、もって現在及び将来の市民の健康で文化的な

生活の確保に寄与することを目的とする。 

（定義） 

第２条 この条例において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定めるところによる。 

(1) 環境の保全及び形成 環境の保護及び整備を図ることによって、これを人をはじめとする生物にと

って良好な状態に維持し、又は形成することをいう。 

(2) 環境への負荷 人の活動により環境に加えられる影響であって、環境の保全上の支障の原因となる

おそれのあるものをいう。 

(3) 地球環境保全 人の活動による地球全体の温暖化又はオゾン層の破壊の進行、海洋の汚染、野生生

物の種の減少、森林の減少その他の地球の全体又はその広範な部分の環境に影響を及ぼす事態に係る環

境の保全であって、人類の福祉に貢献するとともに市民の健康で文化的な生活の確保に寄与するものを

いう。 

(4) 公害 環境の保全上の支障のうち、事業活動その他の人の活動に伴って生ずる相当範囲にわたる大

気の汚染、水質の汚濁(水質以外の水の状態又は水底の底質が悪化することを含む。)、土壌の汚染、騒

音、振動、地盤の沈下(鉱物の掘採のための土地の掘削によるものを除く。)及び悪臭によって、人の健

康又は生活環境(人の生活に密接な関係のある財産並びに人の生活に密接な関係のある動植物及びその

生育環境を含む。)に係る被害が生ずることをいう。 

（基本理念） 

第３条 環境の保全及び形成は、市民の健康で文化的な生活の基盤である健全で恵み豊かな環境を確保

し、これを将来の世代へ継承することを目的として行われなければならない。 

２ 環境の保全及び形成は、人と自然の共生を図ることにより、健全で恵み豊かな環境を維持しつつ、

市域全般で社会経済活動及び生活様式を問い直し、環境への負荷が少なく、持続的発展が可能な循環型

地域社会を構築することを目的として行われなければならない。 

３ 環境の保全及び形成は、市、事業者及び市民がそれぞれの責務を認識し、すべての日常生活及び事

業活動において、公平な責務分担の下に自主的かつ積極的な取組によって、相互に協力協働して推進さ

れなければならない。 

４ 環境の保全及び形成は、地域の環境が地球全体の環境と深くかかわっていること及び市民の健康で

文化的な生活を将来にわたり確保する上で重要であることを踏まえ、地域での取組として行われるとと

もに、広域的に協力連携して行わなければならない。 

（市の責務） 

第４条 市は、前条に定める基本理念(以下「基本理念」という。)にのっとり、市域の自然的社会的条

件に応じた環境の保全及び形成に関する総合的かつ計画的な施策を策定し、これを実施する責務を有す

る。 

２ 市は、環境の保全及び形成に関する施策を策定するときは、事業者及び市民の意見を反映させ、協

力協働して環境の保全及び形成に関する施策の推進に取り組むよう必要な措置を講ずるものとする｡ 
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３ 市は、自ら廃棄物の発生の抑制及び適正な処理、資源の循環的な利用及びエネルギーの有効利用を

行うことにより積極的に環境への負荷を低減する責務を有する。 

４ 市は、環境の保全に関する教育及び情報の提供その他広報活動を通じて、市民の環境に対する意識

の高揚に努めなければならない。 

（事業者の責務） 

第５条 事業者は、基本理念にのっとり、その事業活動を行うに当たっては、これに伴って生ずる公害

を防止し、又は自然環境を適正に保全するために必要な措置を講ずる責務を有する。 

２ 事業者は、基本理念にのっとり、その事業活動に伴う開発に当たっては、地域の環境特性に応じた

適正な土地利用を基本とするとともに、緑地の保全、景観への配慮その他の環境への負荷を低減するた

めに必要な措置を講ずる責務を有する。 

３ 事業者は、基本理念にのっとり、廃棄物の減量及び再利用その他の廃棄物の適正処理並びに資源及

びエネルギーの有効かつ適正な利用を行うとともに、廃棄物の削減に資するような物の製造、販売その

他の事業活動を行うことにより環境への負荷を低減するために必要な措置を講ずる責務を有する。 

４ 前３項に定めるもののほか、事業者は、基本理念にのっとり、その事業活動に関し、これに伴う環

境への負荷の低減その他環境の保全及び形成に自ら努め、かつ、その保有する環境に関する情報を広く

提供するとともに、市が実施する環境の保全及び形成に関する施策並びに市民が行う地域の環境保全及

び形成に関する活動に積極的に協力するように努める責務を有する。 

（市民の責務） 

第６条 市民は、基本理念にのっとり、環境の保全上の支障を防止するため、資源及びエネルギーの消

費、廃棄物及び生活排水の排出その他の日常生活に伴う環境への負荷の低減に努めなければならない。 

２ 前項に定めるもののほか、市民は、基本理念にのっとり、環境の保全及び形成に自ら積極的に努め

るとともに、市が実施する環境の保全及び形成に関する施策に協力する責務を有する。 

（各主体の協働等） 

第７条 市、事業者及び市民は、基本理念にのっとり、前３条に定めるそれぞれの責務を果たすため、

必要に応じ、相互に協働しなければならない。 

２ 市は、環境の保全及び形成に関する施策を総合的に推進するため、市、事業者及び市民相互の調整

に努めるものとする。 

（環境施策の策定等に係る基本方針） 

第８条 市は、環境の保全及び形成に関する施策の策定及び実施に当たっては、基本理念にのっとり、

次に掲げる事項を基本として、各種の施策相互の有機的な連携を図りつつ、総合的かつ計画的に推進す

るものとする。 

(1) 人の健康が保護され、生活環境及び自然環境が適正に保全されるよう、大気、水、土壌その他の環

境の自然的構成要素が良好な状態に保持されること。 

(2) 生物の多様性の確保が図られるとともに、森林、農地、水辺等における多様な自然環境が地域の自

然的社会的条件に応じて適正に保全されること。 

(3) 人と自然との豊かな触れ合いが確保されるとともに、地域の緑化の推進、地域の特性を生かした景

観の形成及び歴史的文化的環境の保全が図られること。 

(4) 廃棄物の減量並びに資源及びエネルギーの有効かつ適正な利用により物質の循環が図られること。 

(5) 地球温暖化の防止、オゾン層の保護その他の地球環境の保全を図ること。 

(6)   環境の保全に関する教育及び広報活動の推進により環境に対する意識の高揚が図られること。 

２ 市長は、環境の保全及び形成に関する重要な施策の策定に当たっては、あらかじめ、霧島市環境対

策審議会（以下「環境対策審議会」という。）の意見を聴かなければならない。 

（環境基本計画） 

第９条 市長は、環境の保全及び形成に関する施策の総合的かつ計画的な推進を図るため、環境の保全

及び形成に関する基本的な計画(以下「環境基本計画」という。)を定めなければならない。 

２ 環境基本計画は、次に掲げる事項について定めるものとする。 

(1) 環境の保全及び形成に関する総合的かつ長期的な目標 

(2) 環境の保全及び形成に関する施策の基本的な方向 

(3) 前２号に掲げるもののほか、環境の保全及び形成に関する重要事項 

３ 市長は、環境基本計画を定めるに当たっては、市民の意見を反映することができるように、必要な

措置を講じなければならない。 

４ 市長は、環境基本計画を定めるに当たっては、環境対策審議会の意見を聴かなければならない。 

５ 市長は、環境基本計画を定めたときは、遅滞なく、これを公表しなければならない。 

６ 前３項の規定は、環境基本計画の変更について準用する。 

（施策の策定等に当たっての配慮） 

第 10 条 市は、環境に影響を及ぼすと認められる施策を策定し、これを実施するに当たっては、環境基

本計画との整合を図り、環境への負荷が低減されるよう十分に配慮するものとする。 

（快適な環境の確保） 
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第 11 条 市は、緑化の推進、水辺の整備、良好な景観の確保、歴史的文化的遺産の保全等に努め、潤い

と安らぎのある快適な環境を確保するように、必要な措置を講ずるものとする。 

（資源の循環的な利用等の促進） 

第 12 条 市は、廃棄物の減量、資源の循環的な利用の促進を図るため、必要な措置を講 

ずるものとする。 

２ 市は、エネルギーの有効利用及び環境への負荷の少ないエネルギーの利用の促進を図るため、必要

な措置を講ずるものとする。 

（環境への負荷の低減に資する製品等の利用促進） 

第 13 条 市は、再生資源その他の環境への負荷の低減に資する製品等の積極的な利用に努めるとともに、

事業者及び市民による当該製品等の利用の促進を図るため、必要な措置を講ずるものとする。 

（規制の措置） 

第 14 条 市は、環境を保全し、未然に公害を防止するため、必要な規制の措置を講ずるものとする。 

２ 前項に定めるもののほか、市は、人の健康又は生活環境に係る環境の保全上の支障を防止するため、

指導、助言その他の必要な措置を講ずるように努めるものとする。 

（環境教育等の推進） 

第 15 条 市は、事業者及び市民が、環境の保全及び形成についての理解を深めるとともに、これらの者

の環境の保全及び形成に関する自発的な活動を行う意欲が増進されるようにするため、環境の保全及び

形成に関する教育及び学習(以下「環境教育等」という。)の推進を図るものとする。 

２ 前項の場合において、事業者及び市民に対する環境教育等の推進に当たっては、市は、事業者、市

民又はこれらの者の組織する民間の団体(以下「民間団体等」という。)との協働を図りながら、必要な

施策を推進するように努めるものとする。 

（自発的な民間団体等の活動の促進） 

第 16 条 市は、民間団体等が自発的に行う緑化活動、再生資源に係る回収活動、エネルギーの有効利用

に係る普及活動その他の環境の保全及び形成に関する活動が促進されるように、必要な措置を講ずるも

のとする。 

（情報の収集及び提供等） 

第 17 条 市は、環境の保全及び形成に資するため、情報の収集に努めるとともに、事業者及び市民によ

る環境の保全及び形成に関する活動の促進に資するため、個人及び法人の権利利益の保護に配慮しつつ、

必要な情報を適切に提供するように努めるものとする。 

２ 市は、環境の保全及び形成に関する調査研究を推進し、その成果の普及に努めるもの 

とする。 

（推進体制等の整備） 

第 18 条 市は、環境の保全及び形成に関する施策を総合的かつ計画的に推進するため、市の機関及び部

課相互の緊密な連携並びに調整を図る体制を整備するものとする。 

２ 市は、公害その他の環境の状況を適切に把握するため、監視、測定等に必要な体制の整備に努める

ものとする。 

（国、県及び他の地方公共団体との連携） 

第 19 条 市は、地球温暖化の防止、オゾン層の保護その他の地球環境保全に資する施策並びに広域的な

取組を必要とする環境の保全及び形成に関する施策については、国、県及び他の地方公共団体と連携し

て、その推進に努めるものとする。 

（委任） 

第 20 条 この条例に定めるもののほか、この条例の施行に必要な事項は、市長が別に定める。 

附 則 

（施行期日） 

 この条例は、公布の日から施行する。 
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（２）環境基準等 

１）大 気 

ａ．環境基準 

① 人の健康の保護 

物   質 
二酸化硫黄 

（ＳＯ２） 

一酸化炭素 

（ＣＯ） 

浮 遊 粒 子 状

物質（ＳＰＭ）

光化学オキシ

ダント（Ｏx） 

二酸化窒素 

（ＮＯ２） 

環境基準 

１時間値の１

日 平 均 値 が

0.04ppm 以 下

であり、かつ、

１ 時 間 値 が

0.1ppm以下で

あること。 

１時間値の１

日 平 均 値 が

10ppm 以下で

あり、かつ、

１時間値の８

時間平均値が

20ppm 以下で

あること。 

１時間値の１

日 平 均 値 が

0.10mg/m3 以

下であり、か

つ、１時間値

が 0.20mg/m3

以下であるこ

と。 

１ 時 間 値 が

0.06ppm 以 下

であること。 

１時間値の１

日 平 均 値 が

0.04ppm か ら

0.06ppm ま で

のゾーン内又

はそれ以下で

あること。 

98％値 

評 価 
－ 

年間の1 日平

均値のうち、

低 い 方 か ら

98 ％ に相当

する値で評価

する。 

短期的 

評 価 
測定を行った日又は時間について、評価する。 － 

評

価

方

法 

長期的 

評 価 

年間の1 日平均値のうち、高い方から２％の範

囲内にあるもの（年間365 日分の1 日平均値が

ある場合、高い方から7 日を除いた8 日目の1 

日平均値）を除外して評価する。 

－ 

備考： 

１．工業専用地域、車道その他一般公衆が通常生活していない地域または場所については適用し 

ない。  

２．浮遊粒子状物質とは、大気中に浮遊する粒子状物質であって、その粒径が 10μm 以下のもの 

をいう。  

３．光化学オキシダントとは、オゾン、パーオキシアセチルナイトレートその他の光化学反応に 

より生成される酸化性物質（中性ヨウ化カリウム溶液からヨウ素を遊離するものに限り、二 

酸化窒素を除く。） をいう。  

 

② 有害大気汚染物質 

物   質 環 境 基 準 

ベンゼン １年平均値が0.003mg/m3以下であること。 

トリクロロエチレン １年平均値が0.2mg/m3以下であること。 

テトラクロロエチレン １年平均値が0.2mg/m3以下であること。 

ジクロロメタン １年平均値が0.15mg/m3以下であること。 

備考：工業専用地域、車道その他一般公衆が通常生活していない地域または場所については適用しない。  

 

③ ダイオキシン類 

0.6pg-TEQ／m3以下（年間平均値） 
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２）水 質 

ａ．環境基準 

① 人の健康の保護及び地下水 

項   目 基 準 値 

カドミウム 0.01mg／ℓ 以下 

全シアン 検出されないこと。 

鉛 0.01mg／ℓ 以下 

六価クロム 0.05mg／ℓ 以下 

砒素 0.01mg／ℓ 以下 

総水銀 0.0005mg／ℓ以下 

アルキル水銀 検出されないこと。 

ポリ塩化ビフェニル（ＰＣＢ） 検出されないこと。 

ジクロロメタン 0.02mg／ℓ 以下 

四塩化炭素 0.002mg／ℓ以下 

1,2-ジクロロエタン 0.004mg／ℓ以下 

1,1-ジクロロエチレン 0.02mg／ℓ 以下 

シス-1,2-ジクロロエチレン 0.04mg／ℓ 以下 

1,1,1-トリクロロエタン 1 mg／ℓ 以下 

1,1,2-トリクロロエタン 0.006mg／ℓ以下 

トリクロロエチレン 0.03mg／ℓ 以下 

テトラクロロエチレン 0.01mg／ℓ 以下 

1,3-ジクロロプロペン 0.002mg／ℓ以下 

チウラム 0.006mg／ℓ以下 

シマジン 0.003mg／ℓ以下 

チオベンカルブ 0.02mg／ℓ 以下 

ベンゼン 0.01mg／ℓ 以下 

セレン 0.01mg／ℓ 以下 

硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素 10mg／ℓ 以下 

ふっ素 0.8mg／ℓ 以下 

ほう素 1mg／ℓ 以下 

備考： 

１．基準値は年間平均値とする。ただし、全シアンに係る基準値については 、最高値とする｡  

 ２．「検出されないこと」とは、定められた方法により測定した場合において、その結果が当該方法の

定量限界を下回ることをいう。  

３．海域については、人の健康の保護に関する環境基準のうち、ふっ素及びほう素の基準値は適用し

ない。  
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② 生活環境の保全 

（ア）河 川 

基 準 値 項目 

 

 

 

類型 

利用目的の 

適 応 性 
水 素イ オ 

ン 濃 度 

(ｐＨ) 

生物化学的

酸素要求量

(ＢＯＤ) 

浮遊物質量

(ＳＳ) 

溶存酸素量 

(ＤＯ) 
大腸菌群数

ＡＡ 

水道１級 

自然環境保

全及びＡ以

下の欄に掲

げるもの 

6.5以上 

8.5以下 
1mg/ℓ以下 25mg/ℓ以下 7.5mg/ℓ以上 

50MPN/ 

100mℓ以下 

Ａ 

水道２級、

水産１級、

水浴及びＢ

以下の欄に

掲げるもの 

6.5以上 

8.5以下 
2mg/ℓ以下 25mg/ℓ以下 7.5mg/ℓ以上 

1,000MPN/ 

100mℓ以下 

Ｂ 

水道３級、

水産２級及

びＣ以下の

欄に掲げる

もの 

6.5以上 

8.5以下 
3mg/ℓ以下 25mg/ℓ以下 5mg/ℓ以上 

5,000MPN/ 

100mℓ以下 

Ｃ 

水産３級 

工業用水１

級及びＤ以

下の欄に掲

げるもの 

6.5以上 

8.5以下 
5mg/ℓ以下 50mg/ℓ以下 5mg/ℓ以上 － 

Ｄ 

工業用水２

級、農業用

水及びＥの

欄に掲げる

もの 

6.0以上 

8.5以下 
8mg/ℓ以下

100mg/ℓ 

以下 
2mg/ℓ以上 － 

Ｅ 

工 業 用 水 3

級、環境保

全 

6.0以上 

8.5以下 

10mg/ℓ 

以下 

ゴミ等の浮 

遊が認めら 

れないこと 

2mg/ℓ以上 － 

備考： 

１．基準値は、日間平均値とする。 

２．農業用水利用については、水素イオン濃度 6.0 以上 7.5 以下、溶存酸素量 5mg/ℓ以上とする。（湖

沼もこれに準ずる。） 
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（イ）湖沼（天然湖沼及び貯水量が 1,000 万立方メートル以上であり、かつ、水の滞留時

間が４日間以上である人工湖） 

基 準 値 項目 

 

 

類型 

利用目的の 

適 応 性 水素イオン

濃度(ｐＨ) 

化学的酸素

要 求 量

(ＣＯＤ) 

浮遊物質量

(ＳＳ) 

溶存酸素量 

(ＤＯ) 
大腸菌群数

ＡＡ 

水道１級、

水産１級、

自然環境保

全及びＡ以

下の欄に掲

げるもの 

6.5以上 

8.5以下 
1mg/ℓ以下 1mg/ℓ以下 7.5mg/ℓ以上 

50MPN/ 

100mℓ以下 

Ａ 

水道２、３

級、水産２

級、水浴及

びＢ以下の

欄に掲げる

もの 

6.5以上 

8.5以下 
3mg/ℓ以下 5mg/ℓ以下 7.5mg/ℓ以上 

1,000MPN/ 

100mℓ以下 

Ｂ 

水産３級、

工業用水１

級、農業用

水及びＣ以

下の欄に掲

げるもの 

6.5以上 

8.5以下 
5mg/ℓ以下 15mg/ℓ以下 5mg/ℓ以上 － 

Ｃ 

工業用水２

級、環境保

全 

6.0以上 

8.5以下 
8mg/ℓ以下

ゴミ等の浮 

遊が認めら 

れないこと 

2mg/ℓ以上 － 

備考：  

１．基準値は、日間平均値とする。 

２．水産１級、水産２級及び水産３級については、当分の間、浮遊物質量の項目の基準値は適用しな

い。 

 

基 準 値 項目 

 

類型 

利用目的の適応性 
全 窒 素 全 燐 

Ⅰ 自然環境保全及びⅡ以下の欄に掲げるもの 0.1mg/ℓ以下 0.005mg/ℓ以下 

Ⅱ 
水道１、２、３級（特殊なものを除く。） 

水産１種、水浴及びⅢ以下の欄に掲げるもの 
0.2mg/ℓ以下 0.01mg/ℓ以下 

Ⅲ 
水道３級（特殊なもの）及びⅣの欄に掲げるも

の 
0.4mg/ℓ以下 0.03mg/ℓ以下 

Ⅳ 水産２種及びⅤの欄に掲げるもの 0.6mg/ℓ以下 0.05mg/ℓ以下 

Ⅴ 水産３種、工業用水、農業用水、環境保全 1mg/ℓ以下 1mg/ℓ以下 

備考： 

 １．基準値は年間平均値とする。 

 ２．水域類型の指定は、湖沼植物プランクトンの著しい増殖を生ずるおそれがある湖沼について行う

ものとし、全窒素の項目の基準値は、全窒素が湖沼植物プランクトンの増殖の要因となる湖沼に

ついて適用する。 

３．農業用水については、全りんの項目の基準値は適用しない。 
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 １．自然環境保全：自然探勝等の環境保全 
２．水道１級  ：ろ過等による簡易な浄水操作を行うもの 

 水道２級  ：沈殿ろ過等による通常の浄水操作を行うもの 
 水道３級  ：前処理等を伴う高度の浄水操作を行うもの 

３．水産１級  ：ヤマメ、イワナ等貧腐水性水域の水産生物用並びに水産２級及び水産３級の 
         水産生物用 
 水産２級  ：サケ科魚類及びアユ等貧腐水性水域の水産生物用及び水産３級の水産生物用 
 水産３級  ：コイ、フナ等、β－中腐水性水域の水産生物用 

４．工業用水１級：沈殿等による通常の浄水操作を行うもの 
 工業用水２級：薬品注入等による高度浄水操作を行うもの 
 工業用水３級：特殊の浄水操作を行うもの 

５．環境保全  ：国民の日常生活（沿岸の遊歩等を含む。）において不快感を生じない限度 
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（ウ）海 域 

基 準 値 項目 

 

 

 

類型 

利用目的の 

適 応 性 
水 素イ オ

ン 濃 度 

(ｐＨ) 

化学的酸素

要 求 量

(ＣＯＤ) 

溶存酸素量

(ＤＯ) 
大腸菌群数 

n－ヘキサン 

抽出物質 

(油分等) 

Ａ 

水 産 １ 級、

水浴、自然環

境保全及びＢ

以下の欄に掲

げるもの 

7.8以上 

8.3以下 
2mg/ℓ以下

7.5mg/ℓ 

以上 

1,000MPN/ 

100mℓ以下 

検出されない

こと。 

Ｂ 

水産２級、工

業用水及びＣ

の欄に掲げる

もの 

7.8以上 

8.3以下 
3mg/ℓ以下 5mg/ℓ以上 － 

検出されない

こと。 

Ｃ 環境保全 
7.0以上 

8.3以下 
8mg/ℓ以下 2mg/ℓ以上 － － 

備考：水産１級のうち、生食用原料カキの養殖の利水点については、大腸菌群数 70MPN/100mℓ 以下とす

る。 

 

基 準 値 項目 

 

類型 

利用目的の適応性 
全 窒 素 全 燐 

Ⅰ 
自然環境保全及びⅡ以下の欄に掲げるもの 

（水産２種及び３種を除く。） 
0.2mg/ℓ以下 0.02mg/ℓ以下 

Ⅱ 
水産１種、水浴及びⅢ以下の欄に掲げるもの

（水産２種及び３種を除く。） 
0.3mg/ℓ以下 0.03mg/ℓ以下 

Ⅲ 
水産２種及びⅣの欄に掲げるもの 

（水産３種を除く。） 
0.6mg/ℓ以下 0.05mg/ℓ以下 

Ⅳ 水産３種、工業用水、生物生息環境保全 1mg/ℓ以下 0.09mg/ℓ以下 

備考： 

１．基準値は、年間平均値とする。 

２．水域類型の指定は海洋植物プランクトンの著しい増殖を生ずるおそれがある海域について行うもの

とする。 

 

 

１．自然環境保全：自然探勝等の環境保全 

２．水産１級：マダイ、ブリ、ワカメ等の水産生物用及び水産２級の水産生物用 

水産２級：ボラ、ノリ等の水産生物用 

３．水産１種：底生魚介類を含め多様な水産生物がバランス良く、かつ、安定して漁獲される 

水産２種：一部の底生魚介類を除き、魚類を中心とした水産生物が多獲される 

水産３種：汚濁に強い特定の水産生物が主に漁獲される 

４．環境保全：国民の日常生活(沿岸の遊歩等を含む。)において不快感を生じない限度 
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③ 水生生物の保全 

基 準 値 区
分 

項目 

 

類型 

水生生物の生息状況の適応性 
全 亜 鉛 

生物Ａ 
イワナ、サケマス等比較的低温域を好む水生生物及

びこれらの餌生物が生息する水域 
0.03mg/ ℓ以下 

生物特Ａ 

生物Ａの水域のうち、生物Ａの欄に掲げる水生生物

の産卵場（繁殖場）又は幼稚仔の生育場として特に

保全が必要な水域 

0.03mg/ ℓ以下 

生物Ｂ 
コイ、フナ等比較的高温域を好む水生生物及びこれ

らの餌生物が生息する水域 
0.03mg/ ℓ以下 

河
川
・
湖
沼 

生物特Ｂ 

生物Ｂの水域のうち、生物Ｂの欄に掲げる水生生物

の産卵場（繁殖場）又は幼稚仔の生育場として特に

保全が必要な水域 

0.03mg/ ℓ以下 

生物Ａ 水生生物の生息する水域 0.02mg/ ℓ以下 
海
域 生物特Ａ 

生物Ａの水域のうち、水生生物の産卵場（繁殖場）

又は幼稚仔の生育場として特に保全が必要な水域 
0.01mg/ ℓ以下 

備考：基準値は、年間平均値とする。 
 

④ ダイオキシン類 

１pg-TEQ／ℓ 以下（年間平均値） 
 

⑤ 要監視項目 

(ア)水生生物の保全 

項   目 水  域 類 型 指 針 値 

生物Ａ 0.7 ㎎／ℓ以下 

生物特Ａ 0.006 ㎎／ℓ以下 

生物Ｂ 3 ㎎／ℓ以下 
河川及び湖沼 

生物特Ｂ 3 ㎎／ℓ以下 

生物Ａ 0.8 ㎎／ℓ以下 

クロロホルム 

海 域 
生物特Ａ 0.8 ㎎／ℓ以下 

生物Ａ 0.05 ㎎／ℓ以下 

生物特Ａ 0.01 ㎎／ℓ以下 

生物Ｂ 0.08 ㎎／ℓ以下 
河川及び湖沼 

生物特Ｂ 0.01 ㎎／ℓ以下 

生物Ａ 2 ㎎／ℓ以下 

フェノール 

海 域 
生物特Ａ 0.2 ㎎／ℓ以下 

生物Ａ 1 ㎎／ℓ以下 

生物特Ａ 1 ㎎／ℓ以下 

生物Ｂ 1 ㎎／ℓ以下 
河川及び湖沼 

生物特Ｂ 1 ㎎／ℓ以下 

生物Ａ 0.3 ㎎／ℓ以下 

ホルムアルデヒド 

海 域 
生物特Ａ 0.03 ㎎／ℓ以下 

備考：指針値は、年間平均値とする。 
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 (イ)人の健康の保護 

項 目 名 指 針 値 

クロロホルム 0.06 ㎎／ℓ以下 

トランス-1,2-ジクロロエチレン 0.04 ㎎／ℓ以下 

1,2-ジクロロプロパン 0.06 ㎎／ℓ以下 

ｐ－ジクロロベンゼン 0.2 ㎎／ℓ以下 

イソキサチオン 0.008 ㎎／ℓ以下 

ダイアジノン 0.005 ㎎／ℓ以下 

フェニトロチオン（ＭＥＰ） 0.003 ㎎／ℓ以下 

イソプロチオラン 0.04 ㎎／ℓ以下 

オキシン銅（有機銅） 0.04 ㎎／ℓ以下 

クロロタロニル（ＴＰＮ） 0.05 ㎎／ℓ以下 

プロピザミド 0.008 ㎎／ℓ以下 

ＥＰＮ 0.006 ㎎／ℓ以下 

ジクロルボス（ＤＤＶＰ） 0.008 ㎎／ℓ以下 

フェノブカルブ（ＢＰＭＣ） 0.03 ㎎／ℓ以下 

イプロベンホス（ＩＢＰ） 0.008 ㎎／ℓ以下 

クロルニトロフェン（ＣＮＰ） － 

トルエン 0.6 ㎎／ℓ以下 

キシレン 0.4 ㎎／ℓ以下 

フタル酸ジエチルヘキシル 0.06 ㎎／ℓ以下 

ニッケル － 

モリブデン 0.07 ㎎／ℓ以下 

アンチモン 0.02 ㎎／ℓ以下 

塩化ビニルモノマー 0.002 ㎎／ℓ以下 

エピクロロヒドリン 0.0004 ㎎／ℓ以下 

1,4-ジオキサン 0.05 ㎎／ℓ以下 

全マンガン 0.2 ㎎／ℓ以下 

ウラン 0.002 ㎎／ℓ以下 

備考：指針値は、年間平均値とする。 
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ｂ．排水基準 

① 健康項目 

有害物質の種類 許 容 限 度 

カドミウム及びその化合物 0.1 ㎎／ℓ 

シアン化合物 1 ㎎／ℓ 

有機燐化合物 1 ㎎／ℓ 

鉛及びその化合物 0.1 ㎎／ℓ 

六価クロム化合物 0.5 ㎎／ℓ 

砒素及びその化合物 0.1 ㎎／ℓ 

水銀及びアルキル水銀その他の水銀化合物 0.005 ㎎／ℓ 

アルキル水銀化合物 検出されないこと。 

ポリ塩化ビフェニル（ＰＣＢ） 0.003 ㎎／ℓ 

トリクロロエチレン 0.3 ㎎／ℓ 

テトラクロロエチレン 0.1 ㎎／ℓ 

ジクロロメタン 0.2 ㎎／ℓ 

四塩化炭素 0.02 ㎎／ℓ 

1,2-ジクロロエタン 0.04 ㎎／ℓ 

1,1-ジクロロエチレン 0.2 ㎎／ℓ 

シス-1,2-ジクロロエチレン 0.4 ㎎／ℓ 

1,1,1-トリクロロエタン 3 ㎎／ℓ 

1,1,2-トリクロロエタン 0.06 ㎎／ℓ 

1,3-ジクロロプロペン 0.02 ㎎／ℓ 

チウラム 0.06 ㎎／ℓ 

シマジン 0.03 ㎎／ℓ 

チオベンカルブ 0.2 ㎎／ℓ 

ベンゼン 0.1 ㎎／ℓ 

セレン及びその化合物 0.1 ㎎／ℓ 

ほう素及びその化合物 
海域外 10 ㎎／ℓ 

海域 230 ㎎／ℓ 

ふっ素及びその化合物 
海域外 8 ㎎／ℓ 

海域 15 ㎎／ℓ 

アンモニア、アンモニウム化合物、亜硝酸化合物及び硝酸化合物 100 ㎎／ℓ 

備考 

１．「検出されないこと」とは、定められた方法により測定した場合において、その結果が当該方法の

定量限界を下回ることをいう。 

２．有機燐化合物とは、パラチオン、メチルパラチオン、メチルジメトン及びＥＰＮに限る。 
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 ② 生活環境項目 

生活環境項目 許 容 限 度 

水素イオン濃度（ｐＨ） 
海域外 5.8～8.6 

海 域 5.0～9.0 

生物化学的酸素要求量（ＢＯＤ） 
160 ㎎／ℓ 

(日間平均 120 ㎎／ℓ) 

化学的酸素要求量（ＣＯＤ） 
160 ㎎／ℓ 

(日間平均 120 ㎎／ℓ) 

浮遊物質量（ＳＳ） 
200 ㎎／ℓ 

(日間平均 150 ㎎／ℓ) 

ノルマルヘキサン抽出物質含有量（鉱油類含有量） 5 ㎎／ℓ 

ノルマルヘキサン抽出物質含有量（動植物油脂類含有量） 30 ㎎／ℓ 

フェノール類含有量 5 ㎎／ℓ 

銅含有量 3 ㎎／ℓ 

亜鉛含有量 5 ㎎／ℓ 

溶解性鉄含有量 10 ㎎／ℓ 

溶解性マンガン含有量 10 ㎎／ℓ 

クロム含有量 2 ㎎／ℓ 

大腸菌群数 日間平均 3,000／cm3

窒素含有量 
120 ㎎／ℓ 

(日間平均 60 ㎎／ℓ) 

燐含有量 
16 ㎎／ℓ 

(日間平均 8 ㎎／ℓ) 

備考 

１．「日間平均」による許容限度は、一日の排出水の平均的な汚染状態について定めたものである。 

２．この表に掲げる排水基準は、一日当たりの平均的な排出水の量が 50m3以上である工場又は事業場

に係る排出水について適用する。 

 

③水浴場水質判定基準 

区 分 ふん便性大腸菌群数 油 膜 の 有 無 
化学的酸素要求量 

（ Ｃ Ｏ Ｄ ） 
透 明 度 

水質 

ＡＡ 

不検出(検出限界 2

個／100mℓ) 

油膜が認められな

い。 

2 ㎎／ℓ以下(湖沼

は 3 ㎎／ℓ以下) 

全透(または 1m以

上) 
適 

水質 

Ａ 
100 個／100mℓ以下 

油膜が認められな

い。 

2 ㎎／ℓ以下(湖沼

は 3 ㎎／ℓ以下) 

全透(または 1m以

上) 

水質 

Ｂ 
400 個／100mℓ以下 

常時は油膜が認め

られない。 
5 ㎎／ℓ以下 

1m 未満 

～50cm 以上 
可 

水質 

Ｃ 

1,000 個／100mℓ以

下 

常時は油膜が認め

られない。 
8 ㎎／ℓ以下 

1m 未満 

～50cm 以上 

不 適 
1,000 個／100mℓを

超えるもの。 

常時油膜が認めら

れる。 
8 ㎎／ℓ超 50cm 未満 

備考：同一水浴場に関して得た測定値の平均による。なお、不検出とは、平均値が検出限界を下回る 

ことをいう。 
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３）騒音・振動 

ａ．環境基準 

① 騒 音 

道路に面する地域以外の地域 

基 準 値 

地域の類型 昼  間 

（午前6時～午後10時） 

夜  間 

（午後10時～午前6時） 

ＡＡ 50デシベル以下 40デシベル以下 

Ａ及びＢ 55デシベル以下 45デシベル以下 

Ｃ 60デシベル以下 50デシベル以下 

 

道路に面する地域 

基 準 値 

 地 域 の 区 分 昼  間 

（午前6時～午後10時） 

夜  間 

（午後10時～午前6時） 

Ａ地域のうち２車線以上の車線を有

する道路に面する地域 
60デシベル以下 55デシベル以下 

Ｂ地域のうち２車線以上の車線を有

する道路に面する地域及びＣ地域の

うち車線を有する道路に面する地域 

65デシベル以下 60デシベル以下 

備考：車線とは、１縦列の自動車が安全かつ円滑に走行するために必要な一定の幅員を有する帯状の車

道部分をいう。 

 

幹線交通を担う道路に近接する空間についての特例基準値 

基 準 値 

昼  間 

（午前6時～午後10時） 

夜  間 

（午後10時～午前6時） 

70デシベル以下 65デシベル以下 

備考：個別の住居等において騒音の影響を受けやすい面の窓を主として閉めた生活が営まれていると認

められるときは、屋内へ透過する騒音に係る基準（昼間 45 デシベル以下、夜間 40 デシベル以下）

によることができる。 

 

１．ＡＡを当てはめる地域は、療養施設、社会福祉施設等が集合して設置される地域など特に静穏を要 

する地域とする。 

２．Ａを当てはめる地域は、専ら住居の用に供される地域とする。 

  （第一種低層住居専用地域、第二種低層住居専用地域、第一種中高層住居専用地域、第二種中高層

住居専用地域） 

３．Ｂを当てはめる地域は、主として住居の用に供される地域とする。 

  （第一種住居地域、第二種住居地域、準住居地域） 

４．Ｃを当てはめる地域は、相当数の住居と併せて商業、工業等の用に供される地域とする。 

  （近隣商業地域、商業地域、準工業地域、工業地域） 
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② 航空機騒音 

地 域 の 類 型 基 準 値（単位 WECPNL） 

Ⅰ 

主として住居の用に供される地域 

（旧溝辺町の区域のうち、第一種低層住居専用地域、

第二種低層住居専用地域、第一種中高層住居専用地

域及び第二種中高層住居専用地域） 

70 以下 

Ⅱ 

Ⅰ以外の地域であって通常の生活を保全する必要があ

る地域 

（旧溝辺町の区域のうち、第一種住居地域、第二種住

居地域、準住居地域、近隣商業地域、商業地域、準

工業地域及び工業地域） 

75 以下 

 

ｂ．騒音規制法に基づく規制基準 

① 特定工場等 

基 準 値 

区 域 の 区 分 時 間 区 分 

第 1 種区域 第２種区域 第３種区域 第４種区域 

昼    間 

（午前 8 時から午後７時まで） 

50 デシベル

以下 

60 デシベル

以下 

65 デシベル 

以下 

70 デシベル

以下 

朝    夕 

（午前 6 時から午前 8 時まで） 

（午後７時から午後 10 時まで） 

45 デシベル

以下 

50 デシベル

以下 

60 デシベル 

以下 

65 デシベル

以下 

夜    間 

（午後 10 時から午前 6 時まで） 

40 デシベル

以下 

45 デシベル

以下 

50 デシベル 

以下 

55 デシベル

以下 

 

② 自動車騒音 

基 準 値 

区域の区分 昼 間 

（午前 6 時～午後 10 時）

夜 間 

（午後 10 時～午前 6 時）

ａ区域及びｂ区域のうち 1 車線を有す

る道路に面する区域 
65 デシベル以下 55 デシベル以下 

ａ区域のうち 2 車線以上の車線を有す

る道路に面する区域 
70 デシベル以下 65 デシベル以下 

ｂ区域のうち２車線以上の車線を有す

る道路に面する区域及びｃ区域のうち

車線を有する道路に面する区域 

75 デシベル以下 70 デシベル以下 

 

③ 特定建設作業 

騒音レベル 85 デシベル以下（敷地の境界線） 

作業禁止の時間帯 
第１号区域：午後 7 時～午前 7 時 

第２区域：午後 10 時～午前 6 時 

１日当たりの作業時間 
第１号区域：10 時間以内 

第２号区域：14 時間以内 

作業許容日数 連続 6 日間以内 

作業禁止日 日曜日 その他の休日 
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ｃ．振動規制法に基づく規制基準 

① 特定工場等 

基 準 値 

区 域 の 区 分 時 間 区 分 

第 1 種区域 第２種区域 

昼    間 

（午前８時から午後７時まで） 
60 デシベル以下 65 デシベル以下 

夜    間 

（午後７時から午前８時まで） 
55 デシベル以下 60 デシベル以下 

 

② 道路交通振動 

基 準 値 

区域の区分 昼 間 

（午前８時～午後７時） 

夜 間 

（午後７時～午前８時） 

第 1 種区域 65 デシベル以下 60 デシベル以下 

第２種区域 70 デシベル以下 65 デシベル以下 

 

③ 特定建設作業 

振動レベル 75 デシベル以下（敷地の境界線） 

作業禁止の時間帯
第１号区域：午後 7 時～午前 7 時 

第２号区域：午後 10 時～午前 6 時 

１日当たりの作業

時間 

第１号区域：10 時間以内 

第２号区域：14 時間以内 

作業許容日数 連続 6 日間以内 

作業禁止日 日曜日 その他の休日 
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